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序

笠間市は ,茨城県のほぼ中央に位置し,北西部には人溝山系が ,南西部

には吾国山・難台山・愛宕山が連なり,中央を北西部から東部にかけて涸

沼川が台地を潤す自然豊かな地域です。また ,河川流域や台地上より数多

くの埋蔵文化財が確認されていることから,原始 。古代より人々が生活を

営むうえで最適の地域であったといえます。

今回の調査は県営畑地帯総合整備事業に関わる発掘調査であります。こ

の調査の結果 ,弥生時代から奈良・平安時代の遺跡が確認され ,地域の歴

史を知る上で重要な資料を得ることができました。

この報告書を通して郷上の歴史に対する理解を深め ,ひいては教育・文化

向上の一助として多くの人々に広く活用されますことを強く願つている次

第です。

最後に ,発掘調査から報告書の刊行に至るまで ,多大なるご指導 。ご協

力を賜りました関係機関並びに各位に対しまして心より感謝申し上げます。

平成 22年 3月

笠間市教育委員会教育長

飯 島   勇



例

1.本書は、茨城県笠間市小原 359番地外に所在する長峰西遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は畑地帯総合整備事業に伴うもので、笠間市の委託を受けて、笠間市教育委員会の指導の下、有限会社

勾玉工房 Mogiの大賀健・田中暁穂が調査を担当し、長谷川秀久・荒井秀樹・大越直樹
。大久保隆史が調査員として

参加した。

3.調査は平成 20年 12月 15日 から平成 21年 3月 31日 まで実施し、調査面積は 5,815Nである。

4.調査記録及び出土遺物の整理は、平成 21年 4月 1日 から平成 22年 3月 15日 まで行つた。

5.発掘調査で得られた出土遺物及びその他の資料は、笠間市教育委員会に保管している。

6.本書の編集は大賀健が行つた。執筆分担は笠間市教育委員会―I序 第 1章、大賀健
―I序 第 2章,X考察 第 2章・

第 3章、大越直樹―I序 第 4章,X考察 第 4章、角張淳一―X考察 第 1章 (株式会社アルカ )、 高橋 哲一X考察

第 1章 (株式会社アルカ )、 大賀さつき―遺物観察表、田中暁穂 一その他である。

7デジタル編集は岩谷大吾・川口和之・岩崎美奈子・橋辺明子・大賀文香 が行つた。石器の実測・ トレース・撮影

等は株式会社アルカに依頼した。遺物写真撮影は遺物の一部を大越直樹・川口和之、墨書土器の赤外線撮影を田中暁

穂が行い、それ以外を (有)スギハラに依頼した。

7.調査参加者は以下のとおりである。

野村正子 佐藤利男 小堤静江 鈴木≧し江 小瀬靖夫 豊島英則 篠原一郎 根矢稔 石川久男 露久保二郎

高田幸江 鈴木晃佳 山口致辰 吹野昇 川又誠二 小坂部克巳 高野正行 仲田仙 鈴木浩 青木馨 瀧江稔

岡根光雄 中村伊重 吉田正子 中島トミ子 斉藤与志朗 海老原龍生 吉田みち 斉藤京子 武藤瑞良 吉田豊

高岡真士 小山義則 菅谷工義 川崎剛史 北村瀬 小山範子 飯田昭 青木誠 横田忠利 斉藤幸一 塩畑勝利

中村薫  平林敬子 山崎一義 大山年明 松本修児 岩田時彦 大内英雄 中村柄繁次 関律子 福島枝里子

菅谷和子 飯田博美
8.整理調査のか加者は以下のとおりである。

大賀さつき  宇佐美薫  塩澤佑介  根本時子

稲坂なお子

岩崎美奈子  小山郷子  大賀文香  篠原美代子

9発掘調査から報告書刊行に至るまで、下記の諸氏、諸機関に御指導・御協力を賜つた。記して感謝の意を表する

ものである。

川崎純徳 能島清光 宮内勝巳 佐藤晃雅 長井正欣 土生朗治 篠原 正 林田利之 茨城県教育委員会

水戸土地改良事務所 小原地区土地改良組合 (有)カ ワヒロ産業 (株)スカイサーベイ 芦田測量

(有)ス ギハラ (株)エイティー
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本書で第 1図 に用いた地形図は国土地理院発行 2万 5千分の 1『笠間』である。

座標値は世界測地系第Ⅸ系を使用した。全体図、遺構図の方位は座標北を示し、高さの数値は標高を示している。

土層説明および遺物の観察には『新版 標準土色帖』(農林水産省農林水産技術会議事務局監修 )を用いた。
竪穴住居跡の計測値は主軸方位を長軸とし、方向が不明な場合は長さにより決定した。

掲載した図面は以下の縮尺で掲載した。

遺構図  竪穴住居跡・掘立柱建物跡 。土坑は 1/60、 竃は 1/30を 基準としている。
出土遺物 縄文土器 1/3、 弥生土器 1/3、 土師器・須恵器 1/4、 土製品・石製品 1/3、 鉄製品 1/2を 基準としている。

掲載図面中のスクリーントーンは、次の内容を示す。

1硬化面範囲

口

遺構
 :::::!与

::3囲

遺物 厖ZttZ鉄

[三二三三]灰範囲

匿三三ここΞ]赤彩

□
雲
圏

カマ ド袖

炭化物範囲

黒色処理

7 なお墨書土器の文字は任意の縮尺である。遺物写真は実測図の縮尺に合わせて掲載した。
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6 同 完堀状況
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8 同 完堀状況
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第 1章 調査に至る経緯
畑地帯総合整備事業は ,農業に伴う道路 。濯漑施設・農地などの生産基盤を総合的に整備するこ≧によつて ,作物

品質の向上 ,生産作物の拡大 ,反収の増加 ,輸送費の削減 ,荷傷みの防止など,よ り高い生産性と品質のさらなる向

上を目指している。

笠間市では基本施策を総合計画で目標を定め ,農林業の振興を図ることを目的とした産業振興プロジェクトが重′煮

的に進められている。また ,農業生産基盤の整備の一環として ,旧友部町時代の平成 13年に小原地区土地改良組合

が設立され ,県の指導の下 ,効率的な畑作農業地域を作るための整備事業が実施されている。

この整備事業の計画地は常磐線をはさんで南北に分かれている。この地区には市内最大級の山王塚古墳を有する一

本松古墳群があり,重要な遺跡の包蔵地である。このことから整備事業計画の中で平成 15年 1月 に二本松遺跡の発

掘調査 ,翌年 1月 に小原遺跡の発掘調査 ,さ らに平成 20年に塙谷遺跡 ,長峰東遺跡の発掘調査が行われ ,多大な成

果が得られている。

今回の整備事業計画地は長峰西遺跡の範囲内であることから,笠間市教育委員会は平成 19年 8月 から合計 7回 ,

笠間市文化財保護審議委員の能島清光氏に試掘確認の調査を依頼した。その結果多数の住居跡が確認され ,出土遺物

などから弥生時代から奈良・平安時代の集落があることが推定された。

工事主体者である水戸土地改良事務所 (現県央農林事務所)は ,茨城県教育委員会教育長に対して ,平成 20年 8月

29日 付けで長峰西遺跡について文化財保護法 94条第 1項の規定に基づき ,土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発

掘調査について通知した。茨城県教育委員会教育長は現状保存が困難であることから,記録保存のための発掘調査が

必要と判断し,平成 20年 10月 21日 付けで工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

これを受けて ,笠間市教育委員会は有限会社勾玉工房 Mogiに調査を依頼した。承諾後 ,笠聞市教育委員会・水戸

土地改良事務所 。有限会社勾玉工房 Mogiは三者協議を行い ,試掘調査の結果に基き ,平成 20年 10月 27日 付けで文

化財保護法第 92条第 1項の規定による発掘調査届け出を茨城県教育委員会へ提出 ,茨城県埋蔵文化財指導員の川崎

純徳氏と笠間市文化財保護審議委員の能島清光氏を指導委員として平成 20年 12月 15日 より発掘調査を実施するこ

ととなった。

第 2章 遺跡の位置と考古学的環境
第 1節 遺跡の地理的環境
本遺跡が所在する茨城県笠間市は茨城県のほぼ中央に位置し,北西部には人溝山系が ,南西部には吾国山・難台山・

愛宕山が連なる。涸沼川は友都駅の西側で北西都から東部にかけて愛宕山の裾を巡るように大きく蛇行し、やがて古

矢川≧合流した後に涸沼へと流れ込む。涸沼川が山問地から低地帯へと抜けでる友部周辺では、随所に灌漑用の沼池

が点在し、古くよりこの周辺が低湿地であったことが想定できる。今回の発掘調査は冬季調査であったために、この

灌漑用溜池に飛来する数多くのオオハクチョウの姿が観察された。

長峰西遺跡は常磐線友部駅と内原駅の中間、小原神社の西側の台地丘陵上にあり、常磐線沿線には田園地帯が広が

り、山系から緩やかに標高を下げる丘陵の先端部では、樹枝状の小枝谷が形成されており、涸沼川の支流である涸沼

前川と古矢川に挟まれる台地の縁辺部に位置する。小枝谷を挟んで西側には小原神社が隣接している。遺跡の所在す

る台地の標高は 45～ 47m前後で、南東端部に位置する調査区 CUTlの南東側周辺は標高 40.5mの低地帯となり水田地

帯が広がる。また、調査区の中央部分には県道杉崎友部線が東西方向に貫いて通っており、この部分は道路開削時に

掘削されて切り通しになっているが、さらに北東側に位置する調査区の CUT10Aでは標高が 48mと 公々に山間地に向

かい高くなる。
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第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (国土地理院 1/25000 地形図 『笠間』に加筆)

第 2節 周辺の遺跡
市内では縄文時代の遺跡が前期から分布する。しかし弥生時代の遺跡の分布は希薄である。古墳時代に入ると、市

内最大級の山王塚古墳を有する一本松古墳群があり,遺跡周辺には古墳群が点在する。奈良時代には遺跡周辺は常陸

国那珂郡あるいは茨城郡に属するが、遺跡がどちらの郡に属したかは定かではない。平安末期には九条家領荘園が成

立し、以後室町後期までは宍戸氏の支配を受ける。遺跡付近には中世後期に里見氏が築城したと言われる平城、小原

城跡がある。遺跡北東に隣接する舌状台地には弥生～平安時代の遺跡である塙谷遺跡、長峰東遺跡があり、平成 20

年に調査が行われている。
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第 3章 調査区の立地と区分
第 1節 調査区のグリッド配置 (第 4図 )
調査区のグリッド設定は世界測地系Ⅸ系により浄41,050、 Y=44.200を Al杭 とし、東に A、 B・・・G、 南に 1、 2・ …

6と しその組合せにより表記 し、50m方眼の大グリッドを設定した。更にその中を 10m四 方の小グリッドに分割 し、

北西から 01、 02、 03・ ・・25と 表記した。

調査区は 10区に分かれ、CUTl・ 2・ 3・ 5・ 6・ 8・ 9。 10A・ 10B・ 15と 表記 した。CUT3・ 15では遺構は検出されなかつた。

第 2節 遺跡の標準堆積土層
調査区が点在するため、各区は高低差が激しい。CUT10Aが 表面標高 50.300m、 一番高く、CUTlが 42.000mと 一番低い。

ソフ トロームとその漸移層であるⅡ～Ⅳ層は検出されなかつた調査区もあるが、Ⅱ層は CUT5・ 6に、皿層は CUT2・ 6・

9に、Ⅳ層は CUT6に見られた。 V層 はハー ドロームで明褐色である。Ⅵ層は鹿沼軽石層で CUTl・ 2・ 6・ 9。 10Aに見

られる。Ⅶ層は CUT6・ 9以外に見られるハー ドロームで、褐色～灰オリーブ色の暗い色調である

高

∞

標

０３

I

H

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

表土

漸移層

ソフトローム
~

漸移層

ハー ドローム

鹿沼軽石層

ハー ドローム

第 2図 標準堆積土層柱状図 (S=1/60)
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第 4章 調査の経過
遺跡は、苦状に張り出した南向き緩斜面の台地上に位置している。工事により削平される CUTl、 2、 3、 5、 6、 8、 9、

10A、 10B、 15の 10地区の調査を平成 20年 12月 15日 ～翌 21年 3月 31日 までの予定で行 うことになった。

〈平成 20年 12月 期 〉

平成 20年 12月 15日 、プレハブ、テン ト、 トイレを設営し、発掘器材の搬入を行つた。調査は、遺構密度の濃い

CUT5・ 6か ら調査を開始し、進捗状況にあわせて順次、他の各地区調査を開始 した。

(CUT5)15日 (～ 18日 )、 調査範囲を杭≧テープで囲い、重機により表土掘削を開始する。16日 、遺構精査を行 う。

18日 (～ 24日 )、 基準杭の打設を行 う。遺構確認作業の結果、調査範囲からは、弥生～平安時代に至る、竪穴住居

跡及び掘立柱建物跡からなる集落跡が重複 した状態で検出され、西側から順に調査を始める方針とした。25日 、霜

害封策としてビユールシー トで遺構を養生し平成 20年度の調査を終了する。

(CUT6)15日 、調査範囲を杭とテープで囲い、重機により表土を掘削する。16日 、精査を開始 し、奈良・平安時代

の竪穴住居跡、掘立柱建物を主体とした遺構を確認 し、基準杭打設及び各遺構の掘 り下げ作業を開始する。25日 、

霜害対策としてビニールシー トで遺構を養生し平成 20年度の調査を終了する。

〈平成 21年 1月 期 〉

(CUTl)6日 (～ 8日 )、重機による表土排土作業を開始する。13日 、精査を開始。調査区南西を主体に作業を進めた。

19日 、基準杭打設を行 う。遺構確認の結果、弥生時代～平安時代に至る竪穴住居跡が検出された。

(CUT2)14日 、表土排土作業を行 う。15日 、精査を開始し、各遺構の掘 り下げを行 う。主な遺構 として弥生～平安

時代の竪穴住居跡が検出された。

(CUT3)21日 、表土排土作業を行 う。精査を開始するが、遺構は検出されなかった。

(CUT5。 6)6日 、調査を再開し、主に竪穴住居跡の掘 り下げを行つた。

(CUT15)19日 、表土排土を行い、26日 より精査を開始するが遺構は検出されなかった。

〈同年 2月 期 〉

(CUTl)主 に調査区北の調査を行 う。この中で、古墳時代中期の竪穴住居跡 S18は、焼失家屋で、覆土中におびただ

しい焼土及び炭化材が検出された。またプラン北壁には初現期のカマ ドが付設されていることが判明。キの宇にベル

トを設定して、内部を掘 り下げることにした。28日 、終了確認を行 う。

(CUT2)主 に調査区北の調査を行 う。26日 、終了確認を行 う。

(CUT3)調 査区は、台地上に点在する各調査区の中では最南端に位置しており、谷地に接する場所であり、雨天後は

湧水もあつた。13日 、終了確認を行 う。

(CUT5)主 に調査区中央～北の調査を行 う。

(CUT6)竪 穴住居跡及び掘立柱建物跡の調査を行 う。

(CUT15)26日 、調査区の撮影。終了確認を行 う。

(同年 3月 期 〉

(CUT5・ 6)遺 構掘 り下げを行い 20日 ・31日 に空撮を実施する。31日 、終了確認を行 う。

(CUT8)調 査区外北側には古墳墳丘が隣接 しており、周溝の存在が想定されていた。9日 、表土掘削。13日 、精査を

行い、終了確認を行 う。

(CUT9・ 10A・ 10B)9日 、表土掘削。13日 、終了確認を行 う。
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Ⅱ CUTl

第 1章 遺跡の概要
本調査区域は遺跡の存在する舌状台地の南東端部に位置し、地目は畑であるが周辺を取り巻く近接する低地帯では

水田地帯となつている。調査区はこの舌状部分に南北に細長く広がるもので、台地の端部を取り巻くように設定され

ている。

調査区の標高は北側で 43.2m、 南側で 40.6mを測り、長峰西遺跡の調査区でもつとも標高が低い位置になる。

検出された遺構は弥生時代の住居跡 4軒、古墳時代の住居跡 2軒、奈良。平安時代の住居跡 8軒、土坑 17基、ピッ

ト17基、溝 6条であったであつた。その他、遺物では縄文土器、石器が少量ながら出土している。

第 2章 検出された遺構と遺物
第 1節 縄文時代の遺物
本区に於いて検出された縄文時代の遺構は検出されていない①遺物のみが検出されている。縄文土器片 5点、石器

4点を掲載した。いずれも弥生時代以降の住居跡覆土からの検出で遺構に伴うものはない。

第 2節 弥生時代後期～古墳時代初頭の遺構と遺物
第 1項 住居跡

5号住居跡 (第 5・ 6。 7図 ,図版 07・ 08。 90。 91)

本遺構はF4-24グ リッドに於いて検出された。12号土坑に切られる。規模は長軸 5,46m、 短軸 4.62mで隅丸方形だが、

南壁中央がやや張り出す。主軸方位は NO° を指す。確認面からの深さは 19～ 4.2 cmと 浅い。覆土は 2層に分層され、

自然堆積と推定される。

炉は住居北半中央付近に南北 1.25m、 東西 0。 76m、 深さ 25 clll前 後の小判形のものが検出された。底面は凹凸が激し

く中央は南北に長く被熱痕が残存していた。ピットは 6基あり、そのうち Pl～ P4が柱穴と見られる。P5は出入口

施設に伴うと考えられる。床面は平坦であるが、硬化面は P4の北東付近しか確認されていない。

遺物は主に炉の周囲に分布していた。十三台 1式の壺 8点、土製紡錘車 1点、土玉 4点、磨石 1点が出土し、弥生

時代後期の遺構と判断される。

-5-
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号住居跡遺物観察表

I-2は胎上 焼成より同一個体と半1断 したが 接合できて |    |が い黄橙

拳Ⅲ推Ξtttl屋壁,綴葺を二僻 勢郎審
良好
ぽ
2w癬

大径部よリメ下は付力Π条第24Tの縄文を施文する。頸部

弥生式士‐粕
一

|くぉゅ| に
'銘

珠捨乗民P農獣にな姶旨赳増泰姦督μ
韓させ。`
十良好

二
|―          駆|
睛四蜘9腿魏麓i院餅 財

損
1構かれる。た線は2本 1単位。底部には布自圧痕が残る。

8面
7討Mか
隠履怪F°1大きくBlく 。胴部には付加条第二種の縄が施文され、頸部文様

1背は,同郎最大径よりも上位に猫かれる。.NR部は縦方市)のスリッ
|卜 状区画の中に波状と格子日文様を交互に売てんさせる。頻部
十上端には指頭による圧痕を加えた隆帯が4条巡る。口縁部は、

外面  10YR6/4に

聘ぁ弥名計
上 い 函6順露拒伝互ぬIЁ写書票芸ヨ憲兵雲ヨ鰍 轍 テ朗

|ぶい黄籍

|
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奈じ脇解身イ督認毛勇手奄Fy岩強
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|

|

1 欠損

|

[_|__ピニ
| 1憂癸娃誘雰ょ塚1経恋i年亀語とを常尋笹哲Я会『ラ奮兵畠iナ習
弥生式土

器

内部に横方向の波状文が充瑛される部分と、無 F司 となる区
口縁～顕

部欠損
<1595〉 1 4979 1画が交互に配される。朋部は付加条第1種の縄文が施文され  1 良好

る。 口縁部は人憬 している。庶部は布 日圧痕が施 され る。

|

|

ドに内沿 じ口

つた後、大きくラッパ状に開く。Л固部上半には縦方向のス

弥
七談
上 養 鰤41脳

峰ョ盗おニユ
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|゛ ,弥 生式i 3939 1縄 文が施文され、上半部は区固を設けない波状文様が渋位に連No 26″ 軍 して構かれる。

ている。頸部から上位は久損している。胴部は付加条第2種の

される。全面に付加条第 1種の縄文LRが深く施文される。ま
15180 1た 、胴部には同様の付加条第 1種の縄LR Rし が羽状に施女され

母少 FL。

ほぼ楷 良。雲

母少巳。
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5号住居跡遺物観察表

土玉 1 縦20 1 棋29

菌1顧
~硬

主

暉
劇
一
腿
一睡
割
翻
一朧
却
一

子し径0551 189 ゴ
蜘

Fに
よる続

良灯  7 5YR5/4に ぶい

10号住思跡  (第 8・ 9・ 10図 ,図版 12・ 13・ 92)

本遺構は F404・ F5-09グ リンドに於いて検出された。古代の住居である 9号住居跡に切 られる。

規模は長軸 5。 97m、 短軸 6.03mの方形の住居である。主軸方位は N64.3°  Wを指 し、確認面からの深さは 32.4 clnを測

る。掘 り込みは比較的深 く遺存状況は良い。覆土は 4層に分層され、自然堆積の状況を示す。

炉は住居中央やや西寄 りに設けられ、長軸 105.4 cm、 短軸 62,4 clll、 深さ8.8 cmの東西に長い楕円形である。底面

は凹凸が見られ、焼土が分布する。柱穴は 4本確認され、ほぼ対角線上に配される。硬化面は炉の東側のごく狭い範

囲に確認された。

遺物は西壁中央付近に分布する。 1～ 5は五領式土器で、6～ 15は弥生十三台 2式の壷である。このほか土製紡錘

草 3点が出土している。遺物より住居の時期は 4世紀前～中美と判断される。

10号住居跡      ぁ
|

C

A
L=43100m

0              1/60             2m

―

CUTl 10号 住居 土層説明
1 7 5YR2/1黒色土 (砂質シルト)ローム粒・ブロックo2～ 10 oHl少  炭化粒ゅ2～ 5 alal粒多 焼土粒ゅ2～ 5 oMa少  しまり・粘性中

Ｅ
Ｏ
Ｏ
一
∞
甘
＝
コ

∞

ド

一

2 7 5YR3/2黒色土 (砂質シルト)ローム粒・ブロックゅ2～ 10 Hul多  炭化粒ゅ2～ 5 mm少 焼上粒ゅ2～ 5 FIIn少  しまり,粘性中

:盈許ミウン陥羅亀査王半窃督写ケレ潟
~台些去乏▼歩ζ9,τウ兜昭a la疹化贅花建了,W多

焼土粒ゅ2～ 5 BIl中 しまり中粘性強
5 alal少  しま り・粘性 中

第 8図  10号住居跡 (1)
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表 3 10号住居跡遺物観察表
報告

番号
注
‐L 種類 は 径 器高 器形の特徴 整形の特徴 色調 船 上 残存

覆 土 難
器

良好

にぶい紹

外面 10YR?/6明
黄褐

色針状物賓

雲母微Д。

古式上師

器

煮部は小形の平底で、やや上

デ底気味。胴部はlAれた求形
を皇する。器壁は厚い。

向のミガキ 内面及び底部分
面はナデ。

黄

面

粧

面

い

内

黄

外

パ

10YR3/4浅

色粒子 雲
やや多い。

|1縁欠損

体部完形

古式上師

盛部は平底で体部は緩や力‖こ

内湾し内側に弱い稜を有した

後、口縁は更に内湾気味に開

デ、内面はミガキ。口縁外面
は縦方向の吊1毛 国 内面は刷
毛整形の後積方向の粗いミガ

こボい黄橙 母少量。 4J lkl

石 白色針状
物質微畳。

口縁～体

“

1/3 広
部完形

古式上師

器
台付霊

+面 は縦方向、内面は横方向

り用1毛 日。

良好

内面 25Y6/3j
にぶい黄

外面 25Y6/4に
ない黄

駐少壁。白色

十状物質徹

き。小礫 (長

雪 石英)少
き。

脚台部の

覆 土
古式上師

器
麒 ヵ

庵部は九底。胴部はIFtれた球

形を皇する。応部には 6 mm程

の円形のイしが穿たれているが

数は不明。

の後用1毛状I具 による削り、
者しくは木口状工具による圧

痕が役察される。

良好

7 5YR6/6橙 登粒子 蜜
翠 白色3状
勿質少量。

底部片

弥生式士

器
董

下がり、下膨れになる。頸部の文様帯は 胴部中央よりもやや
下位にまで描かれるもので、櫛拙によるスリット状区画帯によ

り分割された中に横たする樹楢波状文が充填される。IF歯の本

数は4本以上と多い。胴部は付加条第1種の縄文が施文される。

頸都の指頭圧痕隆常は 1本から2本 と明瞭でなくやや狙雑で、
口縁部には横方向の櫛猫波状文が雑に紺かれている。

財鞠脚

１０
掲黄

女

面

い

灰

外

ぷ

母微 二.

口縁部欠

損

稜■
弥生式土

器

虞の隆帯が巡る。頸部はスリット状の区画が描かれ内部に槙方

句の波状文が充填される。口線部は細かな躾方向の櫛描波状文

が施文される。櫛歯の本数は4本以上である。

盈。

破 片

覆■
弥生式土

宣族的に大きく開く口縁部の大破片。頸部上位に3条 の指頭l■

虞の隆帝が巡る。口縁部は細かな棋方向の綺捕波状文が施文さ

れる。櫛歯の本政は4本 以 上である。7と 同一個体の可能性があ

る。口唇部には縄文式上器が施文される。

良好
二次焼

万姥7,雌
母やや多い。
ス,)ア微五。

E縁的に大きく開く口縁部の大ほ庁。鎮到上1ヱに将顕止浪の 4
常が巡る。口縁部は細かな横方向の櫛猫波状文が施文される。

簡置の本数は4本メ Lで ある。7 8と 同一個体の可能性があ

る。口唇部には縄文が施文される。

良好
二次焼

万党アリ

黄

面

灰

外

悟

覆 土
弥生式と

器

直線的に大きく開く頸部の破片。頸部 ヒ位に指頭圧IRの隆帯が |
3条巡る。賑部は縦方向の櫛船によるスツットが区画され区画

内に横位の櫛緒波状文を売嶼する。

直線的に大きく開く賑部の大祓片。頸部は縦方向の櫛れによる

ス )ッ トで区画され区画内に積位の櫛猫渡状文を充填する。櫛

苗の本数は6木以上。

二次焼
成ア)怯罪称

¬色粒子 雲
撃微量。

破 片

弥生式土

器
良好

内外面 10YR6/4
にがい黄橙 色粒子 雲母

少tt。 白色,,

伏物質微量。

破片

弥生式土

器
重

底部は平底で、胴部は緩や力Чこ外反気咲に防
僅かながら付加条第1種の縄文が施文される。

良 策

がい黄橙

外 面 25Y6/3に
ぶい責

粒

　

状

色

少

針

。

い
黒

母
色

豊

⌒
ｏ
雲

白

微

い
　
　
。
質

参

子

セ

物

床部破片

弥生式上

器

底部は平底。胴都下端はにかに外反気味に立つ。加部側面の地

文は観察されない。広部には布目の圧痕が施される。 手い黄

外面 10YR6/41こ

ボい黄獲

質 雲母少
量。 底部破片

覆■
弥生式土

器

筆部は平底。4・l部下端は直線的に開く。1同部側面の地文はRしの

サ加条第1種縄文。底部には布臼の圧痕が施される。
良好

画
　

面
黄
25V5/2略

母少ユ。白と

針状物質微

且。

底部破片

覆 主
弥生式上

器

則面の地文はRLの 付加条第1種縄文ヵ。底部には木薬痕が施さ
良舟

面

　

面 2 5VS/3黄

歩い。蟹母少
き。 底部破片

土製品 紡鍾車 縦18 槙50
断面形は上面がやや広い●形

状を皇する。孔は中心から僅

かにズレ席在する。
良好

リーブ黒 完形

上製品 紡錘章 縦16 横44 ■径07
1警号監与岳r琵樫霰|ま:真を 良好 にぶ

い黄 太物質微瓜。

覆土 士製 品

断面形は中心が厚くIR縁が藩
くなるもので、lFtれたノロバ

ン王状を星する。■はほぼ中
央に穿たれる。

にぶい黄橙 n。

覆土 士製品 土 玉

者による整形。
良 好 恥

12号住居跡 (第 11・ 12図 ,図版 14・ 15。 93)

本遺構は F410グ リッドに於いて検出された。16号土坑に切られる。

方形を呈すると見られるが、深度が浅いため、南東部が削平されている。規模は長軸 4.75m、 残存短軸 4.43m、 主

軸方位はN50,8° Eを指す。西壁には周溝が確認されたが、その他では検出されなかつた。確認面からの深さは 12

clll以下となる。覆土は 2層 に分層される。

炉は南北に長い楕円形で長径 76.9 clll、 短径 61.6 cm、 深さ 11.4 cmで 底面は焼土が覆っており、凹凸があり、南寄

りには炉石と見られる石が出土した。柱穴は 4本確認され、ほぼ対角線上に配される。硬化面は中心の狭い範囲に検

出された。
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遺物は十三台 1新式の壺片 8点 と工領式の土器 6点 と土製紡錘車が出土している。遺物より弥生時代後期の遺構と

判断される。

01

B

L=46300m
B'

D

L言42700m

CUTl 12号 住居 土層説明
1 7 5YR2/3極暗褐色土 (砂質シル ト)二

頂逢1歩ご『 〉τウえ稿協Wび !乱撃藤
体)中 炭化粒ゅ2 HIl少  しまり・粘性中

2 7 5YR3/4暗褐色上 (砂質シル ト)口‐ う多 炭化粒ゅ2 BIl少  しまり,粘性中

第 11図  12号住居跡

kl
ム
| も

|

ち
|

Ｂ
一

ｔ

ゝ
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／

／

‐Ｅ
Ｏ
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寺
劇
甘
＝
コ０　
〆
一

Ａ

一〇Ｏｍ

Ｃ

一〇Ｏｍト

鶴 W孝 オ 癬 イ 守

▽
6

Cm

l～ 8

Cm

9

―

◎

―

亜
9

ジ

８

12号住居跡出土遺物
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12号住居跡遺物観察表

2肌μT‖ 盗| ―|い〉|ず広蜘純厳
カ

EIゴ
=臣
極雹翠

『弔、可言百i呵了甲駅卵顧1議
厖

ユ

ユ

8

A

L=42400m

げ
一　

・一
‐
判

0_________―――――どし4塾生_____―――一――――台
m m Ｅ

Ｏ
Ｏ
中
槃
寸
“
コ∫

一
A'  上~     L 42100m

B'8

L=42400m

C'C
L=42400m

孔S麟曇岳落厘整爵惑省ぅル詳 台世去羅F歩各9,了」噺 血Ⅱ夢
ヒ
雛粒歩
ま
しまサ
イ
中尾性中

第 13図 13号住居跡
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13号住居跡  (第 13・ 14図 ,図版 15'16・ 93)

本遺構は F410、 G46・ 11グ リンドに於いて検出された。 11号住居跡に切られる。

方形を呈する≧見られるが、深度が浅いため、東部が削平されている。規模は長軸 6.85m、 残存短軸 5,23m、 主軸

方位は N35.2° Wを指す。西壁には周溝が確認されたが、その他では検出されなかった。確認面からの深さは 18.3

cm以下となる。覆土は 2層 に分層され、自然堆積の様相を示している。

炉は南北に長い精円形で長径 79.O cm、 短径 47.l clll、 深さ 6.4 clllで底面は焼土が覆つてお り、凹凸があり、南寄 り

には炉石と見られる石が出土した。また炉に接 して深さ 17 cmほ どのピットが 2基検出されたが、炉と関連するもの

かは不明である。柱穴は 2基 しか検出されず、位置も対称ではない。硬化面は炉の南に小規模なものが検出された。

遺物は十三台 2式の壺片 1点 と五領式の土器 6点が出上している。遺物より4世紀前～中葉の遺構と判断される。

^

＼
照

m

＼ (卜＼
4

汽起こ/珊

第 14図  13号住屋跡出土遺物

13号住居跡遺物観察表

平
年
中‐碩
十
■
注

幽
田
辮
躁
皿
日
馴

ツット状の区画を設け 内部に2条 の波状文が縦方向に充壊さ
る。以下胴部には付加条第1種 LRの組文が施文さねている。
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物
第 1項 住居跡

3号住居跡  (第 15。 16図 ,図版 05・ 06・ 89)

本遺構は F423、 F502・ 03グ リッドに於いて検出された。重複する 4号住居跡より新 しい。規模は長軸 3.2m、

短軸 3.92m、 主軸方位は N22° Wを 指す。確認面からの深さは最大 11.O cmを測 り、覆土は単層である。

カマ ド・柱穴・周溝は確認されなかつた。

遺物は土師器対 1点、カマ ド周辺から土師器邦 1点が出土している。遺物より6世紀後半期の遺構と判断される。

CI T1 3号 住居  土層説明
1 7 5YR2/3極 暗褐色土 (砂質 シル ト)ロ ーム粒・
10 nul(02～ 3 mmが 主体)中 焼土粒・炭化粒少

”
中

２

畦
ゅ
粘

ク

・

口

ま

グ

し

L=42 500m

て

、

第 15図  3号住居跡

と
::::ii三

三i二】
ドテメラ
lミ

;厚;:::::::::'!|      

♀______―――-14生 _____―――±qFm

第 16図  3号住居跡出土遺物

表 6 3号住居跡遺物観察表
組

丞
注 記 種類 器種 口径 こ 盈 器形の特徴 整形の特徴 焼成 色 IB 胎 土 残存 備考

土師器

羽く括れた後、口縁 1よ外反す

阿部外面はベラクスツ後元い

ミガキ。内面は幅の狭いヘラ

状工具によるナデ整形の後縦

方向のミガキ、顕部付近はナ

デ。

′ 5YR6/6 色lr子  雲母
少吼、力 ,ア

白色針状物質

微且。

1同 部 1/4

上師器 (134)

こ内灘し に位【明瞭な移を
年した後にかに内傾気味に立

つ。体割
`の

器壁は厚い。

キ。体翻∫外面はヘラケズヅ後

ミガキ、内面は者しく刹諮し

ているが、僅かにミガキが組

察される。

良好

月赤桐 色粒 十 雲母
少■R( 日霰～体

4号住居跡  (第 17・ 18。 19図 ,図版 06・ 89)

本遺構は F4-22・ 23、 F5-2・ 3グ リッドに於いて検出された。北東部を 3号住居跡に切 られる。規模は長軸 6.45m、

南壁は削平されているため推測となるが、短軸 5.27m、 主軸方位は N21.9°  Wを 指す。確認面からの深さは 15.8

cmを沢Jる。覆土は 2層に分層される。

カマ ドは北壁中央に付設され、直線的な袖を持ち、袖内面上部は被熱する。住居ほぼ中央に炉跡が検出された。カ

マ ドの形態や炉が併設 されることから、初源的な形態のカマ ドと考えられる。柱穴は 4本確認され、ほぼ対角線上

に配される。床面は平坦で硬化面が炉の周囲に検出された。平面が長方形で長軸 80.3 cm、 短軸 62.3 cm、 深 さ62

cmの貯蔵穴が南西隅に検出された。
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遺物は土師器郭 2点、陶邑 I型式≧見られる須恵器高郭 1点が出土した。遺物と炉をもつ住居であることから5

世紀中葉の遺構と判断される。

0 1/30             1m

第 17図  4号住居跡 (1)

― ― 一 ― ― ― ―― … … ……… …… …… … … … … … … … … …′

D          D'
L=42500m_

0_________――――一二些422_____―――――――-4m

fUT'5憮弓毎辱褐巷雪紐質シルト)ロームブロックゅ20 ntll主体 黒褐
色上がラミナ状に入る しまり強 粘性中
2 7 5YR2/3極暗褐色土 (砂質シル ト)暗褐色土がラミナ状に入る Ⅳ層
土 (鹿沼土)少  しまり強 粘性中

CUT1 4号住居カマ ド 上層説明
1 5YR3/8暗赤褐色土 (砂質土)砂粒ゅ2 nll主 体 ローム粒φ～ 2 nll中

疑係うぎ麟躍と輸鞘 滉そ窃謹牌口_ム粒ゅ～2硼中
挙七係多子麟賭土聯雛)解・り腎移ゅ2～Ю噸誹登体に被熱 炭イヒ粒少 しまり中 粘性弱

⇔

Γ
＝
ヽ
ω
∞
〇
〇
ヨ

δ

引

｀
③
H

/
|

＼
ノ

５
８

∞
ヾ
出

∞

IQ

A

L=42 600m

b

L=42 400m
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|ヽ

b

b'

CUT1 3・ 4号住居  上層説明
1 75Y3/2黒 褐色土 (砂質 シル ト)
2 nl少  しま り・粘性 中
2 7 5YR2/3極 暗褐色土 (シル ト質 )
2 Dul中  しま り中 粘性強

ローム粒・ブロックφ～ 10 Hltl中  焼上粒ゅ
ローム粒・ブロックゅ～ 10 HIl中  焼土粒φ

Ｅ
０
０
∞
劇
寸
Ｈ
コ

第 18図 4号住居跡 (2)

2

第 19図 4号住居跡出土遺物

表 7 4号住居跡遺物観察表
告

号

裁

岳
主記 1 紅額 器II 底 径 器 高 電 I「A 器形の特徴 整形の特徴 焼成 1   竺・JH 附士  1 残存

|

|と
'市

器 (34〉 168

氏部は九虞ヵ。体部は緩やか 1外 面口隷割∫はミガキ 体郡エ
に内蔵 し 下位に羽い稜をれ |ヘラケズリす内面器面状1落 .
した後にかに外傾気味に開  | 朗ド鍮欄多い。雲母白色II子少

量。

口縁 ～体

須恵器 1第 IIN

一　

　

　

　

　

７可
中‐‐‐‐

開き、端部は折り返して内湾
する。透かしはヘラにより切
りこまれ方形を呈すると思わ

|ロ

クロ整形ヽ

|

こまれ方形を呈すると思わ

る 単位は不明。

灰

灰

面

面

内

外

好

堂。欽分の噴
き出し微ユ。

脚剖
'1/8

陶邑窯 5c中
葉～後英

覆上
上師器 lIN

|
(145)  一 い 〉

1山 :み第會争をi蟷
積壌詈薯1 1鍵客F 静世畑 晟やや多い。 口縁～体

部1/2

8号住居跡 (第 20。 21・ 22図 ,図版 09。 10。 11・ 91・ 92)

本遺構は F414・ 15グ リッドに於いて検出された。規模は長軸 5,78m、 短軸 5.68m、 主軸方位は N23.5° Wを指す。

確認面からの深さは 30 cmを測り、南の床面が低くなっている。掘り込みが深く遺存状況は良好である。覆土は 5層

に分層され、自然堆積の様相を示している。床面には焼土と炭化材が散つており、火災住居の可能性が考えられる。

カマ ドの形状は袖が直線的に伸びる初期の形態である。内部には倒位で土師器増が出土しているが、その手前に

は火床面と見られる焼土範囲が確認されている。柱穴は 4本確認され、ほぼ姑角線上に配される。柱の掘方の径は

28.5 cmと 細いが、深さ47.6～ 77.2 clllと 深い。P3'4から西壁には間仕切り溝が構築され、周溝は途切れてはいるが、

ほぼ全周する。床の硬化面はカマ ド前から南壁にかけて検出された。南東隅には貯蔵穴と思われるピットが検出され

た。上部は長軸 104 cm、 短軸 93.l clllの 方形で、下部は径 60.3 clllの 漏斗状の形状で、深さ 38.l cmと なる。

遺物はカマ ド内から土師器対 (2)が倒位で出土した。そのほかを 。対・郭・鉄製品 (鉄鏃・鋤先)。 砥石が床面で

出土した。鋤先は旧い形状である。遺物の時期とカマ ドの形態から古墳中期、5世紀中葉の遺構と考えられる。
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＞

Ｆ
＝
一
時
ヽ
一〇
ヨ

|>|‐ |。

D

L=42400m

1 8号住居 土層説明
7 5YR4/4褐色土 (秒質シルト)ソ フトローム主体 黒色土ブロックo lo～ 30 Hul中   しまり・粘性中

,事懲ア:簿電:こ|み§;孝t,竜,身】3::三‡尊す
多亀聾藤

'歩

中

焼こと多

・ブロツク (φ 2～ 呻 mm■n中 焼土粒少 しまり・粘 l■●

～ 4 HEl少

CUT1 8号住居 P5 土層説明

ぢ孔:子 ウヽン

`/1轟

饒勉望篭蟹鶉卜F~台讐k摩婦義蹄 托豚Ц≧)鞘柱群rL4

第 20図 8号住居跡 (1)
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b

b

L=42400m

Ｅ
Ｏ
Ｏ
甘
劇
甘
”
コげ

一

Cm

l～ 8。 11
O            m

9

第 21図  8号住居跡 (2)

第 22図  8号住居跡出土遺物

酬
□

?T'5麟層名E二 肥 胃焼土粒(ゆ 2～ 5 mn中
}壽そ黒3/携等冒土(砂質シルト)ローム粒・ブロック(ゅ
2～ 10 Hl)中  しまり・粘性中

lm

|

Ю

午
北
ｒ
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表 8 8号住居跡遺物観察表

第 4節 奈良 。平安時代の遺構と遺物
第 1項 住居跡

1号住居跡  (第 23・ 24・ 25図,図版 04・ 89)

本遺構は F513グ リンドに於いて検出された。試掘調査に於ける トレンチで確認されていたものである。

規模は長軸 3.9m、 短軸 4.5m、 主軸方位は N18.2° Wを指す。確認面からの深 さは最大 58 cmを 預Jる。掘 り込みが深

く遺存状況は良好である。覆土は 6層に分層され、自然堆積の様相を示 している。

カマ ドは北壁中央部分に設置され、カマ ド左半は試掘 トレンチにより上部を削平されている。柱穴は 4本確認され、

東側 2本が若千南にずれる配置になる。また、カマ ドと対象の位置に出入 ロピントが検出された。床面は平坦で硬化

面が全体に広がっている。

遺物は常総甕 (1・ 2)、 須恵器蓋・郭が出土しており、9世紀前半に属すると判断される。

CUTl l号住居カマド 土層説明
1 暗褐色土 (粘質土)焼 土粒ゅ2 Hul少  しまり・粘性強
2 7 5YR3/2黒褐色土 (砂質シル ト)焼 土粒 o～ 5 1tul中  しまり'粘
性中
3 7 5YR3/4暗褐色土 (砂質シル ト)焼土粒ゅ～ 5 alE主 体 炭化粒少
ローム粒中 しまり・粘性中
4 5YR3/8暗 赤褐色土 (砂質シル ト)焼 土粒ゅ～ 5 ntll多  炭化粒少
ローム粒ゅ2 aut主 体 しまり,粘性中
5 5YR3/8暗 赤褐色土 (砂質シル ト)焼 土粒ゅ～ 5 mm多  炭化粒少
しまり中 粘性少
6渓ィBttγ告略 蛇蜃サニ上乾柁みゆ2～ 10 Dul多 (ゅ 5 null主体)

【ト

1主

〃
刀
市

m

第 23図  1号住居跡 (1)
ゝ
袖
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B:〕二魯:::3与サ哀す  1魏
デ、内面はナデ整形

`

方向のヘラクズツの後 ミガ

ヘラケズツの後縦方向のミガ

キ 内面は糾方向のミガキ。
日辱は内外面柴に横ナデ。

こは

'デ
。 口辱部は内外面共

=41ナ
デ後ミガキ。

さい。体都は緩やかに内湾し ぶい黄橙    1蜜 母少畳。小

於021奪弁機季言Ⅲ擬身モ躍
よ短

然Π黄越
YR3/4に

に F礫
やや少 体剖

暫
2欠

が広くなり,,とが穿たれる提砥である。使
謝よ05、 こ氏38 1r03 厚 さ02 

“

里71。 箆被部分 で折根 してお り
鉄鏃
1方形、下端は九みを帯びてtヽる。

鋤弥 68 模I06 厚さ40 竜!l103、
~板
状の鉄板の両端部を折り山げている。

下

「

駒 s IF0 8～
「
rl● k6～ 15憲顧6Π

"f鉄鏃
1閥以下は観察できない。

ヵ 緩や力Чこ内 Vn4す

多く泥入。

ロバン玉状で最大径を中位に

有す。頸部はやや牟まり
「くJの 年に属 IIし  口緻は

=開
き口曙は値力Чこ

,胴部は潰れたノロ/ヾ ン玉
を呈し最大径を単位に有
。頭部はやや窄まり「く」
年に属IHし 、口縁は内湾気

=開
き口唇は偉かに受けロ

丸底 ヵ。 体部イよ緩やか

:内 湾 し口婚に至る。深身 で

候や力Jこ 内湾し口将で内傾す

る。深身である。

-20-
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試掘 トレンチ
CUTl l号住居  土層説明
1 75Y3/2黒褐色土(シルト)ローム粒・ブロックφ～
:0鳴諺打縄亀醍監ヴ,レず

しμ理謬炭化粒
♂争ll熙

`,熟

結讐々9孵省)≒評馳磐渉ックゅ
πザ配/3塩分ぴ躍機ゴ望∵移デト)し毛q穆■まり
♂ 7指樵謗4暗褐色土 (シル ト)ロ ーム粒・ロームブロッ

をまう話 1ぎ匿毯
炭化粒・ブロック (φ 2mm前 後)少

歩」デ4Y州能録1度花鴻Y魚欝以少
口
J摯″・編晏

/

|マ <I  Ini

B

Li41 600m

表 9 1号住居跡遺物観察表

ｙ
一

1号住居跡 (2)

5

3

6

0_________―と4生_____―――と豊
°m

第 25図  1号住居跡出土遺物

第 24図

告

，

報

番
注 記 種類 器種 口径 底 径 器 高 重 I「 器形の時微 色 閉 胎 土

覆土 L師器 翼

こ内湾する。口縁は 「C」 の字
とタト反 し口唇は稿上げられ

部外面はヘラタズリ、内面 711

球。
良好
二次焼

成ア)

10YR6/4にぶい黄

燈

とく母やや多
い。ス」

'ア

少
壁、白色針状
物質微量。

口縁～ 1回

部 に半

上師器 霊

で「くJの年に屈曲じほぼ水
平に短く開く。口唇は猫上げ

られる。

口縁は内外面共に横ナア、胴

部もハ外面共にナデ。 良好
ボい黄

外面 25Y5/3黄
雲母やや多

覆土 須意器 蓋 良好

面

面

資

飲分の吹 き出

し少担。 端部片

蒻 土 須志器

こ内湾する。 は回転ヘラケパツ。
25V7/3浅

い。 受 4u少

工。 床部ユ/2

覆 土 察意器

<割
`は

平底で体部下半は緩や

卜に内湾する。 良好
い。鉄分の吹
き出し少二.

床訂
`1/2

覆土 須な器

(部 は平庶で体邪下半は1■か
こ内湾する。 R好 次き出 し少

!酸´
広部1/3

-21-



2号住居跡  (第 26・ 27図 ,図版 04・ 05。 89)

本遺構は F424、 F504グ リッドに於いて検出された① ll号土坑により住居南西隅を切られる。規模は長軸 3m、 短

軸 3.8m、 主軸方位は N21° Eを指す。主軸方位が短い長方形を呈する。確認面からの深さは 18 cmで ごく浅く東壁は

削平されほとんど検出されなかつた。覆土は 1層 である。カマ ドは北壁中央に敷設されるが、袖が左袖の一部のみが

残存する。柱穴は確認 されなかつた。床面は平坦で硬化面がカマ ド前から住居中央部において検出された。

遺物はカマ ド左脇 ≧南西床面付近、カマ ド内部より出土した。カマ ド出土の土師器不は内面ミガキ・黒色処理であ

る (6・ 8)。 椀形の器形が多い。Hは灰釉陶器高台付皿で黒笹 90号窯段階のものと見られる。遺物からは 9世紀後

半の遺構と判断される。
|ヽ

b

L=41 900m

CUT5 2号住居  土層説明
m

1 7 5YR3/2黒褐色 土 (シル ト質)ロ ーム粒・ブロックφ 2～ 30 alII少  炭化粒 ゅ2～ 3 mm少  しま り中 粘性強
CUT1 2号住居カマ ド 土層説明
1 7 5YR1 7/1黒 色上 (砂質 シル ト)ロ ーム粒・ブロック ゅ2～ 1 0 Hul少  焼土粒 ゅ 2少  しま り・粘性 中

第 26図 2号住居跡

第 27図 2号住居跡出土遺物

ゝ

ゝ

調
査
区
外

-22-
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表 10 2号住居跡遺物観察表

6号住居跡
C  Pl  C'

L=42000mゃ
D    P2    D'

L=42 000m_、
__′_

:UT;5♀悪だ 量色翌 罠謝 轡 シル ト)ロ ーム粒 φ～ 3 alll少  炭化粒少 しま り・

〉特えYR1 7/1黒色土 (砂質シル ト)ロ ーム粒 ,ブ ロック o2～ 10 11dn(ゅ 2Шm主体 )

:  麟 軽宣難襲陣‖:
la ll主 体)中 炭化粒ゅ2 Hur少  しまり,粘性中

1/60

第 28図 6号住居跡 (1)

ユ

ニ

A
L=42600m

8

L=42600m

種 類 底径 器 Lj 重 五 器形の特徴 桜形′)件似 焼 成 胎 土 残作 備考

一

２

一

３
　
　
　
一

Ｎｏ４　　　一　　　陀　　　一　　　　飾　　　　一

判
耶

　
一　　
鞘　　一　
靭

理

斑

霊

(340, |

(171)

十 一

|_

十 _

二

　　　二

　　　　ｍ二

　　　鰤

６５９８　　　一　　　呻　　　一

胴部は使かに内お気味に立  |
ち、口縁で短く「CJの学に外
反する。口唇は縮み iげられ
る。回転台使用ヵ。

口縁は、頸部で「く!の年に
外反じ口唇は柄み Lげ られ

底部は平底。胴部tよ大I・Rで飛
大径をi位に持つものと思わ
れる。

口iFは内外面共に棋ナデ 】11
部内外面は回転台を使用し整

形したと思えるベラの痕が観

察される。

口縁は内外面共 tこ横ナデ n・I

部も内外面共にナデ。

内面はナデ

外面虞部は及び内面はナデ、

胴部下端は横方向の本ラケズ

底部はナデ。胴部外面は縦方

向、下端は積方向のヘラケズ

期　　一　　朗　　一　財鞘嗣　一　朗魏脚

柵敵
騨
解

ぃ］］４。一蛉獅“疎一”弾］″吼一鞠昭‐

I縁部V3

口縁～胴

部「 半
V4

体部 1/3

点剖,2/3

,同部～床
部1/3

嶋　　　一　　∬画　」に‐‐‐‐

綿
　
　
　
一　
　
端

奴

　
　
　
一　

　

．

甕

II・

μ
卜
Ｐ
卜
‐‐４。

．
　

一

６３

一

騨

|ゆ

lm

150
鶴瓢扉
|に弱い核を有した後外傾す

1偲譜塚鑢窒|三守で,ぁ写卍
I外
度し口曙は析り返した後柄

世

軍ど弊 諄

獅

虞部は九底気味の平成で体 .I,

|は内湾した後直線的に開く。

ロクロ娑形。外面体部下端～

底部は回転ヘラクズ )。 ツ,面

は丁年なミガキ

ロクロ整形.外面体部下端～
底訂Wよ回転ヘラクズツ.内面
は 1輩なミガキ.

良好

貞好

良好

悟島3写豆て
lh言 5Y3/1オ
|ツ ーブ黒

け|ブ鷲V2オ

隙雀
面わV2

やや多く含

む。テ石

英日立つ。

石英 蟹 FI多

色粒 F

。一彬卸螂颯

隆

脱

脇
怪
‐口縁”体櫂
艤

き

Ｎ０

６ 土師器 IIN 2)(15

体部は緩やかに内湾し、口辺
で器かになつた後僅かに外lta
する。口|.正 下に細い沈撤が
一条廻る。

０
ズ

形

ケ

　
。

整

ラ

キ

ロ

ベ

ガ

ク

ば

ミ

ミ好

貿 雲母やや

芙・ 黒色粒 F

少趾。スコ),微
llt。

鰤陣
鵬..n./

。

　
　

　

　

一　

　

　

‐〇

　

　

　

一　
　

　

　

　

Ｈ

1量
ば
」臨
卜
臨

町
‐
庁
‐‐尚

|(148)

■
___

1山 か

L:__

に
|

ピ
聴
卜
‐
く２９，

四
十一‐‐‐３６０‐一

1開 く。体部の器壁は世いが口

ピ
中乱

1織
薄捜簗甚譲低夕憲著♀:日

信号醐
|は
〔lk状になる。

ると思われるが 二次能成を
受けている為に観察は困疑。

|ロ クロ整形。外面体部下JAII

働:馨虹≧

二次焼

政7)

良灯

降資解こ

悩
面2W帥墨

冶:」彗単|
鶴
I状
物質微よ。

|`う毒iき出

度
1 

口
;岳,ぞ

生

1藤

一型一処Ｍ

卜

臨

麟鞠
イ(サて付け掛け
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CUT1 6号住居カマド 上層説明
1 7 5YR3/4暗褐色土 (砂質シルト)ローム粒o2El l 中 しまり・粘性中
2 7 5YR1 7/1黒褐色土 (シルト質)ローム粒φ～ 5 a ll少  しまり中 粘性強
3 7 5YR1 7/1黒褐色土 (シル ト質)ロ ーム粒・プロックゅ～ 10 nlll少  しまり・
粘性中
4 7 5YR3/4暗褐色土 (砂質シル ト)ローム粒ゅ～ 5 aul少  焼土粒φ2～ 5 Hlll少
しまり・粘性中
5 7 5YR3/4暗褐色土 (砂質シル ト)ローム粒・ブロックφ～ 10 Hull(ゆ 5 DuL主 体)
しまり中 粘性強
6 7 5YR3/4暗褐色土 (砂質上)雲 母 (ゅ 2～ 31111)が 主体 焼上ブロックo2～
30 HIl(ゅ 5 11u l主 体)多 ローム粒多 しまり中 粘性弱
7 7 5YR2/3極暗褐色上 (砂質土)雲 母 (φ 2～ 3 HIIl)が 主体 ローム粒中 しま
り強 粘性なし
8 7 5YR3/4暗褐色土 (砂質土)焼 土粒・炭化粒中 しまり・粘性中
9 7 5YR3/2黒褐色土 (砂質シルト)ロ ーム粒少 しまり,粘性中

b

L=42600m

第 29図  6号住居跡 (2)

6号住居跡 (第 28。 29・ 30図 ,図版 08・ 09・ 91)

本遺構は F4-18・ 19グ リッドに於いて検出された。規模は長軸 3.64m、 短軸 3,03m、 主軸方位は N54.3°  Wを指す。

確認面からの深さは 43.4 clllを汲Jる。掘り込みが深く遺存状況は良好である。覆土は 5層に分層され、自然堆積の様

相を示している。カマ ドは煙道が遺存しており、傾斜は緩やかである。右袖が一部残り、煙道の排煙部分とカマ ド

天丼部に被熱痕が見られる。北隅に Pl、 東壁中央に P2が検出された。P2は出入ロピットと見られるが、Pと は浅く、

性格は不明である。

遺物は土師器奄 (1)が北壁寄りの床面に完形に近い状態で横倒しで出土した。須恵器蓋 (3)はカマ ド内の底面近

くから出土している。遺物より遺構の年代は 9世紀前半期と判断される。

第 30図 6号住居跡出土遺物

Cm
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表 H 6号住居跡遺物観察表
告

号

報

語
注 記 極壊 器種 rH径 底 径 器高 重 l■ l 器形の特徴 整形の特徴 焼成 色 調 胎 土 残存 備考

土師需 霊

J縁 は緩やかに外反する。器

壁は厚い。

部外面は縦方向のヘ ラケズ

ヅ、内面はベ ラナデ。 内面に

輪森痕有 り。

良好
二次焼

咸7,

ぷい黄禍

外面  JOYR5/41こ

ボい黄褐

少～中礫 雲
孝やや多い。

日縁一部

欠損 ,同

下半

覆 士 須恵器 甑

子との数は不明。Л同部下端で僣
かに内湾した後直線的に開

く。

]pき 、下端は回転を利用した

阻いヘラクズ )。 内面は当て

具痰、下端でナデ整形が行わ

れている。

良好

面

面

一

5Y6/1灰

廷。鉄分の噴

き出し徹よ。 胴 L半 1/〔

貞蔀欠 lFR

須意器

短くと下する.返 しは持たな
い。天丼中央に擬宝珠状のツ

マミを有す。

ロクロ整形。天丼部のヘラ

良好

色,状物質少
駅。小礫 鉄
分の噴き出し

隊量。

須恵器

体部下端は緩や力Чこ内湾す

白色粒子 黒
色粒子 鉄分
の噴き出しや

や多い。蜜

母 小礫少
瓜。

土師器 lyt

す。内面は緩やかに内湾して
いる。器壁は厚い。

観察される。内面はナデ。
良好 外面 10YRS/41こ

ボい黄褐

色粒子 雲母
r1/N生 。自色針

伏物質微鼠。

底部

覆 土

よ営lAk的にFIBく 。

内外面共に指による整形を

行つているが、外面には刷毛

AI呉によるケズ)が続察さ 面

黄

外

黄

浅

　

浸

色粒 子 雲母
少量。小礫

(石英)微 且。

体下半フ|

底部完形

7号住居跡  (第 31。 32図 ,図版 09'91)

本遺構は F48。 9。 13グ リッド、西側調査区壁際において検出された。西部が調査区外となるため全体が不明だが、

残存規模は長軸 4.07m、 短軸 (2.41)m、 主軸方位はNl.5° Eを指す。確認面からの深さは 55 clllを測 り、掘 り込みが深い。

覆土は 7層に分層され、自然堆積の様相を示 している。

カマ ド・炉は検出されていないが、調査区外にカマ ドが存在する可能性がある。床面は平坦で硬化面が全体に広がっ

ている。柱穴は検出されず、比較的浅く幅広い周溝が南隅を除き巡つている。

遺物は 3点掲載 したが、1は北壁東隅近くの床面に近い位置から出土し、2は北壁際床上約 30 cmか らの出土であり、

小片であることから、住居に伴 うものかは不明である。3は住居覆土中からの出土である。遺物の時期から遺構の年

代は 8世紀中～後葉と見られる。

A'
CUT1 7号住居 土層説明
1 7 5YR3/4暗褐色土 (砂質シル ト)ローム粒・ブロックゅ2～ 10 nu(ゅ
5 Hll主体)多
2 7 5YR2/3ご く暗褐色土 (砂質シルト)ローム粒・ブロックゅ2～ 10

ヂ士宅鼻鰐↑菫麿生(砂質シルDローム粒・ブロックゅ2～Юm(ゅ
5 Dull主体)多
4 7 5YR2/3極暗褐色土 (砂質シル ト)ローム粒 。ブロックゅ2～ 10 1ul
(o5HII l主 体)多

:硼曽 掛 惨
暗褐色土∞ 質シルト)ロ ーム粒・ブロックゅ2～ 10m(ゅ

6 7 5YR3/2黒褐色土 (砂質シルト)ロ ーム粒・ブロックゅ2～ 30 alll(ゅ
5 11al主体)多
7 7 5YR 7/1暗褐色土 (砂質シルト)ロ ーム粒・ブロックゅ2～ 10 uln(ゅ
5 nll主 体)多

ド
一

m

第 31図 7号住居跡

3

Cm

第 32図

2

7号住居跡出土遺物
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表 12 7号住居跡遺物観察表
報

番
注 .L 種狛 器 種 虞 径 器 声i 五 iζ 器形の411傲 催形の特徴 旋成 色 謝 胎土 袋存 備考

須忠ri
剪 り。 外面 75Y5/1灰 ヒ泣 F 白色

釧状物賓少
■,

日散～体

=卜

1/3 嵐

十 剖∫完影

家志器 菱 ―

  |  

―

平行洗IJ.が 4条 廻り、その後木

口状工具による斜方向の圧求
が比される。下半は平行「p

き。内面は当て兵衣 ナデ整
形が観察される。

ジーブ

外面 75V5/1灰
鉄分の噴き出

し少二。

頚部舟

覆土 頻忠器 語 (169)|
|

端削よは川 山す る。返 しは夕( 内面  5V5/2灰 オ

外面 5Y5/1灰

白と

'状
物質

白色粒 子少

且。 '出

訂
`1/6

表 13 7号住居跡出土礫計測表 (1)

番号
法 量 (cnl g)

材質

縦 横 厚 さ 重 量

1 56 52 34 H78 輝石安山岩
2 62 58 209 5 輝石安山岩

8 53 43 625 輝石安山岩
4 64 50 35 105 8 輝石安山岩

5 54 40 58 8 輝石安山岩

6 66 34 932 輝石安山岩
7 47 27 37 615 輝石安山岩
3 62 27 93 6 輝石安山培

9 55 31 61 6 輝石安山舛

10 54 37 54 9 輝石安山岩

11 47 45 輝石安 山岩

12 41 38 輝石安山岩

13 63 40 10 31 0 輝石安山岩

14 52 37 88 8 輝石安山岩

15 35 16 29 9 輝石安山岩

16 36 と 8 35 0 輝石安山岩

17 54 30 27 35 1 輝石安山岩

40 27 30 3 輝石安山岩

50 29 24 28 8 輝石安山岩

30 35 0 輝石安山岩

21 32 18 22 7 輝石安山岩

47 33 18 23 3 輝石安山培

70 39 28 70 7 F_石安 山岩

47 32 1 5 196 FP石安山岩
30 1 5 22 3 濾石安山岩

23 19 1 輝石安山岩

27 4 1 24 19 23 3 輝石安山岩

3 1 24 24 輝石安山岩

37 23 11 179 lg石 安 山岩
32 10 輝石安山岩

31 37 32 12 臆石安山娼

33 26 16 130 輝石安山岩
35 30 19 輝石安山岩

25 17 輝石安山岩

38 2 1 21 147 輝石安山娼
37 22 12 11 2 輝石安山岩

25 13 20 輝石安山娼

計 竜量 1614 5

番 号
法量 (cm・ g)

tIE I 横
~「
耳 さ 1 重量

材質

1 57 21 79 7 鉄石英

2 43 3 60 3 鉄石糞

3 60 13 21 4 鉄石英

4 39 27 1 7 19 7 鉄石薬

5 22 38 2 鉄石英

6 55 23 38 2 鉄石葉

7 38 36 2 1 鉄石英

8 25 22 19 5 鉄石葉

9 28 25 10 7 鉄石英

27 20 19 83 鉄石英

11 30 20 11 67 鉄石英

121 32 17 12 58 鉄石英

麓 是

番号
法量 (cm・ g)

材 質

27 砂岩

12 23 8 砂 岩

37 20 418 砂岩

27 18 23 6 砂 岩

砂岩

13 砂 岩

41 27 43 0 砂岩

48 7 砂 岩

6 27 6 砂岩

52 1 27 5 砂 岩

32 0 34 4 砂岩

1 25 2 砂 岩

32 6 砂 岩

47 0 砂岩

5 23 2 砂 岩

0 29 5 砂岩

I 3 砂 岩

6 20 3 砂岩

9 23 5 砂 岩

9 22 6 砂岩

37 7 砂岩

29 8 砂岩

28 4 砂岩

21 24 4 砂岩

19 砂岩

18 砂岩

砂岩

砂 岩

13 60 砂岩

1 15 砂 岩

21 19 砂岩

1 砂 岩

21 砂岩

21 14 120 砂 岩

27 13 砂岩

12 84 砂 岩

砂岩

13 110 砂 岩

14 砂岩

33 23 23 砂 岩

砂 岩

11 130 砂 岩

3 150 砂 岩

砂岩

21 砂 岩

27 砂岩

3 イ11 砂 岩

7 8 砂岩

7 9 砂 岩

0 5 砂岩

9 5 砂 岩

32 砂岩

2 3 砂 岩

砂 岩

5 4 77 砂岩

6 砂 岩

91 9 9 168 砂岩

27 6 4 砂 岩

7 0 砂岩

5 7 砂 岩

2 7 100 砂岩

砂 岩

砂岩

0 砂 岩

砂 岩

100 19 15 5 砂 岩

47 砂 岩

18 17 7 砂岩

I 0 砂 岩

十重量 41286

番号

1

法量 (on・ g)
材 質

縦

42路
厚さ

22
重 量

頁岩

2 31 16 23 0 貢岩

3 56 41 10 頁岩

50 30 20 35 9 頁岩

5 43 38 142 買岩

6 50 29 13 貢岩

52 32 09 93 頁岩

8 40 23 0 77 頁岩

9 34 6 101 頁岩

10 28 0 6 52 頁岩

11 20 0 42 頁岩

12 22 131 11 25 頁岩

言‖琶量 176 0

番 号
法量 (cm・ g)

~縦
 1 横  1厚 さ 1 重量

材質

1 571 521 201 266 ガラス滓
21 171 141 10 23 ガラス洋
合計重景 28 9

CUTl S1 07被 熱礫計測表

番号
な重

縦 1横
cn・ g,

厚 さ 1 重量
材質

1 661 54 12045 砂 岩

2 | 59 31 12283 砂娼

3 67 26 166 0 砂 岩

66 49 123 3 砂岩

5 81 56 33 154 4 砂 岩

6 69 54 23 砂岩

66 51 182 4 砂 岩

8 60 39 31 81 9 砂岩

9 78 36 120 6 砂岩

10 70 32 33 101 2 砂岩

11 55 37 44 砂岩

2 53 40 30 83 4 砂 岩

13 57 42 30 91 5 砂岩

14 80 46 22 71 0 砂岩

15 60 50 20 78 4 砂岩

16 47 45 35 89 1 砂娼

17 45 22 72 9 砂岩

36 27 64 7 T1/1/N岩

19 43 65 6 砂岩

37 88 1 砂鶏

21 57 37 32 57 0 砂岩

46 37 76 9 砂岩

45 66 1 砂岩

45 57 砂井

62 30 385 砂岩

32 27 532 砂岩

27 47 47 55 9 砂岩

50 25 26 39 3 砂岩

52 41 50 6 砂岩

32 砂岩

31 47 38 19 355 砂岩

35 41 2 砂岩

52 43 31 57 4 砂岩

砂 井

番 号
法量 (cm・ 8)

材質
縦 1 横  1厚 さ 壼景

11861 691 67 303 8 緑泥片岩

21 531 361 17 35 6 緑泥片岩

合計重最

番 号
法量 (cm・ g)

輛
~日
層藤 了降憲

材 質

,31 461 351na3 ガラス質安
山岩

2 41 3 1 19 猛91:三穎安
合計重量 144 2

番 号
法 量 (cm・ g)

鯨  1 濡

―

籾質

1 49 40 25 62 4 石英斑岩

2 45 31 26 32 1 石葉葬井

3 48 47 31 7041 石英班岩
合計重量 164 9
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表 14 7号住居跡出土礫計狽J表 (2)

番 号
法 量 (cn

材 質

縦 横 厚 き 重 量

26 海灰岩

2 73 64 48 216 5 凝灰岩

48 192 7 凝灰岩

70 155 1 凝灰岩

69 57 53 1784 勝灰岩

83 56 34 183 7 凝灰 岩

66 58 217 0 凝灰岩

66 48 158 2 凝灰岩

9 47 38 106 5 凝灰岩

10 65 38 104 8 凝灰岩

27 妊灰岩

12 55 42 33 扉灰岩

13 62 45 36 凝灰岩

62 50 15 56 2 凝灰岩

15 68 21 76 3 凝灰岩

16 66 毒灰岩

56 43 15 凝灰岩

33 595 凝灰岩

47 19 62 5 羅灰岩

39 25 71 5 癖 灰岩

21 37 3 1 79 3 凝灰岩

37 34 羅灰岩

32 53 8 癖灰晃

51 46 23 72 0 凝灰岩

80 35 44 6 凝灰岩

32 51 4 罷灰岩

27 25 癖灰岩

4 27 47 2 疑灰岩

25 凝灰岩

4 26 39 6 凝灰岩

31 5 32 27 44 1 凝灰岩

39 80 51 4 疑灰岩

30 81 8 暁灰岩

35 癖灰岩

5 30 27 53 8 凝灰岩

28 26 38 9 凝灰岩

19 罷灰岩

23 海灰岩

34 32 514 凝灰岩

5 35 20 39 4 軽灰岩

4 26 6 凝灰岩

3 80 20 0 棒灰岩

3 31 20 25 4 凝灰岩

29 16 凝灰岩

86 28 群灰培

44 33 14 24 2 凝灰培

39 26 29 凝灰岩

39 26 凝灰岩

35 25 藩 灰岩

50 22 34 4 凝灰岩

38 26 31 7 凝灰岩

49 16 35 2 凝灰岩

3 1 27 32 7 凝灰岩

31 17 198 疑灰岩

32 15 羅灰岩

34 23 23 懸灰岩

47 26 36 凝灰岩

38 21 7 凝灰岩

3 18 30 3 凝灰岩

42 30 18 海 灰井

37 30 22 5 疑灰岩

36 20 24 1 垂灰岩

20 摩灰共

84 24 18 3 凝灰岩

65 58 17 21 4 凝灰岩

18 6 凝灰岩

26 癖 灰岩

41 凝灰 岩

39 23 21 8 躍灰岩

睡灰岩

37 23 15 12 2 凝灰岩

72 34 19 12 11 7 凝灰岩

28 22 166 凝灰岩

74 25 122 縣灰老

75 29 25 15 97 凝灰堵

12 12 8 凝灰岩

19 羅灰岩

36 38 24 5 癖 灰碧

33 19 187 凝灰岩

29 1 2 19 83 凝灰岩

81 25 1 癖灰岩

43 3 19 25 4 凝灰岩

31 18 162 疑灰岩

17 19 88 凝灰岩

81 12 癖灰 岩

21 H4 凝灰岩

20 18 85 尾灰岩

34 153 癖灰岩

24 扉灰 井

番号
法量 (cal・ g)

羽 質

縦 横 厚 さ 重量

28 21 86 躍灰岩

31 13 110 凝灰岩

31 24 105 罷灰岩

26 13 と22 凝灰岩

23 と08 lli灰岩

23 12 108 軽灰岩

23 12 72 騒灰岩

24 1 1 74 凝灰岩

21 17 13 70 睡灰岩

27 21 16 81 凝灰岩

22 69 海灰岩

17 09 63 疑灰岩

29 27 1 7 150 凝灰岩

33 24 20 156 凝灰岩

30 22 10 3 睡灰岩

29 22 15 90 凝灰岩

30 10 62 凝灰岩

26 22 12 75 疑灰岩

27 27 25 126 凝灰岩

23 10 61 凝灰岩

110 30 26 174 凝灰岩

29 22 13 83 疑灰岩

112 24 24 15 103 雄灰岩

113 29 23 13 86 凝灰岩

114 28 23 177 遜灰岩

115 27 21 132 凝灰岩

116 29 19 1 姪灰岩

117 27 17 15 凝灰岩

24 20 91 羅灰岩

29 21 14 90 凝灰岩

22 15 83 羅灰岩

25 19 16 82 凝灰岩

26 20 19 80 海灰岩

3 1 2 16 102 疑灰岩

26 1 15 39 羅灰岩

125 22 1 15 59 凝灰岩

26 2 1 3 60 癬灰岩

127 28 20 16 73 凝灰岩

26 16 15 55 縣灰岩

25 16 75 疑灰岩

24 19 67 海灰岩

131 23 12 31 凝灰岩

23 16 15 50 癖灰娼

138 23 16 56 凝灰岩

25 15 12 43 癖灰岩

19 18 68 凝灰岩

24 17 [7 77 癖灰箔

20 18 12 凝灰岩

20 15 14 癖灰追

18 15 15 33 凝灰岩

20 18 10 31 海灰岩

19 10 07 疑灰岩

18 13 [4 3 1 疑灰岩

21 12 13 羅灰岩

20 16 07 24 凝灰岩

13 27 凝灰岩

[6 12 13 29 堤灰岩

14 10 14 凝灰岩

16 12 08 13 凝灰岩

1 05 07 疑灰岩

15 10 07 疑灰岩

09 08 09 凝灰岩

11 10 1 1 11 凝灰岩

11 09 09 凝灰岩

11 07 07 凝灰岩

15 06 07 凝灰岩

13 09 05 07 凝灰岩

1 1 06 03 凝灰岩

合 計亘 量 4763 1

番 号
法量 (cm・ g)

材質
締 横 ナ軍さ 重 量

13 40 32 27 チャート

43 37 30 チャート

15 4 1 31 46 6 チ ― ト

16 58 511 チャー
17 60 32 73 1 チ ― ト

18 45 25 40 0 チャー ト

19 40 27 352 チャート
40 39 チャー ト

36 31 2 チャー ト

57 25 24 チャー ト

40 30 38 9 チャート

38 37 25 47 2 チャート

37 35 44 3 チャート

42 32 29 チャート

27 44 39 41 0 チャー ト

24 チャー

24 22 148 チャー ト
26 24 28 9 チャー

31 35 31 24 24 6 チャー ト

27 31 24 0 チャー

23 26 9 チ ― ト

32 26 24 258 チャート
33 272 チ ― ト

28 26 3 チャー

4] 22 3 チ ― ト

34 チャー

23 1 5 14 3 チ ― ト

27 238 チャート
41 33 23 157 チャート
35 25 22 0 チャート

33 19 152 チャート
33 26 12 11 9 チャート

34 27 19 172 チャート
81 28 22 チャート

34 19 23 137 チャート
33 26 25 チャート

33 20 チャート

33 30 18 175 チャート
29 15 チャート

20 17 チャート

29 25 20 16 4 チャート

35 22 19 155 チャート
40 23 20 125 チャート

22 13 チャート

57 32 24 20 147 チャート
31 25 13 130 チャート
35 28 18 149 チャート
25 19 22 12 4 チャート

26 24 13 チャート

34 13 123 チャート
22 14 93 チャート

29 16 103 チャート
24 18 チャート

25 12 チャート

19 21 120 チャート
45 17 09 74 チャート

18 15 102 チャート
18 15 72 チャート

71 28 17 16 126 チャート
2 1 19 15 84 チャート

73 22 19 11 37 チャート

25 17 13 61 チャート

30 14 10 57 チャート

27 22 15 10 ] チャート

77 24 11 65 チャート

16 14 62 チャート

22 18 13 53 チャート

2 1 20 17 87 チャート

17 17 13 43 チャート

21 17 13 39 チャート

15 10 チャート

23 17 12 47 チ ― ト

24 15 10 チャー

23 17 と 2 47 チ ― ト

21 16 31 チャー

18 12 13 27 チ ― ト

21 06 16 チャー

17 10 チャート

合計亘量 2449 3

総合計重量   14,135。 9

番号
法量 (cm・ g)

材 質

縦 横 厚 さ 重畳

41 233 7 チャー

40 t02 8 チャー ト

3 74 35 149 1 チャート

56 56 35 82 6 チャー ト

5 57 43 2 1 チャート

6 47 16 48 3

19 47 4 チャート

S 48 34 28 566 チャー ト
9 48 41 572 チャー ト
10 48 38 16 387 チャー ト

39 25 46 1 チャー ト

50 2 チャート
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9号住居跡 (第 33・ 34図 ,図版 H。 12・ 92)

本遺構は F44グ リッド、調査区北部で検出された。18号土坑に切られ、10号住居跡を切る。規模は長軸 3.40m、

短軸 3.67m、 主軸方位はN56.6° Wを指す。確認面からの深さは約 41 clllを 測り、掘り込みが深い。覆土は 5層に分

層され、自然堆積の様相を示している。

カマ ドは西壁中央に設けられ、袖がやや直線的に伸びる。床面は平坦で硬化面が中央に見られる。柱穴は検出され

ず、周溝は 10号住居跡≧の重複部分を除いて巡っている。

遺物は土師器甑・養、須恵器郭が出土している。遺物の時期から8世紀中頃の住居と判断される。

ヽ
|

/①＼

A
L=43100m

B

L=43100m

霞
ｏ。頓
工

妙̈呻中　抄

CUT1 9号住居 土層説明

少 ゼ彗ytR鷲整諸
L(砂質シルト)ローム粒・ブロックゅ2～ 501111(ゆ 4Hll主体)

多 ゼピγl亮亀キ
(砂質シル ト)ローム粒・プロックゅ2～ 50 BIl(φ 4al l主体)

歩
7じ

ピγt日薄緒諸
L(砂質シルト)ローム粒。ブロックゅ2～ 50 nu(φ 4HLl主体)

:升 :学ミ:チ4縁名巷土資忌醤ラ万令〒為誘繊 者鍋 島慾盟峰

第 33図

B'

m

CUT1 9号住居 カマ ド 土層説 明
1 7 5YR2/3極暗褐色土 (砂質シルト)
2 7 5YR2/8極暗褐色土 (砂質シルト)
3 7 5YR3/2黒褐色土 (砂質シルト)

多  5YR2/3極
暗褐土 (砂質シル ト)

5 7 5YR3/4暗褐色土 (秒質シル ト)
く混入

9号住居跡

第 34図 9号住居跡出土遺物

Om
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9号住居跡遺物観察表

戸戸覇

輔
れ靭 駆 伽。  ω

“
!悟
争
薙キぞFЯ乳こ界整写

ド
繊牙喬解舅Pナ

獅
賊
陸
IolR6 6明

ド
粋牙i'色 �

H号住居跡  (第 35。 36図 ,図版 13・ 14・ 93)

本遺構は F410グ リンドに於いて検出された。 13号住居跡を切る。規模は長軸 3.77m、 短軸 3.76m、 主軸方位は N

31° Wを指す。確認面からの深さは 50 cmを測る。掘 り込みが深 く遺存状況は良好である。周溝は北東隅とカマ ドを

除き全周する。覆土は 4層に分層され、自然堆積の様相を示している。

カマ ドは北壁東寄 りに付設され右袖が若干遺存する。壁外に煙道が確認され、火床面が検出され、カマ ド内から遺

物も出土した。柱穴は検出されなかったが、カマ ド前から住居中央にかけて硬化面が確認された。

遺物から遺構も 8世紀中葉と見られる。

|≒

b

L=42400m

1/30A
L=425011m

m
批ャ苗;繍釘t居盈毛こま催み甜脇少…粘

与I事橡目暑∃をど質量が 島
三
:雙銹必i率桑欝 Lま嘲

性 中

第 35図  11号住居跡
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5

0 _ 1/4 _ 10Cm

第 36図 H号 住居跡出土遺物

表 16 11号住居跡遺物観察表
告

号

報

番 種類 器種 「I径 底径 器 高 重 盟 器形の特徴 整形の特徴 色 E41 胎 土 残作 備考

上師器 ttA にぶい黄樹

ズ
　
。

石

い多
石
母 体下半1/4

土師器 範

で広さがある。Л同割,は最大径
を中位に有すものの張りは弱

ヽ 口緑は緩やかに「くJの
キに外反する。器壁は厚い。

一Ю
期
７
噛

一肺
釉
緬
囀

母多い。黒色

ll予 少Д。白

色創状物質微
1同部一部

久狽

須恵器 毯 簡み径 2 'く

乖下する。返しは特たな

。ヽ天丼中央に痛平な擬宝珠
のヽツマミを有す。

内面  5V4/1ズ
外 面  5V6/1灰 しやや多い。

小～中礫日立耕舶q
須恵器 イ

臨部は小形でやや にげ底気lk

の平庶。体部下yhは直線的に

円く。 貞好

一航
獅 5Y7/1灰 白 英 雲母やや

多い。狗閃石

微生。

庶部 1/4

覆士 須恵器

囁部は平鷹で厚 さがある。

「
―
［一秘私

灰れ

灰

ＹＳ

Ａ

面

面

内

外
自色粒 や々や

多い。 41k分の

噴き出し少

n.小 ～中礫
(羮 石 石英 )

底部完形

14号住居跡 (第 37・ 38図 ,図版 16。 93)

本遺構はG46グ リンド、調査区北部で検出された。調査区壁に掛かり、全体は不明だが、残存規模は長軸 3.67m、

短軸 (2.71)m、 主軸方位は N7.1° Wを指す。確認面からの深さは約 23 clllを測る。覆土は 2層に分層される。

カマ ドは検出されていないが調査区外に存在すると思われる。床面は平坦で硬化面が中央に見られる。柱穴は検出

されず、周溝は調査範囲では概ね検出された。

遺物は土師器甑・甕、須恵器蓋・郭が出土している。遺物の時期から9世紀前半の遺構と判断される。

l~l~l

Ａ

一〇Ｏｍ

歩
t渓
花避γち雙塩緞 健易半鈍擢中

口~ム粒・ブロックφ2～Ю硼(φ 2画主TAl

ね″こf聖
多彩 拙密絡儲.縮漁論 鶴締糊彎ぎ甘鮮 )tか

2ズ世ド留坐政児身歩ぎひ暑幣七げ10盈「命指品金ろJ後
ゆ
tとザ堆鰈
画主い中

14号住居跡
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表 17 14号住居跡遺物観察表

第 2項 その他の遺構 (図版 18。 93)

表 18 15号土坑遺物観察表

一 5

14号住居跡出土遺物

m

号土坑出土遺物

・絲
聯
ポ序て　
図

．建

一

紳

第 39図

一ロ
ニ

報

暴 注記 種類 器 種 口径 底 径 器高 需形の特徴 整形の特徴 焼裁 色調 胎■ 残rf 備考

土師器 霊

「C」 の事に外反する。 お外面はベ ラケズ ン、内面は

片デ。 良好

面
黄

面

内
灰

外

橙

25Y4/2暗

23Y5/3黄
石、石英)多

盈混入。
胴部上位
～口縁 1/

騒士 土師器 霊 (298)

口縁は Iく Jの字に外反し、
口唇は縮み上げられた後両取

られている。

ヨ縁は内外面共に標ナデ、体

部外面はヘラケズツ、内面は
トア。

良好
二次焼

成7'

内面 10γRS/aに

ぷい黄褐

外面7 5YR6/6笹
母やや多い。

自色粒子少

量。

コ縁部 1た

土師器 甕

ま。Л同部下端は直線的に陽
く。

ラケズリ、内面はナデ。

良好

明褐

外面  10YRS/4
にぶい黄褐

石英 雲
舒)・ 黒色粒

子多い。

胴部下端
～慮部

須恵器
主線的に立つ。深身である。

良好

がい黄

外面 25Y7/2灰
黄

雲母多い。 長

石・ 石英少

工。
口縁～体

部二/6

覆■ 須恵器 蓋

謗張 り状 を皇 し、裾部で煙か

こ外反 した後端部は短 く基下

汗る。 良好

内
外

灰

5Y4/1灰

2 6Y5/21音 し少量。白色

粒子・小礫微
凪。

瑞部 1/8

告

号

報

番
種類 器 種 口径 底 径 器高 重且 器形の特徴 驚形の特徴 焼 成 色 調 胎 土 残存 備考

覆上 上師器
こ内湾し下位に明瞭な稜を有
した後外反する。器整は厚

ているが、体部に僅かにミガ

Fが楓察される。 良好

明褐

外面 7 5YR5/4
にぷい桐

晟少量。白色

粒子微ユ。
口縁～体

部1/8
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遺構名 位  置
規  模

長径 X短径 X深さ (cm)
備  考 遺構名 位  置

規 模

長径 X短径 X深さ (cm)
備 考

1756X864X260 882x778× 250

1597X1582X100 F5-4 738X551X300

1320X1252X160 F5-7 501× 408X170 〉SD05

930X(418)X90 F5-8 649× 55 1Xl1 0

2 1641X(1212)X270 232x232X280 〉SD03

1413X1387X710 F4-14 388× 363x310

欠番 F4-14 304X301X700

欠番 F4-14 492x315x1090

欠番 P08 F4-14 535x41 lX33 0

F4-23 145 9X144 6x28 0 P09 F4-5 445x360X180

F5-4 981X925X350 >S102 F4-5 442x442X470

F4-24 124 1 xll1 3x15 0 >S105 F4-5 2x412X480

IF4-15 1497X1468X880 P12 iF4-5 402x402X500

IF4-15 955X934X330     1

SK15 1F4-10 1456X1372X1040

F4-10 1479X1443X1290 >S12

欠番

F4-4 129 6X (104 8) X12 0 <S109

F4-14 150× 441X400

表 19 CUTl土坑・ ピット計沢J表

表 20 CUTl溝計測表

第 3章まとめ

CUTlにおいては縄文土器が出土しており、付近に当該期の遺構が存在する可能性が指摘される。

弥生時代の遺構は 5・ 10・ 12・ 13号住居が検出され、5'12が弥生時代後期、10。 13が 4世紀前～中葉、弥生時代末

期と判断される。十三台 1式～ 2式新段階の壺が主に出上し、2式段階では五領式土器との共伴関係が重要である。

古墳時代に入る≧ 3・ 4・ 8号住居が検出され、陶邑産須恵器が出上した 5世紀前～中葉の 4・ 8号住居においては

住居の隅に長方形の貯蔵穴を持つ。3号住居は 6世紀後半の住居でカマ ドが住居隅に付設される。

奈良・平安時代になると8世紀中葉には 9。 11号住居、やや遅れて 8世紀後半にかけて 7号住居が見られる。9世

紀前半になると、1・ 6・ 14号住居が出現し、9世紀後半には 2号住居 1軒≧なる。前代までの住居と比較して規模が

縮小化し、カマ ドが壁の中央に配されるようになる。

遺構名 重複 方位 断面形 規模 走向 備考

1号 1首 7 11 17・ 18・ 21号住居、P30～ 33 37を切る N35°  E 鍋底状
幅150～ 200m
深さ40～50cm

底面標高北端1957m、 南端1840m。
北 南

土師器・須恵器・縄文土器が出

土。

2号溝 1号住居を切る N65°  E 皿状
幅048～ 083m
深さ9～ 1 2cm。

底面標高北端2105m、 南端2112m。
南西―北東

須恵器片が出土

3号溝 '34～ 36に切 られる。P22を切る。 N35°  E 鍋底状
幅050～ 130m
深さ9～ 12cm

底面標高北端2099m、 南端2087m。
北―南

土師器・須恵器・近世陶磁器・

鉄製品・礫が出上 している。

4号溝 J号掘立柱建物を切る 概ね N90° E 皿 状
幅060～ 090m
深さ8～ 15cm

底面標高東端2089m、 西端2081m。
東―西―南西

土師器 須恵器・近世陶磁器・
発泡滓・礫が出上 している。

5号溝 !5・ 26号住居、16 17号掘立柱建物を切る N65°  W 鍋底状
幅170～ 190m
深さ30～35cm

底面標高北端2053m、 南端2057m。
北一南

土師器・須恵器・瓦・礫が出上
している。
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Ⅲ CUT2

第 1章 遺跡の概要
本調査区は 1区の北西に位置し、おおむね南北方向に長三角形状の調査範囲である。調査区の標高は中央付近で 46m

を測り、北東方向に向かつて緩やかに傾斜している。舌状台地の尾根部に当たる。検出された遺構は住居跡 6軒であ

る。弥生時代住居跡 3軒、古墳時代住居跡 1軒、平安時代住居跡 2軒である。その他では、時期不明の溝 1条が検出

されている。遺構は耕作によつて大きく攪乱を受けており、遺構の遺存状況は不良である。

第 2章 検出された遺構 。遺物
第 1節 弥生時代の遺構と遺物
第 1項 住居跡

1号住居跡  (第 41図 ,図版 22・ 23)

本住居跡は E38,12,13グ リンドに於いて検出された。長軸は 4.57m、 短軸は (3.59)m、 確認面下の掘 り込みの深

さは 5 cm以下で、覆土は単層である。住居東部は削平され残存していないが、平面は方形であつたと推測される。柱

穴は炉を挟んで東西に 1基ずつ検出された。P3については柱穴としていいか不明である。

炉は住居のほぼ中央に敷設されたと考えられるが、掘 り込みの深さは 3.8 clllと 浅く、 103 cm× 74 clllの楕円形を呈

する。炉の中央より北寄 りに径 21.4 cmで深さ 1 l clllの ピットが見られ、その縁から炉石が出上した。焼土は炉底面に

疎らに検出された。

遺物の出土はなく、時期が明示できないが、遺構の形状から弥生～古墳時代の住屋の可育巨性が考えられる。

〆 〆

L=46300m

L=46300m

A'

止         引
L46300m

B                                  B'
L=46300m                                                                        ~~~

c       c'    D       D'    E          ビ
L=46300m  出  ~ L=46 300m  P2  ~ L=46 300m   P3   ~

V   Y

第 41図 1号住居跡

A'

CUT2 1号住居 上層説明

ウ II子苺:チ】俣雲糟雹呈
色吉_云通父混金圭維少

ユ i群 :ヽえ【墓倶豊落色呈
~台竺ム綴藝
ブ
長蚤名色皇歩

10 u ll少

: II子 子ヽえ贋婁糧色圭 浸妥冶笹土少

CUT2 1号住居炉  土層説甥
1 10YR3/2黒褐色土 灰黄褐混入  ローム粒・ブロック少 焼土粒・
ブロック b2～ 10 Hul少 炭化粒含む
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2号住居跡 (第 42・ 43図 ,図版 23・ 93)

本住居跡は E38,13グ リンドに於いて検出された。長軸は 45,8m、 短軸は 46.5m、 確認面下の掘り込みの深さは 10

cmで、覆土は 4層である。平面は方形である。柱穴は 4基あり、対称に配され、炉が北西寄りに敷設される。硬化面

は住居内に広く分布している。

炉は南北に長い不整精円形で 142.5 cm× 103.l clllの楕円形を呈する。掘り込みの深さは 6.4 cm以 下で底面にはやや

凹凸が見られる。焼土は炉底面に疎らに検出された。炉石の一部と見られる礫が炉の縁より出土した。

遺物は十三台 2式の壺片 3点 と五領式の台付甕 (4)、 対 (5)が共伴している。遺物の時期から、4世紀前半～中

葉の遺構≧判断される。

m

A'

B                                        
『L=46200m

C

L=46000m

D                       ~           D'
L=46000m _       DR           p4                                   P3

―
―
―
ヽ
キＩ
Ｈ
ＩＩ
ぃ
け
――
――
‐―
サ
ー
ー

Ｓ
Ｒ

駕
出

CUT2 2号住居炉  土層説明
1 10YR2/3黒褐色土 ローム粒少

第 42図  2号住居跡

イン
/ム＼プ/

舞#専?i3!烏ξBζ:聖勢嘩叱ゃ彰
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3

第 43図 2号住居跡出土遺物
表 21 2号住居跡遺物観察表
れ
口
〓

報

器
注 記 砥 類 器種 器形のTl微     1    整形の特徴 焼成 色 調 備考

覆 土
弥生式 と

器 罐とみ;鼻
勢脅桝興換警褒gt桑裟学ぢr掃属a察毅li4恵ゴ

R好

内面 lol P/4
ぷい黄笹

外面 10YR3/41
黒愕

色

ｄ

白

微

胴部片

覆上
弥生式上

器

る。全面に付加条第 1

良好

ぷい女橙

外面 10YR2/2繋
掲

雲母微曇。

胴部片

覆■ ¨猛呻"ω引 黄

面 2 5VR8/3
黄

一少

微一蛸］嵐

覆 士 土師器

按今部の資料。脚部は大きく

1伊

〕雀霙鎌属語乏ir緊昂Fみ

|

|

F71く ロ

良好

7 5YR7/61a

脚外面 10YR6/4
にぶい黄橙
上坑部 10VR6ノ 3

にぶい黄燈

や多い。白色

針状物質微

覆 土

ち 、 辺で
 1内
外面共に斜方向のミガキ。

僅かにIfく なる。 ぷい黄橙

熙色粒 子 雲 |
母少 F_。   | 口緑部 1/3

3号住居跡 (第 44・ 45図 ,図版 24・ 94)

本住居跡は E312,13,17,18グ リンドに於いて検出された。長軸は 4.49m、 短軸は 4.38m、 確認面下の掘 り込みの深

さは 31.7 cmで、覆土は 4層で自然堆積の様相を呈する。平面は南西が広角になる隅丸方形である。柱穴は 3基 しか

検出されず、硬化面や炉も検出されていない。

遺物は十三台 1式古段階の重 (1～ lo)、 土製紡錘草 (11)、 鉄製鋤先 (12)な どが出土した。遺物の時期から弥生

時代後期の遺構と判断される。     司      判

L・46,OOm

鑑

m

第 44図  3号住居跡
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4

F総
一の

ロ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二

Ψ
m

12 ・ 13

表 22 3号住居跡遺物観察表 (1)

♀_________―――――一とイ色―_____―――――――と宮Fm
l-10

第 45図  3号住居跡出土遺物

Cm

ll

た
口
〓

報

猛
注記 種類 床径 器古 竜f_ 器形の特徴 焼放 色調 胎 土

弥生式土

器

緩やかに外反する口縁部の破片。原部に指頭 l■痕による低いI

常が巡り、口辺部は積方向位の櫛精波状文が密に施文される。
良好

にがい橙

外面  tOWR5/31こ

ボい黄褐

工。

胴部オ

凝 上
弥生式■

器
と

６２３　　一　　”　‐

・ll部がやや細身になる壷である。下半で緩やかに内
/tし た後、

強く内llltする。顕部には縦方向のス

'ッ

ト状盛L4が 設けられ、

内部に横方向の稀船波状文が等問隔に構かれる。文様部は

'回

部

の最大部分までで、最大部分には弧状の櫛術文が巡る。胴部下

半にはしRの 付力n条第 1種の縄が施文される。

・PF部は緩やかに外反気味に屈曲する。脚部には縦方向のスヅッ

ト状区画が設けられ 凸部に横方向の櫛拙渡状文がやや雑に充
瑛される。頚部はI端 には指頭圧痕による低いに村の賄り付け
が観察される。

面

掩

俺

外

黄

n。

弥生式 上

器

面

Ｒ５

外

５Ｖ

色

微

黒

母
月同部オ

弥生式 上

頭部に向かい緩やかに内西する1同部上半の破片。胴上半から蝋

部にかけては縦方向のスツット状区画が設けられ 無文朴とII
構波状文が充lllさ れる部分が交互に配される。文様・ljと の境に

は 櫛‖波状文が巡る。胴部はRとの付力Π条第111の 組文がIL文
良好

ボい黄 F.R

外面  IOV6/3に
がい黄橙

母微冦。
胴部片
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表 23 3号住居跡遺物観察表 (2)

刹とl  u⇔ 1鰤 紳 恥早笠榊磯隷警吼ド
解W隠
疑

萱皿」二三世
6M脇腑脇齢

判静 陸繹

雛賜 騒騨覇需署需評綴雲廼 臣藝亜廼堅亜五関部 幅 10 厚さ03 重■76.釣 り針状に屈
'れ

する。屈Hh部 分の断面形はP,形で、 L端部分では長方形を,す

P4上
Q克香凱∈デ&

第 2節 古墳時代の遺構と遺物
第 1項 住居跡

監
|

Ｌ

Ｈ

Ｎ

脚

Ｎ

瑚

脚

吐

Ｈ

脚

酢

肝

‐―

沈

寓Ｅ
Ｏ
Ｏ
∽
Φ
帯
＝
コ＜

ぼ
一

B'

m

LJ63蒜              引

第 46図 5号住居跡 (1) 3
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C

L=46300m

G

L=46300m
G'    H
L=46300m

D

L=46300m
D'    E
L=46300m

10淵 こヽi::ラ″
(11

E'     F
L=46300m

Vヮ

1/30

に

Ｆ

＝

――

博

に

♭

＝

杵

♭

＝

防

―

―

}≒醸 舞 斡 洋 澪 鮎

脚 量

4 10YR5/4に ぶい黄褐色土  ローム粒多

i轄 け 覇 ‰ 擁
12 10YR7/6明黄褐色土  ローム主体

CI

iUT?5爾努長掲色と写ζと認 焼土粒ゅ2～ 5
2劣 5曇4'物紀詈毯土 ローム混入 焼土粒・ブロック少 炭化物微量

Ｅ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Φ
甘
“
コ

第 47図 5号住居跡 (2)

5号住居跡  (第 46・ 47・ 48図 ,図版 25・ 26・ 95)

本住居跡は E33,4,8,9グ リンドに於いて検出された。4号住居跡に切 られる。長軸は 6.21m、 短軸は 6.19m、 確認面

下の掘 り込みの深さは 25 cmで、覆土は 8層である。平面は隅丸方形であり、硬化面は炉の周囲にのみ検出された。

周溝が明瞭に巡るが、東壁溝は部分的にしか見られない。柱穴は P3・ 5～ 7と なり、柱穴の内側に北寄りに南北に長

い楕円形の炉が敷設されている。炉には南にごく浅い小ピットが付随する。長径 183.6 clll、 短径 93 cm、 深さ 4.5 cm

以下で底面の凹凸は激 しい。部分的に焼土が検出された。

遺物から古墳時代前期末の時期のものと判断される。

闇 /

0       1/3 10cm

第 48図  5号住居跡出土遺物
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た
口
］，
産 記 種類 器 種 底 径 器 朽 器形の時傲 整形の特徴 焼成 色調 残存

土師器 後 緩や 力Hこ外反す る査 灘
`外

面は統方向の用1毛 日が糧

察される。
良好 石)やや多 口線部片

口縁部内外面

赤彩

上師器 班

口縁は、販部で「くJの●に
同Ihし 直線的にI工かに llく 。 の刷毛 日。 良好 にぷい黄穫 額割

`1/4

上師器 霊

喚部は平庶で小形`1同部は球

膨ヵ。下半に接合痕が認めら 胴部外面は用1毛整形の後  ド
半と中央にヘラクズリを施 し

ている。中央のヘラクズリは

骸合後に行われている。内面

下半制毛V形。

良灯

絡

ぶい黄褐

ミ母やや多

.ヽ白色,1状
,質少 Jと。狗 庶剤I～ 1同

上師器 理

FK部 は愉台jk法を用いてい
る。胴部下半は懐かに内湾す
るものの大きく開く。

内外面共にすデ整形。

良好

美掲

外面 10VR5/4に
ぶい黄襴

雲
色

粒

ュ

色

小
庶部～1回

下半部1/6

土師器
器壁はない。

内面 |

良 好

黄橙      1色 粒 子 雲

な熙黄遥贈・
こ
侵.ウ
J靴

下体

部

境

半

表 24 5号住居跡遺物観察表

B

L=46300m

A        イ    十二
L463110m

第 3節 平安時代の遺構と遺物
1項 住居跡

4号住居跡  (第 49。 50図 ,図版 24。 25・ 94)

本住居跡は E33グ リッドに於いて検出された。5号住居跡を切る。長軸は 260m、 短軸は 2.85m、 確認面下の掘 り

込みの深さは 16 clllで 、覆土は 11層である。平面は方形であり、北壁のほぼ中央にカマ ドが付設されている。柱穴は

出入 り口に当るピットしか検出されていない。硬化面は住居中央に広く確認された。カマ ドは袖が遺存しており、火

床面も検出された。

遺物は須恵器 5点 (高台付盤・高台付不・郷)が出土した。遺物の時期から遺構は 9世紀前半と判断される。

|> ヽ
|              、

|

B

CUT2 4号住居  土層説明
10YR5/2灰黄褐色土 ローム粒少 焼土粒微量
10YR2/2黒褐色土 灰黄褐土混入 ローム少 焼土粒微量
10YR2/2黒褐色土 ローム土混入 ローム粒・炭化粒・焼土粒やや多量。
10YR4/3に ぶい黄褐色土 ローム粒微量
25Y4/2暗灰黄色土 ローム土混入
10YR4/2灰黄褐色土 黒褐色土微量。ローム粒少
10YR5/2灰黄褐色土 ローム粒微量
10YR2/3黒褐色土 黒褐色土・ロームブロックゅ3～ 10 an多  焼土粒・
炭化粒やや多
9 25Y5/3黄 褐色土 ロームやや多
10 25Y8/4淡黄色山砂 灰黄褐色土・赤褐色焼土ブロック少
11 10YR4/3にぶい黄褐色土 焼土・炭化物少
12 10YR4/2灰黄褐色土 ロームブロックゅ2～ 7 mm微量
13 10YR4/2灰黄褐色土 ロームブロックゅ10～ 12 Dull多

b,lξ

C'

Pl

V
CUT2 4号住居カマ ド 土層説明
1 10YR4/2灰黄褐色土 浅黄色山砂混入 ローム粒多 炭化物少 人為堆積
2 10YR4/2灰黄褐色土 ローム粒子少 焼土粒・炭化粒微量
3 5YR4/2灰 褐色土 ローム粒微量 焼土粒 o2～ 81111少 炭化物微量 カマド天丼
部崩落土
4 10YR4/2灰黄褐色上 浅黄色山砂 。ローム粒・炭化物混入 焼土微量 人為堆積
5 10YR4/2灰黄褐色土 ローム粒やや多 浅黄山砂多 炭化粒少 焼土粒微量
6 10YR4/2灰黄捐色土 ローム粒・ブロックゅ3～ 10 Hull少

5号住居跡 b

L=46300m

A'

二   c
L=46300m

2m

第 49図 4号住居跡
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4

第 50図 4号住居跡出土遺物

第 52図 6号住居跡出土遺物

O  V4剌 帥

表 25 4号住居跡遺物観察表

表 26 6号住居跡遺物観察表

報

番
注 記 種類 器種 底 径 器「占 1    器形の特徴 焼成 胎 七 備 考

響　　　一　　　爛

台

継

盤

・
１。

一
　

一

IB:そ掌:を〔ξ!とiを壕
眸
反す乱田�厚す乱

端は回転ヘラケズツ。

|

廠 硼即
戸

醐
　
　
　
一　
　
　
財 一中　申・ブ

一内

黄

外

ツ

じ 白色1立 γ
少■。小礫の

Pt入やや多
い。蛋μ極微
五.

鉄分の噴き出

しやや多い。

白色II子少

二。小礫の淀

入やや多い。

雲 F■極微Ц。

凹縁～体

音11/4

1■謝
'1/2

転用硯ヵ

３

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

４

嶋　

一

須な器

須志器

醐ィ　　一　　醐ィ

呻

一

・

６ 〇

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

・
８ ９

出挺鮮継鞠

ず
療感

整形。虞部は回I1/

良 好

良 好

内面 75Y5/1灰
外 面 75Y6/2灰
オ リーブ

内面 25V5/1黄

外 面

白色粒子やや

多い。自色針

状物質微無。
小～中狭 (長

fa 石英)ロ

白色粒 了やや

多い。 白色tl
状物質少里。
小～II礫 (王

石 ●英)口
ltt詢,1/3

氏部ヘラ記号ア

須恵器

1庶部は平底で 体部は直線 nう
?41 1に 開く。 Ⅳ覆幸晩

的怯 内外面

貴石)少英 転用硯

6号住居跡 (第 51・ 52図 ,図版 26。 95)

本住居跡は E312グ リッドに於いて検出された。大半が調査区外であるために全容は不明である。残存する長軸は

(1.38)m、 短軸は (1.02)m、 確認面下の掘 り込みの深さは 28釦で、覆土は 4層である①

遺物は須恵器高台付邦・邪が出土した。遺物の時期から遺構は 9世紀前半と判断される。

調査区外上
CUT2 6号住居 土層説明
I 現表±  10YR4/2灰褐色土
Ⅱ 旧表± 10YR3/2黒褐色土

ヂ10YR3/1導慾開紹詭ガ碧踏智呈繊豊名塩争
土旧表上が埋没したものと推測される。

:弼栂:チ:鷹撮�響溶
3/七
鞠 含ポ醐 獣Mも警慇葛巻皇薇量含む。

4 10YR4/3にぶい黄褐 ローム粒子少量含む。炭化物微量。
:出 4ヽチ;紀懸▼長福今格桑蛎龍第梨報訣埜町鶴稼姿誰ム主体。

報

番
慮 径 器商 重且 器形の PI微 整形の特徴 焼成 色4Fl Л台土

須恵器 輔
イ

|い :二:;!::三
ラこ皇1修
 |:|:禽ニユ
争littg拿 ; 1 良好

面

　

面

内
白

外

白

●

本 ２

欠螂触視
須な器 イ J5

嬬 鮒 解r肝距 甥 部

|ギ
碓夢
鉄
白色粒 Fやや
多い. 体部V5久

損
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第 2項 溝跡

1号溝跡

全長 7.12m、 幅 35～ 71 cm、 深さ 3～ 10 clllで ある。遺物が出土していないため、

第 3項 遺構外遺物 (第 53図 ,図版 95)

確認面より弥生土器の赤彩の重が出土している。

遺構の時期は不明である。

O        m

第 53図 遺構外出土遺物

表 27 CUT2遺構外遺物観察表
報

涯 注 記 極TH 器lF I径  1 康径 器高 器形の得徴    1    整形の催微 焼茂 色調 始 上 残存 備考

弥生式土
―

  |  

―

文されている。弥生時代最終末または、古墳時代初頭の可能性
が高い。

25,R5/6明 赤褐
口縁外面 10Y
R7/4にぷい黄橙

翠 白色,I状
勿質微愚。

赤形

第 3章 まとめ

弥生時代の遺構は 3号住居は十三台 1式古段階の上器が出土した。弥生時代後期である。2号住居は十三台 2式 と

五領式土器が共伴する 4世紀前半～中葉の遺構である。5号住居は古墳時代前期末である。4・ 6号住居は 9世紀前半

に属する。 1号住居は遺物の出土が無く、時期が明確ではないが弥生～古墳時代にかけての住居と推測される。

kt(工等 多
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―折図 3- 第 54図 CUT5 全体図



Ⅳ   CUT5

第 1章 遺跡の概要
本調査区域は遺跡の存在する舌状台地上にあり、調査区の標高は北側で 47.8m、 南側で 45.5mを測 り、台地上の安

定した立地である。

検出された遺構は弥生時代の住居跡 1軒、古墳時代の住居跡 4軒、奈良。平安時代の住居跡 39軒、掘立柱建物跡 9棟、

土坑 49基、ピット139基であつた。その他、遺物では縄文土器が少量ながら出土 している。石器については縄文・

弥生時代のものが出上した。

第 2章 検出された遺構と遺物
第 1節 縄文時代の遺物
本区に於いて縄文時代の遺構は検出されていないが、土器・石器が出土している。

第 2節 弥生時代後期～古墳時代初頭の遺構と遺物
第 1項 住居跡

42号住居跡 (第 55・ 56図 ,図版 59・ 103)

本遺構は D316グ リッド、調査区北西端において検出された。26。 28・ 43号住居跡に切られているため遺構の全

容が不明である。確認面からの深さは約 12 cmと 見られる。

遺物は十三台 1式新段階の壺が出土した。遺物から弥生時代後期の遺構と考えられる。

焼上粒微量 炭化粒φl～ 3m微量 しまり・

-43-



表 28 42号住居跡遺物観察表
注 記 純頌 器II 蛍 咀 器形の特徴 整形の特徴 焼蔵 色調 胎 上 備 考

弥生式士

器
五

弦やかに外反する日隷で頸部に4条 の指頭圧痕による微隆科が
巡る。頸部及び口縁部には1本 1単位の櫛 l■状工具により、縦方
向のスツット状区画が設けられ、坂部では 横方向の櫛拙波状
文と、無文割

`が

交■に配される。口縁部には検方向の締拙文は
施されない。口唇部には縄文が回転 llL文 されている。掲ltし た
12は同一個体と141断 した胴部の資料である。やや災胴気味
で、底謝,は久損 している。胴部には付加条第 lrkの 縄がしRと Rし
て羽状をft歳する。

良灯
黄

面

い

貢

外

ボ

多い。雲母

黒也粒 子少

砥。白色針米

物質徹 R。

、

３
、

稼

ν

片

口
部

部

第 3節 古墳時代の遺構と遺物
第 1項 住居跡

18号住居跡  (第 57・ 58・ 59図 ,図版 44 ・99)

本遺構はC318・ 19グ リッド、調査区北部において検出された。83号土坑に切られる。南北に長い長方形で長軸 6.04m、

短軸 6.74m、 主軸方位は N53,9° Wである。確認面からの深さは 21 cmで ある。

炉は中央よりやや東壁に寄せて敷設され、双円状の平面形で長径 H4cm、 短径 57 cm、 深さ 3～ 7.5 cmで 、底面に

焼土が分布する。柱穴は 4基確認され、ほぼ対称の位置に設けられている。周溝はなく、硬化面は住居内に広く確認

できた。

遺物は五領式の最終段階、4世紀後半のもので、遺構もその時期と判断される。

A

CI

―

す

∩

村

――

代

炒

～

、

ャ

～lξ

と

m

A'

B

L=46 300m
B'

m

第 57図  18号住居跡 (1)
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C

D

L=46 300m

E

L=4' 300m

少”

中

　

１

性
中

ゆ

粘
性
粒

・
粘
化

り
　
炭

ま
強
し
り
量

‐８
切

Ｒ３
Ｒ４
ＹＲ
Ｒ４
Ｒ４

を

ＯＹ
ＯＹ
５
０Ｙ
ＯＹ

Ｔ５
居

１
１
７
１
１

ＣＵ
住

１
２
３
４
５

しま り・ 粘性強

;;群忘「:3奎 ::雲恥9)ヱ
CUT5 18号 住居炉  土層説明
1 10YR3/4暗褐色土 ローム粒 ol～ 5 au少

ζ tlヤ ジヽ4慈幅色圭 Eこ父雑tiえ ;職省

i与晦蘭貨輛 毯諜ゑ帖中陸
犠圭毎iF二ぢ亀み

1岳

ィ泳輩了イ鳥‖ せ誓み甥
中

第 59図  18号住居跡出土遺物

表 29 18号住居跡遺物観察表
上
［
■

報

よ
注記 1 種類 底 径 器高 重fP 器形の特徴 整形の特徴 焼祓 色 調 EHN上   1 城 存

１

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

２

嬬
　
　
　
一　
　
　
　
　
船

と

　

　

　

一　
　
　
　
　
土

‐

‐
―

‐
‐

Ｗ　　　　一　　　　　　雛

霊

　

　

　

一　
　
　
　
　
・

(187)

(183)

26951

Л同部は赤形。四縁は「くJ

年に屁誨1し 世lJR的にFjRく 。

床郎は こげ床気味の平医。胴

吉Fは潰れた球形を望し 販部
で 「くJの年に屈曲した後体
かに内西欠味に大きく冊く。

外面口縁は横ナアの後頭部に

縦方向 別H部 に糾方向の用1毛
日。内面口稼は横ナデの後棋

方向の刷毛日、内面はナデ輩

形。属1毛は何れも細かい。

外雨 甘縁は用」毛ヒ形後縦方向
のミガキ 1同部下半に和〕七日

が紐李されるが後にはば全面

にミガキを施している。床判
`用1毛 日`内 面口縁は横方向の

ミガキ 胴部はヘラナデ。ミ
ガキは何れも r李。

賊軸脚

期粉嗣

ぶい貨褐

外面 10VR6/4に
ぶい黄橙

内面 10YR6/4に
ぶい黄橙

外面 10YR4/3こ
ぶい黄褐

母 少 4Ft礫ゃ
や多い。白色

針状物質 狗
問イf少 磁。

小際少咀。 Tl

色粒子 蜜母
彼よ。

Л司|:半 1/4

口縁～体

部 1/4

肌那 市イ

据部の Ftll力 。緩やかに内奮

するものである。脚部は ll・ 曲 面はナデ.
良 好

内面 10YR6/4
がい女獲

外面 iOYR5/4
ぶい赤協

小礫少兄。

石 雲母

21号住居跡 (第 60。 61図 ,図版 46・ 47・ 100)

本遺構は C325グ リッドにおいて検出された。81号土坑、P326。 327に切られる。平面形は方形で長軸 4.44m、 短

軸 4.14m、 主軸方位はN47° Wである。確認面からの深さは 30 clllで 、覆土は 5層に分層され、自然堆積の様相を呈する。

炉は中央に敷設され、精円形の平面形で長径 102 cm、 短径 66 cm、 深さ9～ 15 cmで ある。柱穴は 4基確認され、ほ

ぼ姑称の位置に設けられている。周溝はなく、硬化面は確認されていない。

遺物は五領式土器で十三台式並行段階直後、4世紀後半のもので、遺構もその時期と判断される。

第 58図  18号住居跡 (2)
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雪ト

号土坑

8'

b

L=46 700m

第 61図  21号住居跡出土遺物

甲

C

L=47 000m

E        E'
Li47 00alt

P7

生    す

m

D'

CUT5 21号 住居  上層説 明
1 10YR3/4暗褐色土 ローム粒 ol～ 2微量
粘性中
2 10YR3/4暗褐色土 ローム粒ゅ1～ 5 Dull少
～ 2 nal微 量 しまり・粘性中
地臭!温教瞥Υ免√言す綿|ゴ獨脆『言ξ艦

ゆじ
ま り強 粘性中

ち∫野リイ4凝笠島薪ヒでこ辞弘襦旋望
ノ宅まち、選厳 焼土粒

藝壌肥建与攣民洋歩
口
讃″撃ヤ醜ヨ響多焼土粒φ

l～ 2硼微

占
常

０
イ
コ

ド

一

十二 一γ⇔
． Ｐ６Ｖ

Ｄ

一
〇〇Ｏｍ

‐＞
け
　
Ｂ
一
〇〇〇ｍい

|マ

上層説明
ローム粒 ol～ 2 ntnl微 量
ローム粒 ol～ 2 Hull微 量

ローム粒 ol～ 4 nll少

ローム粒 ゅ 1～ 5 mm少

C

L=47 000m

Ｄ
一嚇

炭化粒中 しまり。

焼土粒・炭化粒 ol

卸

釣

図

妙蜘　蜘　蜘

雌報　卿　脚　　　　　　輸卿翔雛薙

跡

脚獅　地　釉　呻

貪

１

　

”
　

ヽ
　

９
乙

強

ゆ
　
″
　

”

剖
粒
　
φ
　
ｂ

疎畑　仙　獅　鯉

帥
ル
　
］
　
］
　
御
令　
ｄ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
‐‐
川
〃
〃
ね
窄

婉
駆
　
砂
　
麒

刺

”
　
ウ
　
巧

⑥
闊    o曲
へ
糊
甑
ぴ

引

CUT5 21号 住居炉
1 10YR3/4暗褐色土
2 10YR3/4暗 褐色土
しま り強 粘 `性中
3 10YR3/4暗 褐色土
しま り強 粘性 中
4 10YR3/4暗 褐色土
しま り強 粘性 中

0  1/4理 Om

21号住居跡遺物観察表

宅 坂部には衛い縦方向
毛、胴部は肘1毛後 ミガ

キ、下端部はベラケズ ,が紬
察される。 内面にはミガキ
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33号住居跡  (第 62・ 63図 ,図版 55。 102)

本遺構は C325、 D321グ リンドにおいて検出された。24号住居跡に切 られる。南は調査区外になるため全容は不

明である。平面形は方形 と推測される。長軸 (4.50)m、 短軸 (2.94)m、 主軸方位は N18° Wである。確認面から

の深さは 30 clllで、覆土は 3層 に分層され、自然堆積の様相を呈する。

炉・カマ ドは検出されなかつた。ピットは 2基確認 されたが柱穴になりうるのか不明である。周溝はなく、硬化面

は確認 されていない。

遺物は高郭脚部を掲載した。その形態から 5世紀代 と考えられ、遺構もその時期と判断される。

B
L=46 800m

Pl

′     m
を蝶銑屠糧自圭壬部;露 )拿 1毎部 i寛〕紹繊畳疫紹麗継み震

':懲

陛宰
i多 炭化粒ol～ 2 Dllll少  しまり・粘性中

第 62図  33号住居跡

ド
一

第 63図 33

l   ir____ユ 響 ____上 撃

m

号住居跡出土遺物

表 31 33号住居跡遺物観察表
告

ヶ
注 記 種類 器 種 口径 底 径 電 ユ 器形 の特徴 整形の特徴 廃戒 色調 況台土 宏/J 備考

覆 土

据部で屈曲し大きく閉く。 のナデ整形で、輪TJf痕を複数

有する。

ぶい黄rL

外面 7 5VR6/6
4L

F・ 角閃石少

と。白色針状

勿質 小礫微
き。

36号住居跡  (第 64。 65図 ,図版 57・ 102)

本遺構は D4H。 12グ リッド、調査区東端において検出された。 12・ 37号住居跡、1・ 2号土坑に切 られる。平面

は方形 と見られるが、遺存する長軸 (5.22)m、 短軸 (4.80)m、 主軸方位は N68.5° Wである。確認面からの深さ

は 24 cmで ある。

炉は西の 2基の柱穴の間に敷設され、平面形は円形で長径 63 cm、 短径 60 clll、 深さ4.5 cmで、底面に焼上が分布す

る。柱穴は 4基対称に配置されている。周溝はなく、硬化面は炉周辺に確認できた。

遺物は 5世紀前～中葉で、遺構もその時期と判断される。
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軸

ｂ

一

ヽヽ

１ヽナ¶Ⅵ削日
＝＝ＷЧ‐‐ＩＩ

響三讐難彰導鰺量1鞠転≧整野角葵3鰺舶 lW硼微量喋呻酌
焼土粒 ゅ 1～ 5 mm多  炭化粒 ol～ 2 Dul微 量  しま り・粘性中

第 64図  36号住居跡

C

1詐

L=45 400m

m 0_________―――――」L4塾生_____――――――――古
m

ぼ
一

37号住居跡

CUT5 36号 住居 土層説明
1 10YR3/4暗褐色土 ローム粒 ol～ 3硼少
:器 認先層紹倉圭 E三会を 9!え ,器率

CUT5 86号住居炉 土層説明
1 10YR3/3暗褐色上 ローム粒 ol～ 2 mm少

第 65図  36号住居跡出土遺物
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表 32 36号住居跡遺物観察表
報

任
器 種 I_l径 器 I島 重ri 器形の特徴 整形の特徴 焼成 胎 土 残rr

上師器

1朗

範

範

181  1

|

る.1同部は球形で頭部は広

く 口縁は 「くJの宇に屈曲
した後外反する。

後 半ヽはミガキ。内両 J隷 は

用】毛の後ミガキ、胴部内面は

ナデ柊形を行つているが、核

合部よりに方にはミガキが級

然される。庶部は多ケ向のベ

外面回線は弁1方 白、4・l部「 半
は縦方向のベラケメリ 蝋訂I
にはヘラ■il部の圧痕が廻る。

内面口縁は積ナデの後下半は

横方向のヘラケズリ 胴部は
ナデTFF形。輪積IF‐有り,底部
はナデ後ミガキ。

長好

長好
二次焼

成ア)

にがい褐

外 面 7 5VR6/6
り〕協

内面  5YR5/6り 1

赤 ltt

外面  10VR5/4に
示い黄 ltt

r れlAR石少
五。白色割状

物質 中礫微
五,

白色粒 子 黒
色trr 雲 ,
少■。白色争,

状4勿質徽 R。

上師器

は
広

曲

部

は

屈

庶

部

に

平底。胴部は求形で頸

く 口縁は 「く」の市
した後開く。

外面口縁～胴部は郎1毛整形、

頌部には狭く、口縁～胴部に

1求部分的にミガキが観察され

る。内面口縁は積方向の品J

毛、胴部はミガキが施されて

Ю
橙

Ю
橙

黄

　

貴

面

い
面

い

内

ホ

外

ぷ

ス
母雲

粒

ア
　
ｏ

■

，

■

白

ヨ
少

完 形

上師器 ‖ 阿
醜歓呻外面は著 しく到落 しているが

ミガキが観察 され る。 内面は

ミガキ 下端は用1毛坐形。床 財翻脚

内面 10YR4/3に
ぶい黄掲

外面 10YR5/3に
ポい黄IB

白色粒 r 利
礫やや多い。

雲母 スコツ

】r・ 部rよ |=
完形

第 4節 奈良・平安時代の遺構と遺物
第 1項 住居跡

1号住居跡  (第 66図 ,図版 30)

本遺構は C42,7グ リッド、調査区南東端で検出された。

一部調査区壁に掛かるが、残存規模は長軸 4.02m、 短軸 (4.62)m、主軸方位はN42° Wを指す。住居壁が削平されてお り、

確認面において既に周溝が検出される状況であつた。よってカマ ドも掘方のみ検出された。周溝は東壁部分が調査区

外となるがその他はカマ ド部分を除き確認された。柱穴は 4基確認され、出入ロピットがカマ ドと対称の位置に検出

された。またカマ ド右脇にピットが見られるが、その性格は不明である。

遺物は土師器片・礫が出土したのみで、掲載遺物はない。住居の形態から、奈良・平安時代の遺構と推測される。

V

Φ◎
可W

1号住居跡

生   P5   ■
L=46301mす

D'

L463蛎

す

a   
カマ ド  …生

L=46300m_

CUT5 1号住居 Pl～ 5 土層説明
1 10YR3/4暗褐色土  ローム粒 ol～ 2 mm中  炭化粒微量  し
ま り・粘性 中
2 10YR3/4暗 褐色土  ローム粒 ゅ 1～ 2 nul多  しま り中 粘性
強
3 10YR3/4暗 褐色土  ローム粒 ゅ 1～ 2 mm多 炭化粒微 量  し
ま り中 粘性強

tl延署縫 毛遇三チ害うブFr之盈猛津
蒟
u蜜り零短桂

強
5 10YR4/6褐 色上 ローム粒φl～ 3 alll多  ローム粒ゅ4～ 5
nul微量 炭化粒φl～ 2 Hll微 量 しまり・粘性強

薇督
OY髭
鯉輩みぎ;飛、覚ち縣桜雪♂針¶1露 mＥ

０
０
∞
０
守
＝
コ

＜

ｙ

一

第 66図 1号住居跡

調

査

区
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2号住居跡  (第 67・ 68図 ,図版 30・ 31・ 95)

本遺構は C4-8グ リッドにおいて検出された。平面形は主軸方位に長い長方形で、長軸 4.08m、 短軸 2.94m、 主軸方

位 N665° Eである。遺構は削平されていたため、確認面ではすでに床面となっていた。

カマ ドは東壁中央に付設され、袖は基部のみが確認された。火床面が遺存する。主柱穴は 4基であるが、他の住居と

異なり住居の四隅に掘方を大きく穿つ形態を採る。硬化面は住居内に広く見られ、周溝はカマ ド・主柱穴を除き、ほ

ぼ全周する。

遺物は内面黒色処理の郭などが出上してお り、その編年から遺構も 9世紀中頃と判断される。

監
|

B

L=46 200o

CUT5 2号住居  土層説明
1 7 5YR3/2黒褐色土 (シル ト)ロ ーム粒・ ブロック φ～ 301111少  炭
化粒 φ～ 3 nln少  しま り中 粘性強
2渓
だ避γ理緞 tまち

ノィは性零
~ム粒・ブロックゅ2～ 30血多

CUT5 2号住居エ レベー シ ョン 土層説明
P-1-3
1 10YR3/4暗褐色土  ロー ム粒 ol～ 2 dul少  焼土粒 ol～ 4 ШШ少
炭化粒 ゅ 1～ 5 tlull少  灰褐色粘土粒・ブロック 1～ lo mm中  しま り強
粘性中
2渓
花避守 Fで気講炭ゴ¬法聟研.粘性中  

焼土粒φl～ 5 Hul微 量

3 10YR3/4暗褐色土 ローム粒 ol～ 3 oul中  焼土粒・炭化粒 ol～
2 avl微 量 しまり・粘性中
4 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒ゅ1～ 3m多 焼上粒・炭化粒微量
しまり。粘性強

♀5巨翻燿笠
4廃
縁急手1足τ講ゆじgテ響絶だ蓋

ムブロックゅ3～

C

D

悸 46201m

≦ 樫 腎建鍋 1総
・ カ ツク 。 1～ Ю m少 焼土粒・炭化粒 ol～ 2血微

 i望 Ю釈74暗 褐色土 ローム粒・ブロックゅ 1～ Ю malZ炭 化粒微量
2嵯坐避?与伊縮 Ъ尋競 7を

`縄
■警ザそ見性系「

ムブロックゅ20m微量 2七議亀え瑠暫垂口_ム粒ゅ1～ 2Ш多炭化粒微量しまり・粘
3 10YR3/3暗 褐色土 ローム粒 φ l～ 2 ald少  ロー ムブ ロ ック o20 mn微 量 焼 土粒 ol  

併
540YR3/4暗

掲 色土 ロー ム粒 ゅ 1～ 3 alll多   炭化粒微量  しま り～ 31111中  炭化粒 ゅ 1～ 3 nIF中  雲母粒微量  しま り強 粘性 中

毯
∫
瀧郁
謗 竃3蛉

'よ

揺賂 ポ苛オゅ七犠 輛鰐 墨習亀寿|・ご妥ォ ″1結力日音髄 土 ローム粒・ブロックゅ1～郷m多 角陀触 量
しま り中 粘性強

5 10YR3/3暗 褐色土 ローム粒 ゅ 1～ 10伽少 焼土粒・ブ ロック ゅ 1～ lo Dul中  炭化粒
   薙選踏∫

3/4暗 褐色土  ロー ム粒 φ l～ 2111多  炭化粒微 量  しま り・
φ l～ 2 nlll少  雲母粒微量  しま り強 粘性 中

微量
Y警
會瘍 警 托 ゴ

「

r報鍵
～ 3m多 焼土粒 φ l～ 4 mm微 量 炭化粒 ゅ 1～ 2 Шm 

七翌ザ普
/顎
且島占

口~ム粒 ol～ 2剛多 炭化粒 φ l～ 3m微 量

第 67図 2号住居跡

第 68図 2号住居跡出土遺物
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表 33 2号住居跡遺物観察表

主記 1 種類 器r張 1企 床 径 器Th ■ は 境成 1   色 rl   l  胎 [  I 残 rt

誕

|

(198)|(S9〉

|

∴下「示
~

―
 |く
06〉

3号住居跡  (第 69・ 70。 71図 ,図版 32・ 95)

本遺構は C323・ C43グ リッドで検出された。45号住居跡を切る。平面形は主軸方位が狭い長方形で、長軸 4.26m、

短軸 4.92m、 主軸方位 N17° Wである。確認面からの深さは 30 cmで 、覆土は 9層に分層される。

カマ ドの遺存状況は比較的良好で、袖はやや弧を描 くように火床面・灰層を囲む。主柱穴は 4基確認され、カマ ド

と対称の位置に出入ロピットが配される。周溝はカマ ドを除き全周する。硬化面は住居中央と西壁付近で確認された。

遺物は土師器甕・須恵器郷が出土し、遺物から遺構は 9世紀後半と判断される。

＞
Ｆ
＝
ヽ
０
一
〇
０
ヨ

|>

B

C

D

ビ=46 900m

B'    E           E'
L=46 900m

♂
F          F'

酎 蜘

」

G          G'
国 鰤

鴫

1/60

CUT5 3号住居  土層説明
10YR3/8暗褐色土
10YR3/3暗褐色土
10YR3/3暗掲色土
10YR3/3暗褐色土
10YR3/3暗褐色土
10YR3/3暗褐色土
10YR3/3暗褐色土
10YR3/3暗褐色土
10YR3/8暗褐色土

ローム粗 ゅ 1
ローム粒 ol
ローム粒 ゅ 1
ローム粒 ゅ 1
ローム粒 ゅ 1
ローム粒 ゅ 1
ローム粒・ブ
ローム粒 ol
ローム粒 ol

強性

攀
」
柳

土粒． ブロ
一

土粒ゅ‐ゃ
雌
一
抑

焼
焼
焼
焼

口
焼

”
ロ
ロ

少
少
多
少
少
少

ゆ
少
多

硼
Ш
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
力
／
ｍｍ
ｍｍ

”　
”　
”　
”　
　ヽ
”　
口
　
”　
”

第 69図  3号住居跡 (1)
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打
洲
市

CUT5 3号住居カマ ド 土層説明

懃   犠髭鞘洋

杯彬ぢと彗]:1部推摂L考絶ダ秩懸上絣

畜艇覆降零静寺嬢睦粒碑らを

髭曽漂整悪黎蛤:蠍,と嬰離とII:
CUT5 3号住居 Pl～ 7 土層説明

羞,雷聯 肇
土
:Z喜極ネ|ミを専参し長を途距

m微量
3t攣
鳥癖羞ぎ

~ム粒 ol～ 3 al多 炭化粒φl～ 2

微量
Y老
省編靴 雷

~ム粒・ブロックφl～ lo Hln多 炭化粒

b

L=47000m

ξ

８

卜
千

コ

司

　

上

第 70図 3号住居跡 (2)

導 望 2 送 3

第 71図 3号住居跡出土遺物

耐
¶
「

表 34 3号住居跡遺物観察表
告

号

報

番

1卜 41靭 サg撒言毒壕1控藩振乳i弁 |ま彗i啓3啓ど:骨

'え

ま歩 暑学菫色多ド筆ラ〕

静rF黄
邪V生
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4号住居跡  (第 72・ 73図 ,図版 31・ 32'96)

本遺構は C324グ リッドで検出された。平面形は方形で、長軸 3.42m、 短軸 3.54m、 主軸方位 N ll°

確認面からの深さは 18 clllで 、覆土は 8層に分層される。

カマ ドの遺存状況は悪く、袖は基部が僅かに残る程度である。ピントは確認されなかつた。周溝はカマ

除き全周する。硬化面は住居中央と南壁中央壁付近で確認された。

遺物は土師器甕・須恵器蓋邪が出上し、遺物から遺構は 8世紀後半と判断される。
|>

B

Wである。

ドと西隅を

ｂ
一蜘

Ｂ
．６００ｍ

A

L=46 600m

CUT5 4号住居  土層説明
1 10YR3/4暗褐色土  ローム粒 ゅ
2 10YR3/41と褐色土  ローム粒 わ
10YR3/4暗褐色土  ローム粒 o
10YR3/4暗褐色土 ローム粒 φ
10YR3/4暗褐色土 ローム粒 ゅ
10YR2/3黒褐色土  ローム粒 ゅ
10YR3/4暗褐色土  ローム粒 ゅ
10YR3/4暗掲色土  ローム粒 o

表 35 4号住居跡遺物観察表

CUT5 4号住居カマ ド 土層説明

0-7岬 Cm

4号住居跡出土遺物

1 10YR3/4暗褐色土 ローム粒φl～ 3 aul微量 焼土粒ゅ1～ 2 mm微量 炭化止
¶峰騨揮就毎夕 為誓炉瑳そ
強

ニケ串鷺据握騨電ゴ鷲扇・熾γ憩 11部転玩越
∫士岳る光絶擢斃亀」牝三鰹煮1とミ照ギ勺郷錐。炭化物粒・粘土粒微量
しま り・粘性強

::ξヨ!与,i拿自ξ手急ぞ害          tξ i患;ra号急:∈と章量::3ぅ整性尾性中
焼圭を繊畳 慶イし軽91廷 ,器絵量

しを笠η.韓桂名
第 72図 4号住居跡

中
少
少
中
多
少
少
多
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ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
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”
”
”
”
”
”
”
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第 73図

告

号

報

番
注記 1 種類  1 器種 1 口径 痣 径 器形の帝徴 継形の特徴 焼成 1   色調   1  胎上

土前i器

|

菱 170

|

|

-6227

1胴部は張る。口徹は
「C」

|に外反肥Tr.す る。 部外面は猿位のヘラケズツ、

内面積位のナデ。外面頸部直

下は縦の範いヘラクズリ後

に、強く幅の狭い横ナデが行

われている。頸‐ljに はベラ瑞

謝,に痕有り。

埠gは流漫ε寺密ヽ3橙
       1身
畜:禁務法

や
半

稼

Ｌ

口

部

須忠器 〒(嗚。 画「湖地r逮 整形

朗魏脚

白

       1爆

歩撮f 
‐r 齢移乙
体
1新

冷た

|

|
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5・ 6号住居跡

40号住居跡

止  5号住居跡
L=46 500m

C

L望6600m

D

L=46 600m

CUT5 6号住居 土層説明

9 10YR3/4暗褐色土 ローム粒・プロックゅ

y

m

第 74図 5・ 6号住居跡 (1)
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粒
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炭
炭

炭
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量
・粘性中勘詢翔勘
期的的的］蠍雌
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し

畦
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焼
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焼
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焼
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微
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ゆ
ゆ
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多
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ｍ
ク
ク
ク
ク

ｍ
剛

２

ン
ツ

シ
ツ
３

２

”
ロ

ロ
ロ

ロ

”
”

１
ブ

ブ
ブ

ブ

ー

ー

粒
粒
粒
粒
粒
粒
粒

ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム

一　
一　
一　
一　
一　
一　
一

明

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

説層
土
土
土
土
土
土
土

上
色
色
色
色
色
色
色

鶏
鋤
鋤
鰤
勒
脚
脚
脚
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5号住居跡
|ヽ

6号住居跡

ｂ
一輸

b

L=46 500m

lm

CUT5 6号住居カマ ド 上層説明
1 10YR3/3暗掲色土 ローム粒 φ
2 10YR3/3暗 褐色土  ローム粒 ゅ
粘性強
3 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒 ゅ
4 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒 o
5 10YR3/41音褐色土 ローム粒 ゅ
6 10YR4/4褐 色土 焼土粒 ol～
7 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒 φ

中
中
性
性
粘
粘

・

中
　
　
・
り

性
　
　
り
ま

中
粘
　
　
ま
し

性

。　
　
し

粘
り
　
　
　
量

。
ま
　
　
量
微

り
し

　

微

硼

中
ま
　
　
　
粒
２

性
し
量
　
　
色

”

粘
　
微
　
中
白
１
強

・
量
粒
　
性
　
ゆ
性

り
微
色
　
粘
量
粒
粘

ま
粒
自
　
・
微
化

・

し
色
　
中
り

側
炭
り

白
量
性
ま
５
　
ま

量
　
微
粘
し
”
量
し

微
量

ｍ
・
　
１
微

躙鵬『砂帥跡薩帥

量
弾帥炭難雌
‐Ｏｍ触

微

・
焼
量
　
　
”

ｍ
Ш
　
微
少
多
３
中

２
２
中

硼
ｍ
硼
ゆ
ｍ

”
”
ｍ
２
４
２
ク
５

１
１
２
”
”
”
ツ
”

ゆ
φ
”
１
１
１
ロ
ー

粒
粒
１
ゆ
ゆ
ゆ
ブ
ゆ

土
土
ゆ
粒
粒
粒
ム
粒

焼
焼
粒
土
土
土

一
土

土
焼
焼
焼
口
焼

量
量
焼

微
微
　
少
少
中
多
多

ｍｍ
ｍ
中

ｍ
ｍ
ｍｍ
帥
Ш

２
３
硼
３
２
２
２
２

”
”
２
”
”
”
”
”

中性粘強まし中”粒
中
土
性
粘
　
強

粘
　
　
性

多
　
粘

中
強

Ш
　
・

・粘性
脚
『
　
脚

靭
ｍ
ロツクゅ
ω
獅

微
炭
ブ

”

粒

・
・
１
少

土
粒
粒
φ
粒

焼
土
上
粒
土

焼
焼
物
焼

量
　
　
化

微
少
中
炭
中

ｍ
ｍ
ｍ
　
ｍ

３

５

８

中

４

”　
”　
”　
ｍ
”

～ 4 alal少  ローム粒ゅ5～ 611L微 量 焼土粒・炭化粒 ol～ 2 nln少  粘土粒少 しまり強 粘性中
～ 2111少  ロームブロックφ3～ 20微量 焼土粒ゅ1～ 3 ntln中  炭化粒ゅ1～ 3 EIl中  粘土粒・ブロックφl～ 10 mm多  しまり

第 75図  5。 6号住居跡 (2)

5号住居跡  (第 74・ 75。 76図 ,図版 32。 33・ 96)

本遺構は C49グ リンドにおいて検出された。6号住居跡に切られ、40号住居跡を切る。平面形は方形で、長短軸

2.88m、 主軸方位 N10° Wである。確認面からの深さは 18 clllで覆土は 9層 に分層される。

カマ ドは北壁中央に付設されているが、遺存状況が悪く、掘 り方のみ確認された。ピントは確認されなかつた。硬

化面は住居内に広く見られるが、周溝は 6・ 40号住居跡に影響されない範囲では検出された。

遺物は内面黒色処理の都 。須恵器邦・砥石が出土している。遺物から遺構も 8世紀後半と判断される。

Cm

8

Om

l・ 2

表 36 5号住居跡遺物観察表

¬|

Ⅶ
第 76図  5号住居跡出土遺物

幌

t畳  1    器形の特徴 華形の特徴 焼成 色調 胎 七 残 4 備考

「
師器

瀾
'下

端は緩やかに内湾した後

“
601露致具籍手頻徐好岳塚」

と

|
財翻脚

蒻 土 須恵器

1蜃獄ぞ馬奪焉法学著「
瑞は見

|'を

i張
Kラ夢引|,写猪なそ

遅 元不

良

騨
即評|

石興乱 縦90 1 積46 厚 さ20
ll.状の砥石.下端に向かいやや悛形にFIIく 。使用面は に下両面及び側面。右lll面はややお討Iするもので鎌ほ石であろ

1442 ぅ。材質は嵯灰岩。
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6号住居跡  (第 74・ 75・ 77図 ,図版 34・ 96)

本遺構は C49グ リッドにおいて検出された。5。 40号住居跡を切る。平面形は方形で、長軸 3.72m、 短軸 3.90m、

主軸方位 N12° Wである。確認面からの深さは 30 clllで覆土は 7層 に分層される。

カマ ドは北壁中央に付設され袖と火床面が確認され、内部から支脚も出土している。ピットは確認されなかつた。

硬化面は住居中央に見られるが、周溝は西壁から南壁にかけて検出されない部分がある。

遺物は土師器甕・須恵器郭などで、カマ ド内からの出土が顕著である。遺物から遺構も 9世紀前半と判断される。

業
―
「
「
‐

一　
一

卜

庁

た|∞

(::::)9

饉 睦 出 10

‐

・ M'                          Cm

第 77図 6号住居跡出土遺物

表 37 6号住居跡遺物観察表 (1)
告

を

報

碁 注 記 frl類 器種 口径 庶 径 器 高 竜 量 器形の特徴 整形の特徴 色 閉 胎土 備 考

土師器 霊

鷹。Л同部下半は僅かに内ltす

るが直線的に開き 最大径を
上位に有す。口縁は 「くJの
字に外反し 口唇の柄み上げ
は明隙である。

都外面はナデ後 ミガキが観然

される。、内面はナデ。慮部
は一方向のヘラケズリ。項部
にヘラ端部に痕右 り。 財報脚

撃い黄橙

外面 10YR6/41こ
ぶい黄橙

央
多
ね
やや

狛
母
　
。

貞
ｒ
ネ
い

―部欠損 カマドfr/付 着
8世紀後～9世
紀 I仲 ヵ

上師器 霊 (198)

明部の張 りは強 い。 口縁 は

「くJの年に外反 じ 口唇の
簡み にげは明瞭 である。

四縁は内外面共に積ナデ Л同
蔀外面はナデ後 ミガキがiFt察

される。内面はベラナデ。

内面 10YR4/2灰
黄褐

外面 10VR5/41こ

示い黄褐

石

や芸母や

線～1同

と半3/4

上師謡 羹

胴割∫の張りは弱い。口縁は
「くJの年に屈 Htし  口唇の
猫み上げは明瞭である。

口級は内タト面共に積ナデ 1ロ

部内外面共にすデ

虞灯

内面 10VR6/4に
ぶい黄橙

外面 10γ R7/41こ

がい黄種

雲母 白色粒
子 角閃石や
や多い。スコ

ツア 中礫少
量。

口線ツ4 常総型範ヵ

須志器

医部は平底で、体部は見込み

で弱く層曲した後直線的に開

き口縁でにかに外反する。火
ぶくれ有り。

外面 75V5/1灰
底部ヘラ記号

歪みがlatし い

覆 士 須恵器

床部はやや上げ底気味の平底

で、体部は見込みて届離した

後直線的に賜き、口辺で器沖
になる。

避元不

良

内面 10VR5/2灰
黄褐

外面 7 5VR6/4
にがい橙

小～中礫の混

入多砥。白色

針状物質やや

多い。

嵐一　
３

縁

ツ
ロ
部

部

カ

底

；

nL

須恵器

底部はやや にげ底気味の平嵐

で 体部は見込みで屈曲した
後直線的にFalき  口線でlEか
に外傾する。

ロクロ整形。庶部は回転ヘラ

切りの後多方向の手持ちベラ
ケズツを行っている。

隅
‖一申コ”ω」
一］脱

須志需
高台付

ドi台は「ハJの字に,され
る。体部は見込みで属 HHし た

後lgJかに外反気味に開く。外
jR接地。

クロ整形.底部は回転ベ
クズツ後高台賊付け。外縁の

面取りは弱い。

面

リ

外

オ

内

灰

白色li子 小
晟雲量

　
。

少

二

礫

微

口緑～底

笥,1/3
部ヘラ記 号
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表 38 6号住居跡遺物観察表 (2)
報

議
器 h 器形のTf似 Jr・形の特徴 焼成 色 調 】命:|=

須な器

脚判
`は

緩や力」こ外反する。1方

諺 じ。

吹
灰

画
面
内
外 分のI吠 き出

し 中礫少

土製品 縦127

円錐台形を 皇す る。

財悩
蜘これ墳辟あ
コ

弥生弐土

器

ユチ,7土

器

施文され、1命 上 焼成及び器形から弥生時十(の ミニチュ7上器と判
1断 した。同様なミ=チュア土器は、本lL跡の弥■ltr代の住居跡から

|は検出されていない。 囀呪歌
1写
::ξζ:

40号住居跡  (第 78図 ,図版 32)

本遺構は C4-9グ リッドにおいて検出された。5号住居跡に切 られる。平面形は方形で、長軸 2.70m、 短軸 2.82m、

主軸方位 N92° Wである。確認面からの深さは 30 cmで ある。

カマ ドは西壁壁中央に付設されるが、遺存状況は悪く掘方のみを検出した。ピット・硬化面とも確認されなかつた。

周溝は東壁周辺にのみ検出された。

遺物は土師器・須恵器の小片のみで、時期を特定出来なかった。 しかし本遺構は 5号住居跡へと建替えが行われた

と推測されるため、5号住居跡に極めて近い時期の遺構と推測される。

A'

5号住居跡
1虫 b           l虫           b,

A'        L=46 500m          l

m  
♀________――――――」∠ド性と_________――――古

m

Ｆ
ｋ

０

８

ｇ

■

A

L=46 500m

CUT5 40号 住居カマ ド
1 10YR3/3暗褐色土
2 10YR3/3暗褐色土
3 10YR3/3暗褐色土
4 10YR3/3暗褐色土
5 10YR3/3暗 褐色土

土層説明
ローム粒 ゅ
ローム粒 ゅ
ローム粒 ゅ
ローム粒 ゅ
ローム粒 わ

::与:勇:::をとiぢ:ヒそ:||ユξ奪警!を孝専亡骨〔尊せずぞ旨|‖3冦  [:1:阜を!:|[:6 10YR3/3暗褐色土
7 10YR3/3暗褐色土

ローム粒・ プ
ローム粒 ゅ 1

7号住居跡  (第 79。 80図 ,図版 35。 96)  
第 78図 40号住居跡

本遺構はC413・ 14グ リッドにおいて検出された。38号住居跡を切る。平面形は主軸方位が長い長方形で、長軸 3.78m、

短軸 3.12m、 主軸方位 N17.5° Wである。確認面からの深さは 30 cmで 、覆土は 7層 に分層される。

カマ ドは北壁中央に付設され袖が検出された、ピットは確認 されなかった。硬化面はカマ ド前と住居東部に偏在 し

ている、周溝はカマ ドと北西・南西隅が欠ける以外は全周する。

遺物は須恵器蓋郷で、蓋 (1)内面には塁痕とともに「可」という墨書がされる。遺物から遺構も 9世紀後半と判

断される。

38号住居跡 (第 79・ 81図 ,図版 103)

本遺構は C413・ 14グ リッドにおいて検出された。7号住居跡に切 られる。平面形は方形で、長軸 3,78m、 短軸 4.02m、

主軸方位 N7° Wである。確認面からの深さは 24 cmで、覆土は 4層に分層される。

カマ ドは北壁中央に付設されるが、7号住居跡により破壊されたものか掘方 しか検出されなかつた。ピットは確認

されなかった。硬化面は住居中央に見られるが、周溝はカマ ドと 7号住居跡 ≧重複する部分を除き全周する。

遺物は土師器甕・須恵器郭・砥石などで、遺物から遺構も 9世紀前半と判断される。
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＞

Ｆ
Ｓ

Ｓ
ｇ

CUT5 7・ 38号住居 上層説明
土層説明 (7号住)
1 10YR3/4暗褐色土 ローム粒ゅ1～ 3 mm多  炭化粒・ブロックゅ1～ 30
mm微量 焼土粒 。ブロックゅ1～ 30 nuL微量 しまり強 粘性中
2 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒ゅ1～ 2 mm多  炭化粒・ブロックゅ1～ 20
mm少 焼土粒ゅ1～ 2 mm微量 しまり強 粘性中
3 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒φl～ 5 mm多  ロームブロックo5～ 30 nln
少 炭化粒・ブロックφl～ 40 HLl中 焼土粒 ol～ 311d少  しまり強 粘性
中
4 10YR3/4暗 掲色土 ローム粒・ブロックol～ 10111n多  炭化粒φl～ 3
r ll微量 しまり。粘‖生中
5 10YR3/4暗掲色土 ローム粒φl～ 3 mm多  ロームブロンクゆ8～ 10皿 D
少 炭化粒ゅ〕～ 2 mm微量 しまり強 粘性中
6 10YR3/4暗褐色土 ローム粒ゅ1～ 5411多  ロームブロックo5～ 10 nlll
微量 炭化粒ゅ1～ 3 DIIu少  しまり強 粘性中
7 10YR3/4暗褐色土 ローム粒・ブロックゅ1～ 20 Hull多  炭化粒φ2～ 3
Dul微 量 しまり強 粘性中
a 10YR3/4暗褐色土 ローム粒・ブロックol～ 40 Hun多  しまり強 粘性
中
8 10YR3/4暗褐色土 ローム粒φl～ 3m多 炭化粒 φl～ 3 nlll微 量 焼土
粒ゅ1～ 2 mm微量 しまり・粘性中
9 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒 ol～ 5 Hul多 炭化粒・ブロンクゆ1～ 30
mal微量 焼土粒・ブロックゅ1～ 20 nlll微量 しまり ,粘性中

鴛多

10ぜ

誓布
Π
言絶 亀寺 

口~ム粒 ゅ 1～ 511u多 炭化粒・ ブ ロック ol～ 10

11 10YR3/4暗掲色土  ローム粒・ ブ ロック ol～ 1 0 nIIl多  炭化粒 φ l～ 5
HuI中  しま り ,粘性中
b 10YR3/4暗 褐色 土  ローム粒・ ブ ロック ol～ 20 nll多  しま り強 粘性
中

1/30       1m

b

L=46 200m

8 10YR3/4暗 掲色土  ローム粒 φ
9 10YR4/4褐 色土  ローム粒 ゅ 1
10 10YR4/4褐色土  ローム粒 ゆ

CUT5 7号住居カマド 土層説明
1 10YR3/4暗褐色土 ローム粒ゅ

5 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒 ゅ
6 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒・
7 10YR3/4暗 褐色土  ローム粒 0

10YR3/4暗褐色土  ローム粒 ゅ
10YR3/4暗褐色土 ローム粒 ゅ
10YR3/4暗褐臼土 ローム粒 ゅ

静岳 岳ヒ毎ir三才る独曽定書携遂猛鰍 え幸
Iul微量 しまり強 落[耳~~―――L――――――コ
ケalln微量  しま り強 粘性 中
中  しま り ,沐古↑生中

L=46 000m

m聖筆量焼笙荘サttブ乱桜瞥量褐侯彊亀生歩ご『〉τtt跳協甥中し笠所?施桂常中

２
２

２

２
２
ム

２

５

11 10YR4/4褐色土  ローム粒微
12 10YR4/4褐色土  ローム粒 ゅ Dul少  焼土粒微

帖籟菖為占罫ぎ・歩ぴヴケ恥:■麻誌歩
~決

柁℃ラ1足▼蕊薇豊
～
台牲議φrえと誌等

生
じまげ|

土粒 ol～ 5 oul多  炭化粒 ol～ 2 nlln微 量 白色礫φl～ 2 mm多  しまり・粘性強 粘土層
II l少  焼土粒微量 炭化粒ひ1～ 2 Dul微量 白色礫ひ1～ 2 Hul中  しまり・粘性強 粘土層

粘土層
粘土層

第 79図  7・ 38号住居跡

2

0  74禦 Cm

第 80図  7号住居跡出土遺物
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報

番
種 類 器 莉 口密 底 径 雹 量 色調 胎 土 残存

須恵器 蓋

張状。

'HIItは

擬ま珠状を阜す

る。端部は短く扇||す る。返

しは無い。

ケズリは1/4. し 白色粒
子 小礫やや
多い。白色針

状物質微よ。

ぺ狽

重ね焼き痕有

S138か ら移動

覆 ■ 須な器

底。体部は直線的に開く。 切り後ナデ

良 好

外面 5YS/2灰 オ
,― ブ

多い。白色粒

子 黒4粒子
少ユ。白色針

状物質微量。

Ⅲ～底部

覆■ 須志器 妬

体部は健かに外反気味に開 灰 色ll子 少 I「t。

鉄分の噴出し

微盈。

表 39 7号住居跡遺物観察表

Cm

6

0 1/4    1中 m

1～ 5

表 40 38号住居跡遺物観察表

第 81図  38号住居跡出土遺物

告

号

線

番
種 類 器 種 底 径 器高 重 IIl 器形の特徴 整形の特徴 焼成 色調 胎 士 残 々

土師器

米.口縁は「CJの年に属山じ
よば水平に開く。

部内外面ナデ整形.

財報脚

黄福

外面 iOYR5/3に
ぶい黄栂

英多n泥入。
金雲母少た。

白也拿十状物質

微量。

下辛1/5

土師器 霊

同部の張りは弱い。口縁は
「くJの年に屈曲じほイゴ水平
こ開いた後箱み上げられる。

口縁は内外面共に横ナ

部内外面ナデ94形。
貞好

ぶい黄樹

外面 10YR6/4に
ぶい黄橙

長石 石英
蜜母少d。

須志器
高台付

)ゞに外反する.

良好

外面 10YR6/111B 多い。鉄分の

噴出し 白色
針状物質少

Д。

須志器 第

瞳部は上げ底気味の平底であ

る。体部は直線的に開く。や

や箱型。

ロクロ整形。底部は粗 V
ヘラ切りである。

良好

リープ寅

外面 10VR6/4
ぶい黄橙

多い。自色針

状物質微量。
小～中礫やや

多い。

須志器
高台付

高台は「ハJの字に付され
る。見込みは平坦( 体部は
直線的に立つ.

良好

外面  5V6/1 多い。雲母

黒色*屹 子少

ユ。白色割状
物質微足。

縦60 積28 厚さ2
新面方形の素材で、 L下
で、鎌砥石と考えられる
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8号住居跡 (第 82・ 83図 ,図版 96)

本遺構は C414。 19グ リンドにおいて検出された。8・ 41号土坑に切られる。平面形は東壁が傾行するものの概ね

方形で、長軸 3.42m、 短軸 312m、 主軸方位 N67° Eである。住居壁はほとんど削平されている。

カマ ドは底面のみ検出され、火床面が確認された。主柱穴は 4基確認されたが、配置に歪みがある。周溝はカマ ド

と南壁の一部を除き全周する。硬化面は住居内に広がる。

遺物は土師器・須恵器の小片が出土したが、内面黒色処理の杯を掲載した。遺物から遺構は9世紀前半と判断される。

41号土坑

CI

m

A

L=45 900m

B                            B'

1
1

C'

P4      P1  8号
土坑

m

第 82図  8号住居跡

l                              Cm

第 83図 8号住居跡出土遺物
表 41 8号住居跡遺物観察表

―
Ｉ
Ｒ
闊
同
田
Ｎ
ＩＩ
Ⅳ
ＩＩ
惟
Ｆ
‐―

Ｐ３６
〓
３

ゆ
〒
コ

ド
一

G

L=46 000m

D

L=46 000m

CUT5 8号住居 土層説明
1 10YR3/3暗褐色土 ローム粒ゅ1～ 5 nll多 焼土粒φ3～ 5 nn微量 炭
化粒ゅ3～ 5 nH微量 しまり・粘性中

性中
YR3/3暗褐色土 ローム粒・ブロックφl～ lo mm多  しまり強 粘

CUT5 8号住居カマド 土層説明
1 10YR3/3暗褐色土 ローム粒ゅ1～ 5 Dul多 焼土粒ゅ3～ 5 nun微量 炭
化粒ゅ3～ 5411微量 しまり。粘性中
2 10YR3/3暗褐色土 ローム粒ゅ1～ 2 HllL多  焼土粒ゅ1～ 5 nll中  炭化
粒ゅ1～ 3唖微量 しまり,粘性中
3 10YR3/3暗褐色土 ローム粒ゅ1～ 2 1ul微量 焼土粒φl～ 2 HIl多  炭
化粒ゅ1～ 21111u微量 しまり・粘性中
4 10YR3/3暗褐色土 ローム粒 ol～ 2 oun中  焼土粒ゅ1～ 3 alll多  炭化
粒ゅ1～ 2 nlal微量 しまり。粘性中

妾チ∵瑶雀事
褐色土 ローム粒ゅ1～ 2 Hull多  焼土粒ゅ1～ 5 alm微量 し

→

花
口
， 注記 1 種類 器徳 口径 床 径 器高 器形の牡徴 整形の特徴 疵戒 色調 胎 土 残存 備考

段上 1土師器
は見込みで内湾 した後直線釣
に開く。

切り、体部内面は丁撃なミガ リーブ黒

外面 25Y5/3矢
褐

母  狗門石少
量 .

隈繁
れ
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9・ 34号住居跡 |‐

(I
⑥

ノ
ガ
市

9号住居跡
｀

|

34号住居跡 
ち

!Q_跳

５

８

）
Ｌ

nl    。
1冨

低

円

亀

川

脱

ｒ

Ａ
一揃

性粘

中
　
　
り

性
中
中
ま

粘
性
性
し

，
粘
粘

中
　
り

・
・
量

性
　
ま
り
り
微

粘
　
し
ま
ま
粒

・
　
　
し
し
母

り
　
量
　
　
雲

ま
　
微
少
量

し
中
粒
粒
微
量

性
母
母
粒
微
中

量
粘
雲
雲
母

硼
性

微

・
　

千云
２
粘

剛
り
量
量
　
”

２
ま
微
微
少
１
強
中

”
し

硼
画
硼
φ
り
性

１
　
２
２
２
ク
ま
粘

ゆ
量

”
”
”
ツ
し

粒
微
１
１
１
口
　
強

化
粒
０
ゆ
ゆ
ブ
量
り

炭
化
粒
粒
粒
粒
微
ま

炭
化
化
化
化
粒
し

量
　
炭
炭
炭
炭
化

微
量
　
　
　
　
豪灰
量

山
微
少
中
多
少
　
微

２
剛
ｍ
ｍ
ｍ
硼
少
粒

”
２
２
２
２
３
ｍ
化

１
”　
”　
”　
　ヽ
”
２
炭

ゆ
１
１
１
１
１
”

粒
ゆ
ゆ
φ
Ｏ
ゆ
１
量

土
粒
粒
粒
粒
粒
ゆ
微

焼
土
上
土
土
土
粒
粒

焼
焼
焼
焼
焼
土
土

34号住居跡

硼柁舶妙施彬膨膨

”
”
”
”
”
”
２
２

柳・ム粒。‐抑如抑如・ム粒。‐̈̈

ド

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

三

号住居．ヵマ弾呻弾弾弾弾４／４褐色土口い

９

ＹＲ

ＹＲ

ＶＲ

ＹＲ

ＹＲ

ＹＲ

ＹＲ

ＹＲ

ＣＵ

ｌ

２

３

４

５

６

７

８

0_________―――――」ヒ

`堅

上_____――――――――旨
m

m

:UT♀ OYR銹倍屠雹王
ド
ロと蜃融甲ブロックゅ1～ 10 mm中  焼土粒φl～ 2 mm少 炭化粒φl～ 2 aln少  雲母粒少 しまり中 粘性強

第 84図  9・ 34号住居跡

9号住居跡  (第 84・ 85図 ,図版 35'36・ 96)

本遺構は C414。 15。 19・ 20グ リッドにおいて検出された。遺構の検出の状況から34号住居跡を切ると推浪
jさ れる。

6。 7・ 79号土坑に切 られる。平面形は方形と考えられ、長軸 372m、 短軸 (3.42)m、 主軸方位 N80° Eである。確

認面からの深さは 12 cmで、覆土は 3層に分層される。

カマ ドは東壁南隅に付設されるが底面のみ遺存 し、火床面が検出された。硬化面はカマ ド前と住居東部に偏在 して

いる、周溝は北 。東壁に確認された。

遺物は土師器郭類で、遺物から遺構も 9世紀後半と判断される。

B                                    B'
L45800mi5至翌圭===ュ=雰

こ生≦里___

件
1

劣 85図 9

焼
焼

2

Om

号住居跡出土遺物

絲撒絲繭

9号住居跡遺物観察表
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34号住居跡  (第 34図 ,図版 56)

本遺構は C419。 20グ リッドにおいて検出された。遺構の検出の状況から 9号住居跡に切 られると推測され、また

南部が調査区外になるため、平面形は不明だが、長軸 3.60m、 短軸 (0。 72)m、 主軸方位 N80° Eである。確認面で

既に床面が検出され、覆土は 3層 に分層される。

カマ ドは東壁に付設されるが底面のみ遺存 し、火床面が検出された。硬化面はカマ ド前 と住居東部に偏在 している、

周溝は北 。東壁に確認された。

遺物は土師器・須恵器の小片が出土しているが、時期は不明である。遺構は奈良・平安時代と考えられ、重複遺構

の年代から下限は 9世紀後半である。

10号住居跡  (第 86・ 87・ 88図 ,図版 37・ 97)

本遺構は C49。 10・ 14・ 15グ リンドにおいて検出された。平面形は方形で、長軸 5。 16m、 短軸 522m、 主軸方位 N

3° Wである。確認面からの深さは 54 cmで遺存状態は良好である。覆土は 8層 に分層 され自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは北壁中央に付設され袖は丸味を持ち、火床面を囲む。主柱穴は 4基確認され、掘方は比較的大きい。他に出

入ロピットがカマ ドと対称の位置に検出された。硬化面は住居内に広く確認され、中央には焼上が分布 している。周

溝はカマ ドを除き全周する。

遺物は土師器甕・郭、須恵器甕・瓶・蓋 。郭 。高台付盤などで、本遺跡の当該期の遺構の中では良好な遺物群であ

る。遺物から遺構は 8世紀後半と判断される。なお土師器邦 (4)は底部外面に墨書がなされるが、釈読は出来ない。

この土器については覆土中からの出土であり、土器の特徴から 9世紀後半～ 10世紀の時期 と考えられ、遺構廃絶後

の混入の可能性が高い。

b

L=46 100m

督裟肥窪F3与氣膳胡臨彗
2踊
ぜ轄勢

1～ 3硼微

亀判雑年焼土粒ゅ
3L=乱転~41長尼盤争2足丁論頴畳ンを望ず

ウサ艶需饒瀞掘静ヽ 垂平ヒ
たが略続ぱ臨 φ乳魂撒蟄鶏健寛露

F難

薇瞥
Ш嗅サ管犠抱S名

ロツ呪1塩∫縣量
工
長濫『 rて孔阜

7鎧
り亀
Π
再昂鼻寺
口~ム粒,ブロックゅ1～Юm多 灰粒微量

8配
瑶T与 農゙詰薇雪
~豫
《孫鼻堅「
焼土粒ゅ1～ 5硼多

尋偽鰈絡亀到誤
m抑

鉢私
渓化避ザイ蜆亀歳ゴ礎場t駆響

中焼上粒ゅ1～ 5剛中

鵠m桜ど
4/3響
,キ粘性強 

粒・焼土粒ゅ1～ 3 atll少  炭化粒 ol～

lm0       1/30

第 86図  10号住居跡 (1)
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・5 rへ＼  ォ_ノ
!23＼ V/生 多

A

A

C

D

L=40 100m

L事6100m

E        E'
L=46 100m

ー
D'

1/60

舞饉鱈,巨靱齢壷姦勢鍵は観那詰線を稽陸駒臨犠色桂桂わ
ξ t詩亀パぎ老雹主

ま
習二辮 浄1～ 4 alE多  ロームブロック5～ 20 Dul少 焼土粒 ol～ 2 ull微 量 炭化粒φl～ 2 11u l微 量 灰褐色粘土粒φl～ 2 Dal中  しまり,粘

伊脅群認完麟
色吉_長羅拿Ⅲせと云夕響争ク予ftτ品(牽多豊

=評
理で膚孟痩象撃貴軽弊 く耀 壌乾篭ヒごg敦亀ゃゃ疎斡 的 。

まし
　
　
　
強
朧肺　　　しまり・粘性
しまり。的　　　ル

鵬施脚脚　呻

”３
眸
り●りｏ　
河

勘・ム粒．ブロ， ¨̈・ム粒φ‐”・ム粒．ブロ

Ｐ４

ロ
ロ
土
上

ロ
ロ

一“弾獅獅“呻

粘性強

第 87図  10号住居跡 (2)
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第 88図  10号住居跡出土遺物

♀_________―――――――――――――一ニィユ________――――――――――――一二二♀m
24

0_________―――――-1イ全―_____――――――-121m
23。 25

0  74禦 帥

1 -22

14

22-1

22-2

ヽ
朝

-64-



表 43 10号住居跡遺物観察表
報

番 点 五 整形の FT徴 焼成 色 調 況合土 残存

土師器

「CJの字に外反 し口唇の柄み
上げは明瞭。

部内外面ナデ■F形。胴部外面

にヘラの当り有り。

良好
二次焼

成アサ

ぶい黄橙

外面  7 5VR7/6
橙

石 石英やや
多い.

に半1/8

土師器 霊

小形の菱である。胴部は球

力。日I・ tは 「C」 のキに外反
rH唇直下で催わЧこ受け口と

口縁は内外面共に積ナデ。胴

鋤魏脚

ぶい黄褐

外面 5VRS/6明
赤褐

IR石  石英多
い。雲母やや

多い。

日縁～胴

部1/8

と師器 菱 (90)

底部は平庶で、胴部下半は直

線的に開く。

底部本栗痕。胴部外面は縦方

向の ミガキ 内面はナテ
良好

内面 10VR5/3に
ポい黄褐

外面 25V5/3黄
掲

褒母多い。長

石 石英少
是。

は部1/3
■総型斑

覆 土 土師器

やかに内湾し 口縁で僅かに
外反する。浅い。

切り。体部内面はミガキ。

良 好

リーブ黒

外面 10YR6/4に
ボい黄橙

微質物状針
　
。

部2/3 業部外面既書

業部ヘラ記

ヂヵ

須恵器

る。見込はほぼ平坦で、屈曲 ケズリ後高台貼付け。

運元不

良

画

面 25V4/1黄 し 白色粒
子 小礫やや
多い。白色針

伏物質少よ。

高台端部は鋭く尖る。内Jh蕨

地 。

須志器
高台,
盤

見込は綾や力‖こ内湾し

屈曲した後口縁はやや外反す

ケズリ後占台貼付け。

良好

色粒子少■。

白色針状物

質 鉄分の噴
出し微亀。

覆 す 須恵器
高台付

盤

る。見込は緩やかに内おし

高曲した後口縁はやや外反す

る。外端接地。

クズリ後高台貼付け。
良好

多い。 白色粒

子 小礫少
量。

須忠器
高台付

宝部は僅かに上げ広気味。体

“

は薄く、外反気味にほぼ直
生する。高台欠損。

ロクロ整形。底部は回転ベ ラ

切 り後、中心を逸れ てナデ整

形を行 つている。

良

内面 5Y5/1灰
外面 75Y4/1灰 色粒子やや多

い。白色針状

物質 鉄分の
噴出し微n。

部1/2火 損

高台久損

須恵器
高台付
イ

高台は「ハJの字に付され
る。見込は14Hやかに内湾し、
体部はやや外反する。

ロクロ整形。真部は回転ヘラ

クズリ後高台貼付け。

小～中襟 鉄
分の噴出し多
い。白色針状

物質やや多

部1/2火 損

須恵器
商台付

年に付される。底部は回転ヘ

ラクズツ後高台貼付け。内端

接地。外縁の面取りは鋭い。

ケパリ後高台貼付け。

良好 一中狂］
須恵器

局台付
年に付される。体部の器壁 Iヨ

産くやや外反する。

切り後高台貼付け。
良 好

面  5Y6/,灰
面 10V6/ユ 原

黒色粒子 .飲

分の噴出し多
い。自色粒子

徽 91。

完 形

須恵器
高台付

声に付される。体部の器碓は

序<やや外反する。
明 。 卜面 75Y5/2灰 色針状物質

小礫少工。鉄

分の噴出し級

工。

部

部

体

底

須忘器
iヽ台付
イ

る。内端接地。体部下端は位
/JNに 内湾する。 外面 75V5/1灰

礫多い。白色

針状物質少
P4。

須恵器

で、体部は直線的に開く。

整形。底部は回転ヘラ

良好

る面 75Y5/2灰

tr面  75V5/1灰

小際 白色針
状物質 鉄分
の噴出し少

里。

覆土 須志器

ミ部はやや上げ底気味の平底

で 体部は直線的に開く。 切り後一方nの手持ちヘラク
1外面 5Y7/2仄
ヨ

黒色l‐子やや

多い。石英

小～中礫少
rt。

口縁～体

部 1/4 底

須恵器 主。体部は直線的に開いた後
ヨ泳でにかに外反する。

切 り。 状
少
針

。

榛
色

里

甲
白

微

”　
。
質

小
且

物

覆■ 須恵器 イ

で、体部は直線的に開く。 切り後部分的に手持ちヘラク 外面 10Y6/1隊 多い。白色粒
子 小～中礫
少畳。雲母彼

五。

ｖ
底
豚
一　
４

］
体

ツ

須恵器
ツマミは扁平な操宝珠状を皇

する。

ロクロ整形。
良男
内外面 5V5/2灰
|オ リーブ 量。

覆 上 須恵器

天丼は裾で僅かに外反する弓

辰状を皇する。端部は僅かに
lk存するが形状は不明。返し

はIf Lぃ 。

ロクロ整形。天丼は狭く回転
ヘラケズリが行われている。

内外面 5Y6/1灰
多い。打ヽ礫微
よ。 路部欠損

覆 士 須恵器 蓋

居部はにかに外反し、端部は

豆く折れる。
良好

1内面  10Y6/1灰

D面
7W恢 し 小～中

礫 白色粒子
少螢。

覆士 須恵需 瓶

葛台は厚手で短く塁付けは

咀。外縁の面取りは狭く鋭
′ヽ。Л回部下端は直線的に開

坐形。

ぶい黄

外面 5Y6/2灰 オ

|ッ

ーノ

し 黒色粒子
少盈。

須恵器 湾する。 支。 良ガ
オリーブ

外面 IOY3/1灰
多く混入。白

色粒子多い。
1片

須恵器 管する。 波。 良オ

�
　

ν

▲
ブ

Ю
一

凶
ヅ

面

ｐ
オ

外
多く淀入。白

色粒子多い。

1片

石製品 厚 さ263553
焦材には綿雲母片岩が用いられている。自然礫を茉材にするも

`
化る。湾前の状況から鎌砥石と判断した。

で孤扶 1二お曲する。上下 び二側面に使 が認めら

鉄製品 釘 ヵ

さ255 五且902
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11号 A・ B住居跡  (第 89・ 90。 91図 ,図版 37・ 38・ 97)

本遺構は D416グ リッドにおいて検出された。6号掘立柱建物跡、P215・ 216に切 られる。平面形は方形で、両住

居跡とも長軸 47.4m、 A住居跡が短軸 4.44m、 B住居跡が短軸 4.98m、 主軸方位 N36.5° Wである。確認面からの深さ

は 42 clllで遺存状態は良好である。覆土は 9層 に分層され自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは北壁中央に付設されネ由はやや直線的に伸びた後、やや内へと入る。内部では火床面と灰層が検出された。

主柱穴はその位置からA住居が P5～ 9、 B住居が Pl～ 4≧ 考えられる。硬化面は住居内に広く確認 された。周溝は

カマ ドとB住居の西隅を除き全周する。両遺構は A住居からB住居に東南壁を拡張したものと考えられる。

遺物は体部外面に塁書された土師器片、須恵器邦類、砥石である。遺物から8世紀後半と判断される。

6号掘立柱建物跡

B
B'

＞

Ｆ
■
６
８
ｇ

1宝
1泉

粒 φ 3～ 5nl少  焼土粒・ブロック 1～ 10 nlll少  炭化
粒 ゅ 1～ 4 Dul少  しま り・粘性強

歩廿りT野篤詠び耀詭清響結微畳
~浅

化粒 ol～ 2 nll微 量  しま り強・粘性中

二Zせ耗望建]号3虜匙緒彦Ⅶ警〕器ヾ確
＞
．

B

C

E

L=45 500m

Ｄ
一獅

Ｆ
．５００ｍ

強
8 10YR3/4暗 褐色土  ローム粒 ゅ 1～ 3 Dul多  炭化粒
微量  しま り・粘性強
9 10YR3/3暗 褐色土  ローム粒 ゅ 1～ 3 dul中  炭化物
粒微量  しま り・粘性強

CUT5 H号 住居 Pl～ 4 土層説明
1 10VR3/4暗褐色土  ローム粒 ゅ 1～ 2m破 多  しま り中 粘
′性5負
2 10YR4/6褐 色土  ロー ム粒 。ブ ロック ゅ 1～ 10111多  し
ま り・粘性強
3 10YR3/4暗褐色土  ローム粒 ol～ 2 mm少  ロームブロッ
ク o3～ 20 mm微 量  炭化粒 ゅ 1～ 2111微 量  しま り・粘性
中
4 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒 ゅ 1～ 5 nle少  炭化粒 ゅ 1～
2 HIIn少  しま り ,粘性 中

炭化粒微督
暗Э豊樵 乳晃由が

・ブロツクゆ1～ 10 mm多
6 10YR3/4暗褐色土 ローム粒・ブロックol～ 10 mm多
焼土粒・炭化粒微量 しまり・粘性強

多∫∵野省ゞ詔易β魂土亀T秩裁野と板量
2性
窪り子
~薙
こ系ツ

シ∫野yゲ覗脇ゅ号二唸転藝
lτ
&ツキ鮨蓋
ブロツ

多チ∵壁曽ゞ詔旱
色
tまろT離亀

1～ 2 alll多 ロームブロッ

サゅゞ4幣緒
色提F、ぉ避譲

1～ 2硼多ロームブロッ

妥り∵瑶任齋色土
ローム粒・ブロックol～Ю mm多 し

12し
ピサィ智甚県

色土 ローム粒少 炭化粒 φ l～ 2 tul微 量

博炭柁避γl甕規亀歳優昇Lま稼i聡盈羊クゆ
1～ЮШ微量

窒 ピピγ l略盈亀
土  ロー ム粒 ゅ 1～ 5 EII微量  炭 化粒 微

m

第 89図  11号住居跡 (1)
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♀
UT♀

OY｀;房倍痘 色こ
ド
ロ翌諄響 み 1～ 3硼中 灰褐色粘 上・雲母粒少 しま り

2

(1
♀_________――――――とイ皇―_____――――――-12'm
5

Cm

l～ 4

表 44 11号住居跡遺物観察表

薗
』

□

第 91図  11号住居跡出土遺物

報

器 注祀 種頻 器II 底 径 疸 PI 1    器形の特徴 整形のTf徴 色洲  1 胎土

２

一

　

３

　

一

４

一

５

触
　
　
一　雄
一
授士

覆上

覆土

1上

師器

1独恵器

|― 一

1須
意器

14製 品

「

扉

l lIS

匡
Ilh台付

「
_とと_
!Jと と と _

1雑石製
1石 44品

ト

1宰;

二

］

I 横50

1 棋29

l 10
|

陛
1厚さ19

口縁～体

部 1/4

口Ij～虞

部1/4

1面の状況

12号住居跡 (第 92・ 93図 ,図版 38。 39・ 98)

本遺構は D411グ リンドにおいて検出された。36号住居跡を切る。平面形は方形で、長軸 288m、 短軸 3.18m、 主

軸方位 N15° Wである。確認面からの深さは 28 clllである。覆土は 8層 に分層され自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは北壁中央に付設され、左袖はやや直線的に伸び、火床面を囲む。右袖はほとんど遺存していない。ピット

は 3基見られるが、柱穴となるかは不明である。硬化面は住居内に広く確認された。周溝はカマ ドを除き、ほば全周

する。

遺物は土師器甕、須恵器郵が出土し、遺物から遺構は 9世紀前半と判断される。
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８
一獅

Ｆ
一�

C

L=45 700m

E

L=45 300m

C'   D
に=45 700m

E'

ウ

~

号住居跡

b

L凱5701m

G

L=45 700m

m                         
中

8 10YR3/4暗褐色土 ローム粒φl～ 2 Hul中  ローム粒・ブロック03～ 10 alll微 量 炭化粒・雲母微量 しまり。粘性中

CUT5 12号 住居カマド 土層説明

羅:籐 壬細
IIと ニヽチ4箔雹皇
土口二頂虐
粒ι

10YR4/6褐 色土 ローム層  し
ローム層  しま
ローム層  しま

CU■5 12号住居 土層説明             
マ

斡 棗 鞠 鰤
叶

量 叫 粘性中

まヶ !瑠雀景 
雲母粒微量 しまり・粘性中

′クゅ20硼 焼土粒 ol～ 2 1ul微 量 炭化粒ゅ1～ 2 HIl微 量 雲母粒微量 しまり

Ｎ
げ

一

∫
一

～ 2 11u l少
～ 2H」 H少
～ 2 Dull中
～ 5 aul多
～ 2 HIl少
り・粘性強
り 。粘性強

}M籐壬経策Ⅷ℃♭鞠色粘騨

強
強
強

性
性
性

粘
粘
粘

中
中
中

ま
ま
ま

し
し

し

多

多

多

ｍ
ｍ
硼
蛮

‐”３呻呻糊
的的的］卿
聴聴聴鵬翔

ルルル如蜘

１
１
１
　
少

豹
豹
獅
卍
郷

ッ
ツ
シ
５
化

ロ
ロ
ロ

”
」殊

ブ
ブ
ブ

ー

・
・
・
ゆ
多

粒
粒
粒
粒
粒

土
土
土
土
土

焼
焼
焼
焼
焼

中性粘
　
　
中

・　
　
性

仲
却
　
　
・粘

粘
し
　
　
りま
中

強
量
　
中
し
性

り
微
　
性
　
粘

ま
粒
　
粘
量

・

し
母
　
・
微
り

量
云　却醜
」

微
量
　
し
雲

粒
微
　
　
　
量

魏
揃　榊燿翻

量
卜　郵
揃期

微
φ
　
　
”糾焼土粒φ‐”舞炭ィヒ粒φ‐”］『

抑“蝉叫一↓

口
　
　
　
　
”　
ロ
ロ

量
量
１

少
微
微
ゆ
中
多

ｍ
剛
硼
ク

ｍ
噸

２

２

４

ン

３

２

”　
　ヽ
”　
口
　
”　
”

１
１
１
ブ

ー
ー

粒
粒
粒
粒
粒
粒

ム
ム
ム
ム
ム
ム

明

一
一
一
一
一
一

説

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

層土
土
土
土
土
土
土

饒雌睡睡睡鵬睡

号
ん
海
ん
ん
ん
ん

３

ＹＲ

ＹＲ

ＹＲ

ＹＲ

ＹＲ

ＹＲ

第 92図  12。 37号住居跡
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牟紗

0  1/4製 。m

第 93図  12号住居跡出土遺物
表 45 12号住居跡遺物観察表
告

を

報

掻
器 穂 II径 底径 器市i 電量 1    器形の特徴 整形の特徴 焼祓 色測   1  胎 土 残 存 備考

７
，

，
１。
，
射

７

Ｎ。

　

９
，
カ

上師器 鰤牌
儡磯面胴部上半は,デ整形であるが、僅かに万,部に平行叩きが

綾祭される。下半にはベラク

ズリが施される。 BFl部内面は
ヘラナデ。輪績痕有り。

跡鞘脚

貢
外

橙

褐      ―雲母 小～中¨
解
祐下半1/2戊部 1/5

と師器 霊 (179)

外

のキィこ腕
匈
上

ｆ

み

く

桁

短

は

は
唇

縁

ロ

る

反

る

面胴部上半はナデ整形、 F半
はヘラクズリが施される。 lr・ l

部内面はヘラナデ。輪rA痕有
朗鵜脚

橙

外 面  10YRO/4に
ぶ い黄橙

下辛V5

＝
お

６

８
上師器 良好

底部4/5

須志器 良好 卜
碗

覆土 須志器 ψ 21 良 好藤ぢ龍酵〆ド

37号住居跡 (第 92・ 94図 ,図版 58・ 103)

本遺構は D412グ リッドにおいて検出された。36号住居跡を切る。東が調査区外となるが、平面形は方形と推測

される。長軸 3.66m、 短軸 (3.48)m、 主軸方位 NO.5° Wである。確認面からの深さは 30 cmで ある。覆土は 6層に

分層され自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは調査区外にあると推測される。ピントは検出されていない。硬化面は住居内に広く確認された。周溝は調査

区内では全周する。

遺物は土師器秦、内面黒色処理の郷、須恵器都、鉄鏃が出土し、遺物から遺構は 9世紀前半と判断される。
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表 46 37号住居跡遺物観察表

13・ 14・ 15。 23・ 39号住居跡 1的

0_________―――――一―――――――一二rユ________―――――――――――――一三写m

4・ 5

第 94図 37号住居跡出土遺物

m

k

第 95図  13・ 14'15。 23・ 39号住居跡 (1)

報

舌 | 器 種 底 径 器 苛 ■ 壁 惟形の特徴 色 .・l   1  1金上  1 残在

引匙
2 澁

l taF器

二
]屯呵蘇

了
「
¬及扉

5 1鯉 品

箆

lIN

14や

体状品

1し

暗横[奪夕;み!疵 ,爆イよ1齢喬妹客争屏荘揚伊
ナデ。加

1林状を宝するもので 断面形 1よ /j形 を宅する。 IIkの茎部の可能社 も想定したが 断面刑が方形より不明林状製品とした。

4同 様朴状を■する下端に向かい ややメしみを朴びるが 全体に lll面 は方形で L瑞割,が久損する。地の可能性がある.中央付近に緻
HIのときつけ痕が役案される。

(10ど

'〈
64-593

(136)く35-138

:∃互「下正[Ξ
:酵 :i∃ 1詠 |

４

ん

ｍ
．

39号住居跡

-70-



13号住居跡

が
一ａ〓獅

A

Li46 400m

C

L=40 400m

0_________―――――」ヒ

`き

上_____――――一―――旨
m

第 96図  13・ 14・ 15。 23・ 39号住居跡 (2)

CUT5 13号住居 土層説明
1 7 5YR3/4暗 褐色土 ローム粒ゅ1～ 3 mll多 焼土粒ゅ 1
～ 2皿n微量 しまり。粘性中
2 7 5YR3/4暗掲色上 ローム粒ゅ1～ 2 aun多  掲灰粘土粒
デ
'毛

れり島音否占攀量口と芸避:歩皆タクゅ1～ 20 mll多
μl梶礁う雄躍量唇里亀ゅ≒甍亀と核晩土粒φl
3為
m:徽
昇41ご亀色二粘掌どム粒・ブロックゅ1～ 10m血多

権
=粒

ol～ 2 1nll微量 炭化粒ゅ1～ 3 all微量 しまり・粘

性 中 YR3/4暗
褐色 土  ローム粒 φ l～ 3 mm中  しま り・粘

7 7 5YR3/4暗 褐色 土  ロー ム粒 ゅ 1～ 3Ш趾多 炭化粒 φ l
～ 2 mm微 量  しま り・粘性 中
8 7 5YR3/4暗 掲色土  ローム粒・ブ ロックφ l～ 80 mm多
しま り ,粘性 中

CUT5 14・ 23号住居  土層説明
1 10YR3/4暗 褐 色土  ロー ム粒 ol～ 5 alln少  焼 土粒 ゅ 1～ 3

'm特

島R誘懲 亀 r響 唸 麟 議 Lすり覧呪 ～ Ю 血砂 焼土

粒・ブ ロック ol～ 10 mm微量 炭化粒 ゅ 1～ 2 nun微 量  しま り・
粘性 中
3 10YR3/4暗 IPj色 土  ロー ム粒 ol～ 3n4少  焼 上粒 ゅ 1～ 3
nll l少 炭化粒 ol～ 3 run微 量  しま り強 猫性 中
4 10YR3/4暗 褐色 上  ロー ム粒 φ l～ 4 mm少  焼 土粒 ol～ 5
11ull微量 炭化粒 ゅ 1～ 4 1all微 量  しま り強 粘性 中
5 10YR3/4暗褐色土 ローム粒・ブロックゅJ～ 10ほn中 焼上
群鮪話虎¶鑓営望叱と鰹 モ～免評鴫誉貯ちロッ
アt占誌ガ醗色楚化皆生去托そ叫■5常移

り
晩幣 1～ 2

♂省OY応佐隣 慶螢露町7をックゅ1～ 15 mm中 焼土
絲み
1を
峯りT粘笹苦
ブロツクφ6～ 20 mm少  炭化粒ゆ1～ 5

CUT5 14号住居カマ ド 土層説明

詠歩
OY躍
生チ伊テ)$禿孟森畳ゆ浅屁紀v争～手講

ゆ姜葛笹

をを与:ぞヨ尊塚漕|:どまう&陰皆L角12'i舟～
す誤林参榎

しま り・粘性強
3 10YR3/4暗 褐色 土 ローム粒 ゅ 1～ 3 mal少  焼 土粒・ ブ ロ ッ
ク ol～ 12 nlD少 炭化粒 ゅ 1～ 5 mm少  黄褐色冶 土粒 ゅ 1～ 3
HLl少  しま り強 粘性中

急参
OY狭
牝短線字を3濡易今態どを『子ぱ鑑渡

土砕チマ
5

話参
OY湊
牝態線争を 5濡〒今勲 世慮こ鰐盆 1を却 蓼

1置

ぎ究0撚」乞穐掲色土 ローム粒φ l～ 2 Hm少 焼土粒・ブロッ

紳
1拠
甥 l塊腕

腑 ゆ1～ 3 alnP剤拍 粒 粒ゅ卜 4

盈参
OY税
牝態綴字を2濡√今熱世怠こ鰐♂1態〕龍決

1置

り強・ 粘性 中

詣が 喫イを経 綴借 3濡甲
ム

鞄 芭 だ 鰐宏 修主 斃

1駆

中

綸歩
OY喫
ィを短伊争を4蘇〒

式
鞄置だ量鵡量焼ょ野ず払輔

堀堅者夢η島挽『世蠅串鞍杷ケ5締督
・
轟と

粘土粒微量 しまり強 粘性中
11 10YR3/4暗掲色土 ローム粒 ol～ 3 nlll少  焼土粒ゅ1～ 5
BII少  炭化粒 1～ 3 sun少 黄褐色粘土ゅ1～ 3m少  しまり・

物
性
島YR4/6褐 色土 ローム粒微量 焼土粒φl～ 4 nun中  炭化

指φお孫う璃色七
まピュ斌輔暫雇黙翡7乳 41nl少 炭化

セ望オ
=絶
牲亀  
灰褐色粘土層・黄掲色粘土層φl～ 2 nln中

艶ザrィ宅辮
色浅化続↑埓:承″品と慈抑ちそだ路

alni中  しま り ,粘″性強

CUT5 13号 住居カマド 土層説明
1← 1 10YR4/3にぶい黄褐色土 ローム粒ゅ1～ 5 Шn微量 焼土粒ゅ1～ 5 mm少  炭化粒φl～ 2 mm微量 灰褐色粘土粒φl～ 2 mm多 灰褐色粘土粒ゅ3～ 5 nul微 量
しまり強 粘性中
6← 2 10YR4/3にぶい黄褐色土 ローム粒・ブロックol～ 20 nlu微量 焼上粒・ブロックol～ 10 mm多 炭化粒ゅ1～ 2 aln少  灰掲色粘土粒ゅ1～ 511u多  しまり・

謀些『 10YR4/3にぶい黄掲色土 ローム粒ゅ1～ 2 nlln中  ロームブロックo3～ 10 Hul微 量 焼土粒ゅ1～ 2 nwl微量 炭化粒 ol～ 2 Duu微 電 灰褐色粘土粒ゅ1～ 2 mm
微量 しまり・粘性中
4 10YR4/3にぶい黄褐色土 ローム粒ゅ1～ 3 nol多  焼土粒 。炭化粒微量 しまり・粘性中
5 10YR3/4暗褐色土 ローム粒 。ブロックol～ 10 HIl微量 焼土粒ゅ1～ 2m微量 炭化粒微量 しまり・粘性中
6 10YR3/4Hき褐色土 ローム粒φl～ 4 1tuu少 量 炭化粒微量 しまり,粘性中

Ｄ
．４００ｍ
Ｌ

ｏ一帥

⊇

ざ
一

91

14・ 23号住居跡
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13・ 14・ 15。 23・ 39号住居跡

E

L“ 6 SOIIn
15号住居跡

ｅ一勁

F

L=46 500m

CUT5 15号 住居 上層説明
1 10YR3/4暗褐色土 ローム粒 ol～ 3nm中  ロームプロック
ゅ4～ 10「ul少  焼土粒ゅ1～ 34u少 炭化物粒 φl～ 10 111dl中
しまり強 粘性中

4ul盆

性零化短線
i‐

・
_・ 3覇ヌ
云
揺望魅″子ツタ監オ畠蒙

粒ピ蟹先≧

薙 ∫イ腎な麟 烏寿 ヒ遷
『
灘 ミ蘇

ツ
どぎ ヂ憲 堀醍 奪

焼土

4 10YR3/4暗 褐色土  ローム粒 φ l～ 3 4ul中  ロー ムブ ロック
ゅ
蛇荏 ギ

an微 量 焼土粒微量 炭化粒 ol～ 4 Dlll少 しま り強

5 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒 φ l～ 341中  ロー ムブロック

亀生短 l輯 り 嵩 圭境 ♂誌 宇

3陪
り鞘 鰍

1～ 3Ш少

6 10YR3/4暗 褐色土  ローム粒 ol～ 311n多  焼 土粒微量 炭
化粒 ゅ 1～ 2Ш少  しま り 。粘性 中

CUT5 15号 住居カマ ド 土層説明
1 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒 ol～ 4 Dlll中  ロー ムブ ロック
φ 5～ 10 HE少  焼土粒・ブロックゅ 1～ 15 Dur少 炭化物粒 ol
～ 12 null少  粘土粒・プロック ol～ 20 alln少  しま り ,粘性強
2 10YR3/4暗 褐色土  ローム粒 ゅ 1～ 3m血中  ロームブ ロック

'tら

汗留H総層秩誓1巽花を号(空宅杯み
10ピ
蜜ブ管ウラ恥監

～ 25 1dll中  しま り ,粘性強
3 10YR3/4暗 褐色 土  ロー ム粒 ol～ 3nn少  焼 上粒 ol～ 5

堺Tlて生指″ 'N.溶禦ゆЮ画微量粘土粒
・ブロッ

4 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒ゅ1～ 21111少 焼土粒ゅ1～ 5
1un多  炭化粒ゅ1～ 4D」 ll多 粘上粒・ブロックol～ 15 oJl中
しまり・粘↑生中

廷l歩ピ◆夕綴争を10ξ編瞥ち弟をと金彎尻孟歩
硼
慾土籍才

1～ 3 null少  しま り 。粘性中
6 10YR3/4暗 掲色土 ローム粒 ol～ 3 Dul少 焼 土粒・ブ ロッ
ク ゅ 1～ 30 nul多 炭化物 ゅ 1～ 10111多  粘上粒 。ブ ロック ol
～ 20111中  しま り・粘性中
7 10YR3/4暗褐色土 ローム粒・ブ ロック ol～ 10 nm多  焼土
粒 ゅ 1～ 3 oun少 炭化粒 ゅ 1～ 2 mm少  粘 土粒 微 量  しま り 。
粘性 中
8 10YR4/6褐 色土 焼土粒・ブ ロック ol～ 10 mlll少  炭化粒 ゅ
1～ 3 mm少  しま り 。粘性強 粘土層
9 10YR4/6褐 色上 焼土粒 ゅ 1～ 2 ml少  炭化粒 ol～ 2 Hun少
粘土粒微量  しまり・粘性強 ローム層

01

m

第 97図  13・ 14・ 15'23・ 39号住居跡 (3)

13号住居跡 (第 95・ 96。 97・ 98図 ,図版 39。 98)

本遺構はC410グ リッドにおいて検出された。14・ 23・ 39号住居跡を切る。平面形は長方形で長軸 4.20m、短軸 3.30m、

主軸方位 N77° Eである。確認面からの深さは 54 clllである。覆土は 9層に分層され自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは検出されなかった。ピットは東西に 2基検出された。硬化面は住居内に広く確認された。周溝は全周する。

遺物は土師器邦類、墨書土器片が出土した。須恵器蓋は 7世紀末～ 8世紀初めのもので、遺構外遺物と考えられる。

須恵器高台付杯 (6)は重複する 39号住居跡カマ ド出土遺物である。遺物から遺構は 10世紀前半と判断される。

遂 影
5

ゝ
7

第 98図  13号住居跡出土遺物

-72-



表 47 13号住居跡遺物観察表
注 記 器 極 |ヨ 径 底 径 器商 器形の特徴 整形の特徴 色 閉

!やかに内奮する。小形で 壁

外両  7 5YR7/6
母 白色01よ
物質少な。白
ヒ柱 F スコ
)ア ryI【。

憾
損
口
火

覆土

する。小形で濃い

良好

ぶい黄橙

外面 2 5YR6/4
にぶい黄

多い.雲母

ユ。白色針 1大
物Frt微愚.

損 ;ヵ

覆土 ■1市器

する。小形で浸い. にボい黄栓

外面 IOYR7/41こ

ボい☆笹

雲, 黒色,
T 白色li F
少 F■。白色粒

子 スコリア
倣よ。

台

ネ

対台は「ハJの年に付され端
印
`で

強く外反する。丈高であ

る。体部は下端で緩や力Wこ 内

4する。

ロクロ整形。広部は回転ヘラ

切り後ロクロナデ。 にぶい橙

外面 7 5YR7/6

笙_F母 白色
J状物質 黒
生位 Fやや多
。ヽ白色れ

体部 1/4

高台,/3

覆 土 ケズツが観察される。

黒
独

研
Ю
橙黄

十微

白色粒

壁。

内面黒色処Fl

llN部外面,ど

|
方マト 1須 な器

t4〔

れる。体部は体部は下端て

屈曲 しほぼ直立す る。

女

面 25V6/1養

し
粒
出
色

微

墳
白

確

の
　
。
小

分

い
　
　
。

黙
多

子
生

底部ヘラ記号
火ぷくれ布り

夜 上 須意器
齢
つ
賄
持
よ健 反 し、 クロ整形。 内面  5V5/1灰

外画 5Y4/1灰
白/rォ立イ 少
礫やや多い。

14号住居跡 (第 95。 96・ 97・ 99図 ,図版 40'41。 98)

本遺構はC410グ リッドにおいて検出された。15号住居跡を切る。土層の堆積状況からは 23号住居跡の建替えで、

8層上面が 14号住居跡床面になると考えられる。平面形は方形で長軸 3.84m、 短軸 4.08m、 主軸方位 Nl.5° Wである。

確認面からの深さは 30 cmである。覆土は 7層に分層される。

カマ ドは北壁中央に付設され、やや直線的に伸び、火床面が確認された。ピットは検出されていない。硬化面はカ

マ ドから住居内中央にかけて分布し、周溝はカマ ド以外はほぼ全周する。

遺物は須恵器蓋郭類、須恵器転用紡錘草、鉄製品が出土した。墨書土器は不の底部外面に「□山」、高台付郭底部

外面に「大伴」である。遺物から遺構は 8世紀後半≧判断される。

鞠
|:::il''

岡
粉
И
粉
材
Ｖ

第 99図  14号住居跡出土遺物
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表 48 14号住居跡遺物観察表
報

Ｉ 注 記 器 再 床 径 器 .j 五【 1    器形のPl徴 雛 叫 徴  1肌 1 6調 褒存 侃 考

１

　

　

　

　

　

一　

　

　

２

須な器

須志器 j4(

る。兄17Nみは綾や力Hこ内湾 し

た後万1山 し、口llは外反す

る。内端接地。

床 .r蜘ょゃや :げk気味の平底
で、体部は直線的に房‖く

身夕;r形
。ほ郡値回はヘフ

|

ロクロ士形`FLk部 は回転
ヘラ

切り後多方向の手持ちヘラケ

画

黄

面

Ｈ
猟

肘

。
質

ヽ

Щ

い
物

の
多

状

少は、

麟

:r―

面

面 5Y6/3オ
ープ黄

内面に大
'ス

▼

体部外価～戊

.4Hこ 自然れ

'付着。

It訂 ,ヘ ラA●L号

頻な器

庶部はやや し

'戊
気lkの 平

庶。体印,は 直線的に開き、器

壁は口線にかけて洋くなる。

ロクロセ形。庶部は回はヘ

切り後ナデ。
R好
磐0後

9争1権
t4桂ξ靴床滸

,ヘ ラ記号

「
須恵器

Ψ
卜
卜
‐

ゆ　　　一　　　ω
(110)

仁拉
H台は「ハ」の

'に
llされ

る。見込みで屈曲しほぼ直立

する。外端l●A地
`

点部は平底で体部は下端(緩
や力Чこ内おする

易

`履

手挙::iζ

::]正覧‖
避え不

良

|

―ブ灰    1也 引状物質
画Ю帥灰

1全 i中
映少

而戸―斗臣開¬
fYR5れ
にぶい

1彙主幹催τ
l牡。

|夕

台部の

| 卿̈ゆ　一ωｉ□Ｊ
挫 上 須志器 (76)

床訂Чよ平底でIE厚 している。

体部は 端ヽで綾や力Чこ内湾す

ロクロ坐形。床部は団ほベラ

切り後一方向の手持ちヘラケ ―部遅

元不良

2研m員
1皇千縫革モ参1醐

25Y5/2暗 い。日色劃状
|

砕
砂よ・ |

獲 十 須な器 整 (158)

大オは裾でイ■かに外Itす る与

張状。端部は11山 する。返 し

は無い。

就
肱舛 カズ

1死堰
|

M峻
麟耕構蛸

iね llLき

須意質製 紡錘
=
縦 1 75 イL径 09

高平な逆台形を,す る。 i面
端部はメtみ を科びている。 L
下面の■周線には皿状の潰い

窪みを有す Tとは中央に焼成

前にチたれている。

側隷はロクロ整形の後回 l■Nヘ

ラケズツ、 L面は手持ちベラ
クズリ 下面は回転ヘラクズ
)、 7L周 縁は同怯ナデ4F/形。

仕 Lげ として、企体に研疼が
行われている。

|

FI 1/1

形完

石

や

石
　
ｏ

や

に

Ｒ

母
　
。
少

雲

い
英

ぷ

|

|

|

新治茫

鉄製品 布鎌。 先端 に向かい猾 rdIは】う 中ほどで折損 している。米部の厚みから恕 | して小形の銀であろう

宏存災 1 |.‐ 30 厚さ0 !碓 `169。
刃部先瑞付近を欠狽する.果部
剖,は折り山 ナられて内お気nkに

脚|は蠣広で厚み を有す る。 先端部にいュか , きく屈曲する。比較的人振りの鎌。着柄

15号住居跡 (第 95'96。 97・ 100図 ,図版 41・ 42・ 98)

本遺構はC45・ 10グ リンドにおいて検出された。14・ 23号住居跡に切られる。平面形は方形で長軸 3.60m、短軸 4.02m、

主軸方位 N17° Wである。確認面からの深さは 36 cmで ある。覆土は 6層 に分層され自然堆積の様相を呈する。

カマドは北壁中央に付設され、袖は袖はハの字状に伸び、火床面が確認された。ピットは検出されていない。硬化

面は住居内に広く確認され、周溝はカマ ドと他遺構と重複する部分以外は全周する。

遺物は須恵器蓋郭、鉄製品が出上した。遺物から遺構は 8世紀中葉と判断される。

O            m

3

Om

l・ 2

第 100図 15号住居跡出土遺物
表 49 15号住居跡遺物観察表

本遺構は C410グ リッドにおいて検出された。15号住居跡を切る。

が 14号住居跡床面になる乙考えられる。平面形は方形で長軸 3.42m、

面からの深さは 36 cllで ある。覆土は 1層に分層される。

カマ ド・硬化面・周溝は検出されなかつた。

土層の堆積状況からは建替えがあり、8層上面

短軸 3.60m、 主軸方位 Nl.5° Wである。確認

遺物は須恵器高台付郭を掲載した。遺物から遺構の時期は 8世紀中～後半と判断される。

守

号

報

番
注記 1 種類 器純 口径  1 床径 器 高 重 丘 整形の特 Px    l 焼波 1   色調   1  胎 と  1 宏存 備考

覆上 須志器 口 。

lω
―   1 156 短く折れる。

髪サレ°

    1良 好 霙単無彦ギ臣

雄卿
体部は下端で内湾し、やや直

線的に開く。口jJJで嵩くなり

にかに受け口となる。

IR形
`

|

1 良好

ユ

物

微

少

状

母

十
針

婁

粒

色

　

す

色

白

質

鳳

1部
1/4

|

23号住居跡  (第 95。 96。 97。 101図 ,図版 48・ 100)
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第 101図 23号住居跡出土遺物
表 50 23号住居跡遺物観察表
報

香 産記 種類  1 器益 口径 1 底径 1 器「ヽ 1 笠量 1    器形の特徴    1    整形の特徴 Ajt成 1   色Ih   l  胎上  1 宏作  1  備考

爛
1曝
付

い 〉

1的 1蜘 粽
E持態字を:蹴

繰
「
釘 μ

那 呻
～ 期翻脚
界3繁Iだ陰,檻衝訪博共

'デ
|

39号住居跡  (第 95。 96・ 97図 )

本遺構は C410グ リッドにおいて検出された。 13号住居跡に切 られる。重複する 14・ 23号住居跡 との新旧関係は

不明である。平面形は長方形で長軸 420m、 短軸 3.42m、 主軸方位 N77° Eである。確認面からの深さは 42 clllで ある。

13号住居跡にほとんど削平されているため覆上の堆積状況は不明である。

カマ ドは東壁中央に付設されたが、掘方のみしか検出されていない。周溝は確認されていない。

遺物は 13号住居跡 として掲載 した須恵器高台付イ (6)が 39号住居跡カマ ド出土遺物である。遺物から遺構は 9

世紀代と判断される。

16号住居跡  (第 102・ 103図 ,図版 42・ 43。 99)

本遺構は C44グ リンドにおいて検出された。SK76と の切合いは不明である。平面形は主軸方位に長い長方形で長

軸 2,76m、 短軸 2.64m、 主軸方位 N26.5° Wである。確認面からの深さは 21 cmで ある。覆土は 4層 に分層 され、自

然堆積の様相を呈する。

カマ ドは北壁中央に付設されたが、右袖基部が遺存 し、火床面が検出されただけである。周溝はカマ ドを除く北半

に確認された。硬化面は住居中央に検出された。柱穴は確認されていない。

遺物は土師器甕・郭、内面黒色処理不、須恵器密・甑 。郭、墨書土器片が出土した。遺物から遺構は 9世紀中葉と

判断される。   「

B

1碇 b b'

B
L=46 800m

CUT5 16号 住居  土層説明

止歩1群話劣橿酵 夢強毎争持鶉 ま義撥阜;夕 |1奎〔院
争寺併胞九倦羅空長共理イぜ拿チ翡 ゅ言こち協 摩縮鴻詠量炭
挙℃将餡昆日扉 冠 響 是」爺 ご4φ 挫 塩微量 焼土粒微量 炭化物粒微量 雲母
粒多 灰褐色粘土粒・ブロックゅ1～ 20 alll多  しまり・粘性強

・
ヽ
０
∞
０
０
ヨ

朗 5樋          m

】騨沈騒色圭 E二会を41定 B絨 駐極?歩X珠執
1賽
化毒球吋瑚酢 桂絆 欅銃 極毒聟

″・絆
3 10YR3/4 暗褐色土 ローム粒 ol～ 5 HII少  焼土粒ゅ1～ 3 duJ
4 10YR3/4 暗褐色土 ローム粒 ol～ 2 Hull微量 焼土粒・炭化粒 ol～ 2 1n n微 量 粘上粒少 しまり・粘性中

第 102図 16号住居跡
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第 103図

51  16

17号住居跡  (第 104図 ,図版 43)

本遺構は C323グ リッドにおいて検出された。

確認面において既に周溝の大半が削平されてお り

西壁中央にあったと推測される。柱穴は 4基あり

遺物は弥生土器・土師器片、礫が出土したが、

平面形は方形で長軸 4.80m、 短軸 4.92m、 主軸方位 N89° Wである。

、東隅周辺のみ遺存 している。火床面が検出されたためカマ ドは北

、対称に配置されている。

時期は不明である。カマ ドを持つことから、古代 と推測される。

Cm

16号住居跡出土遺物

号住居跡遺物観察表

器形の特徴    1    推形の特徴    1 焼成

1聴 2蜘器 班 10⑩ ω   唖71阜1脳 ;!聘
う稿
ヒ會::::B,怠二こマ

堆
|=尋粋ほlgttM[ほ i言:予な‖

静I氏
十唖 71… …

中 °

E具

怪 離 孫 猫 ス ピ 売

ム

1帯
倖

ド

絲 甘

υ 生

膝 材 こ 募 そ :| |

君劇〒i〒帝|―寸1屁中期湘離f脅躙呼臨ど『F瀧静渭
4可寸1車HJ露囃堅尊  M
輩1卓斗二十羊・十二枢二≧建練
上ピ_とゴ上_二上旦J �5,廷郡

臨
匹撒学″
ぼM膵転れ粋伴|   |       十粒r少よ。  |

芹聴「取丘)市計三十て下岳翻膵了
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第 104図 17号住居跡

19号住居跡 (第 105・ 106・ 107・ 108図 ,図版 45・ 46。 99)

本遺構は C324グ リッドにおいて検出された。20号住居跡を切る。平面形は方形で長軸 4.80m、 短軸 4.80m、 主軸

方位 N15.5° Wである。確認面からの深さは 42 cmで遺存状況は良好である。覆土は 9層に分層され、自然堆積の様

相を呈する。

カマ ドは北壁中央にあり両脇に柱穴がある。対称の位置にあと2基の柱穴があり、すべての柱が住居の内に傾斜す

るように掘方が検出された。カマ ドは右袖基部が遺存し、内部に火床面と灰層が検出され、遺物も多く出土した。住

居中央には炉が検出された。平面形は円形で長径 72 cm、短径 60 clll、深さ7.5 cmで ある。炉には焼土が一面覆つている。

遺物は須恵器郭 (H)・ 高不 (17)を 除き、本遺構の遺物であるが、墨書土器片 2点を含む。鉄製品では鏃・穂摘

具が出土した。遺物から遺構の時期は 9世紀後半と判断される。

20号住居跡 (第 105。 106・ 107・ 108図,図版 45)

本遺構は C324グ リッドにおいて検出された。19号住居跡に切られるため、全容は不明だが、平面形は方形で長

軸 3.60m、 短軸 3.60m、 主軸方位 N14° Wである。確認面からの深さは 40 cmである。覆土は 3層に分層される。

カマ ドは確認されなかつた。柱穴と出入口施設と見られるピットが南壁付近に検出された。検出された硬化面から

は住居内に広く分布したと推測される。周溝は検出されなかつた。

遺物は須恵器邦 (11)。 高杯 (17)が 出土した。遺物から遺構の時期は 8世紀後半と判断される。
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20号住居跡

・粘性中

しま り弱  粘性 中
粘性 中

第 105図  19・ 20号住居跡 (1)
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CUT5 19号 住居炉 土層説明       当
1 10YR3/3暗褐色土 ローム粒ゅ1～ 2 HL少  燒土粒子ゅ1～ 3 all多
炭化物粒 ol～ 10 Dlln中  しまり中 粘性強 灰層
2 10YR3/3暗褐色土 ローム粒ゅ1～ 5 HLl多  焼土粒ゅ1～ 5 nul中  し
まり・粘性中 炭化物層
Ct T5 19号住居カマド 土層説明
二 花建VY空聯 椛藁龍多φご郵j響乳巖袢ゆ1～ 5Ш少炭
絶級筐
略
鍵ど題

'キ

～7孟傘粒湊花を3T13忌み
ム
聡≧継t塩認

『 1許鳥鬼 i劃彗琶4 口_ム粒φl～ 2 Dll少  焼土粒φl～ 5 Hll多  炭
化粒ゅ1～ 3血少 粘上粒ゅ1～ 2 1nll中  しまり,粘性強

生歩讐リケ序]毎誌Шみ
~安
托をと守1撃盆少焼薙逹建とィえ∵患多

焼
しまり。粘性強
5 10YR3/4暗掲色土 ローム粒 ol～ 3 mll少  焼土粒・ブロックゅ1～
20 1all多 炭化粒ゅ1～ 3 aul少  粘土粒ゅ1～ 5 Hul中  しまり。粘性中

和曜聯:矮糧魯三～:こ宏毒糾髪酢鰍i盛を紗褒
化粒ゅ1～ 2 alll少  粘土粒ゅ1～ 3 Hll微量 しまり'粘性中
8 10YR3/4暗褐色土 ローム粒φl～ 3 aul少  焼上粒 。ブロックol～

;0瑠常話た倦糟色と
～Ξ聖仏粒好キ比宅誌歩

3埋
墜尋ゅそLそ誌修中残

土ブロックo4～ 10 Hull少  炭化粒 ol～ 2 nul中  粘土粒ゅ1～ 3 aull中
しまり。粘′畦中

第 106図 19・ 20号住居跡 (2)
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19。 20号住居跡出土遺物 (1)
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第 108図 19・ 20号住居跡出土遺物 (2)

19。 20号住居跡遺物観察表 (1)
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上師需 菱 (198) 抹瞥iξξ檬峰タモ手を≒燈 |'そ i二 :舟窓[争ξ『芳偲
る。
    |

芙
多
石

やや

石

母
　
。

Ａ
丁
＾
い

０
欄

Ю
橙

黄

　

費

面

い
面

い

内
ぷ

外

ぶ
朗鞘淑 1早

笠予∵

1缶

裕型型

覆 上

縦望環接蔵澄与客Fttξそ奨
~[7こ

蒻阿羅ヌⅢ瓦冨霰甲要蠣期`
ド
猛

|

授 土 上師需

体部は緩やかに内潜し口縁に
至る。日辺の器壁はAIい 。

好

は

ミ

回

な

は
常

下

は

外

内

形

ヅ

推

ズ
ロ

ベ
ガ

一　

５

臼
回
日
日
岡

那　　一　珊　一　　　鶴　‐‐「‐れ

率

「
剰

甑

「
川

到

―¬

|

―召

―
刊
憾 21

―

」

「
「
「「
「
‐福

露宇奮伊
。体舶土級やかに内

身そFΥ
輛
「

軋 :概 熙 電

"―鶉輛下←[弔畢腑 認
鑢 心!議浮糊 韻

Ⅲ戸
隧『:「静「

rk Fl

嵐 南 1物質少

転ヘラ
|~~~強 、

試額聟瑞「
航
  1岬 電協

陸
挿「
¬

桜と 須恵器
百台付

躊甲雨下
甲
噺
Iプ
琴田靡F

坦

覆土
‐
‐「

細‐引
須恵器

須忠器

イ

IIN

中引
蜘
く‐３‐，‐

―引
(80)|

――――――
|

］引
Щ

７‐４
‐

開←   P嵯
|

騨 観願臣騨麟

緞臨�・・・J・ 肱翻 康

鬱

　

　

　

一　
　

　

　

‐３

到
潤

籍　　一　　　郷

_」」
|

一召

・‐

６‐　　一　　　螂

識筆Iは
翻 詢亡線的

Ⅳ

覆肯題を唇り畷

I脚 函即
尺

臨宝珠状を皇する。

凹――却十
一‐期‐

卿　　　一　　郷

―
‐
１
４
１
１

４
　
　
　
　
一　

　

蓋

(198) 釦 〉

|

科

く24〉
|

-80-



表 53 19。 20号住居跡遺物観察表 (2)

22・ 35号住居跡

A'

～ 2 4ul微 量 焼土粒ゅ1～ 3微量 炭化物粒微量 しまり強 粘性中
2 Hlll微 量 焼土粒 ol～ 2 all微量 炭化物粒微量 しまり・粘性強
5 Hlll中  焼土粒微量 炭化物粒微量 しまり・粘性強

3 10YR3/8暗 褐色土 ローム粒・ブロックゅ 1～ 1 2 nlll中  焼土粒・炭化物粒・粘土粒微量  しま り・粘性中
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CUT5 22・ 35号住居  土層説明
1 7 5YR2/3極暗褐色土 ローム粒 ゅ 1～ 3 11El微 量 焼土粒微量 彦
2 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒 ゅ 1～ 51111少  焼土粒 ゅ 1～ 2 HII微
1■ 5YR2/3極暗褐色土 ローム粒 ゅ 1～ 3画微量 焼土粒微量

纏
ヒ
鴇 売 ち省収斃見M兆多

り
提 紺 乳 ′l.EF

: iIヤミ:チ4慈掲畳圭 E三我雑?歩宮,研Tl短縮  しまり強 粘性中
・ブロックφ l～ 20 mШ少4 10YR3/4暗 掲色土 ローム粒φl～ 241E微量 ロームブロックゅ3～ 20 Duu微量 焼土粒・ブロック (

5 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒 ol～ 5 Hln多  焼土粒ゅ1～ 2 Hll微量 炭化物粒微量 しまり・粘性強
6 7 5YR2/8極暗掲色土 ローム粒ゅ1～ 2 4ul微 量 焼土粒ゅ1～ 3微量 炭化物粒微量 しまり強 淋
7 10YR3/4暗 掲色土 ローム粒 ol～ 2 Hlll微 量 焼土粒 ol～ 2 all微量 炭化物粒微量 しまり・粘性
8 10YR3/4暗 掲色上 ローム粒 ol～ 5 Hlll中  焼土粒微量 炭化物粒微量 しまり・粘性強
9 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒 01～ 5 DJll多  焼土粒微量 炭化物粒微量 しまり・粘性強

CUT5 22号住居カマ ド 土層説明

i lll忘 :′::8B: :::gli:,専 み§
犠
:g31::ξ 拿:348を 手 :::拿 与

そ
そ:`争 与 3]ぢ ft

7 10YR3/3H害褐色―L ローム粒 ol～ 3 Hul少  焼土粒 01～ 5Ш中 炭化粒 ol～ 3 mm中 粘土粒 ol～ 2 mm少  し

CUT5 35号 住居カマド 土層説明
1 10YR3/4暗褐色土 ローム粒ゅ1～ 2 mm中 焼土粒ゅ1～ 3 Hul少  細砂粒多 しまり。粘性中
2 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒ゅ1～ 2 Hur多  焼上粒ゅ1～ 5 mm中 細砂粒多 しまり・粘性中
3 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒ゅ1～ 2 nlm多  焼土粒ゅ1～ 3 nIIl多  細砂粒多 しまり・粘性中
4 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒・ブロックゅ1～ 30 nul多 焼上粒φl～ 2 Dull微 量 細砂粒少 しまり・粘性中

土層説明
ローム粒 ゅ 1～ 3 mm中  ロームブロックゅ 10～ 30 Hull中
ローム粒・ブロック ol～ 30 dul多  しま り・粘性 中

焼土粒微量 しまり,粘性中

22・ 35号住居跡

-81-

第 109図



22号住居跡  (第 109。 110図 ,図版 47・ 48。 100)

本遺構は C3-20グ リッドにおいて検出された。82号土坑・P314。 331・ 332に切 られ、35号住居跡を切る。平面形

は長方形で長軸 4.02m、 短軸 2.88m、 主軸方位 N9° Wである。確認面からの深さは 21 cmで 、覆土は 5層 に分層され、

自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは北東隅に付設 されるが、袖は遺存 していない。ピットは検出されず、硬化面は広く分布 している。周溝は

カマ ドと南壁を除き検出された。

遺物は土師器密・杯類が出土し、土師器不 (2)は体部外面に正位で 「万」と塁書されている。内面黒色処理の邦

も体部外面に墨書がされるが、釈読出来なかった。遺物から遺構の時期は 9世紀後半と判断される。

＼ ＼
▼
~■

Cm

第 110図 22号住居跡出土遺物

P313・ 22号住居跡に切 られる。大半が削平されるため全容は不明

主軸方位 N84° Eである。確認面からの深さは 12 clllで 、覆土は 3

層に分層される。

カマ ドは東壁に付設されるが、袖は遺存していない。ピットは検出されなかった。周溝は西壁南半と南壁に周溝が

確認された。

遺物は内面黒色処理の高台付イが出土した。遺物から遺構の時期は 9世紀後半と判断される。

ラ〃
ク
　
　
４

35号住居跡  (第 109。 111図 ,図版 47・ 48・ 102)

本遺構は C3-20グ リッドにおいて検出された。 |

だが、平面形は長方形で長軸 3.30m、 短軸 3.42m、

表 54 22号住居跡遺物観察表
告

，

報

番
種類 1 器鹿 口径 庶 径 器 高 宣 里 器形の特徴 1    整形の特徴 焼減 色謝 残存 備考
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報告

番号
注 .nL 種 類 器 itti 重■ T.形のFf徴 焼戒 色 調 胎土
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表 55 35号住居跡遺物観察表

24・ 46・ 47号住居跡

2号掘立柱建物跡

0-V岬 卿

第 Hl図 35号住居跡出土遺物

33号住居跡

キ里

D

に・ 46 800m

第 H2図  24・ 46'47号住居跡 (1)

47号住居跡
〃
河
す

区査調

46号住居跡

♀UT写 OYく露悟暑色圭昂鵡■ム粒・ブロック
Dur少 焼土粒 ゅ 1～ 2 mm微 量 炭化粒微量

2指詩記/3暗褐色土  ローム粒 ゅ 1～ 2 HI中

１０
強卜劫

０

し

ブ ロック o3～ 10 mm少  焼土粒 ゅ 1～ 2 oun微 量

嗚 甥念ギ鍮ぴ嘲 1継

ロ ー ム

炭化

焼 土粒

炭化粒

B

L=47 000m

C

L=47 000m

微量  しま り中 粘性強

fUT:OYく坊倍橿色翌臀藍4ム粒ol～ 211n中 焼上粒
ゴI議亀男犠だ

りごピ甥 .ブロックゅ1～Ю
3そ0龍元偕摺催尭♂口_ム粒・ブロックφl～ 20

排骨格路覺騒色垂中そこ竜専J.軽γゅI身
皿m多  しまり,粘性中

♀UT♀ OYく露倍層色三ドロと蜃議需1～ 2 mm多 しまり。

争ぢ滸とそ忌恥界幾鯵転下こ

尊サ村醒盈儒瑠観ま犠性中

46号住居跡

24号住居跡

耕作七E
L=46 900m
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CUT5 24号 住居カマ ド 土層説明

土粒微量
4こ
攣 義 ま sξ 今

粒 ゅ 1～ 2 mll微量 焼土粒 ゅ 1～ 5 1ul少  炭化粒 ol～ 2 11ul少  粘

粒 ∫イ壁で影
生
畿 デ う梯選懇

1～ 5 mm少 焼土粒 ゅ 1～ 3 DwE多  炭イヒ粒 ゅ 1～ 2 dul少 粘土

粒微量
3tゴ
繰倉 ぅ付生中  

粒 φ l～ 2 alll中  焼土粒 ゅ 1～ 3 auu少  炭化粒 ol～ 2 Hul少 粘 土

舘畢
OY瑶
生態綴β
=2蘇
下1芸撃りrη降焼土粒

・ブロックol～ЮШ多炭化粒ゅ1～ 3

a,簑 チ∵瑶佳宇
褐色土 ローム粒φl～ 2Hl少 焼土粒 ol～ 3 mm多 炭化物粒少 粘土粒少 し

~ 24号
住居跡 (第 112・ H3・ 114図 ,図版 48・ 49。 100)

本遺構は C325、 D321グ リッ ドにおいて検出された。P05・ 77

号土坑 。2号掘立柱建物跡に切 られる。 33・ 47号住居跡を切る。平

面形は方形と推測 され、残存する長軸 3.96m、 短軸 (2.34)mである。
~ 
確認面からの深 さは 18 cmで、覆土は 4層 に分層され 自然堆積の様

相を呈する。

カマ ドは東壁に付設されるが、袖は基部が僅かに残るのみである。

北東隅には貯蔵穴 (Pl)が検出された。南壁～西壁の一部以外は周溝が確認 された。硬化面は住居内に広く分布する。

遺物は内面黒色処理の高台付邦などが出土した。遺物から遺構の時期は 9世紀後半と判断される。

第 114図 24号住居跡出土遺物

46号住居跡 (第 112・ 113図 ,図版 60)

本遺構は D321グ リッドにおいて検出された。ほとんどが調査区外であり、カマ ドと住居壁の一部のみ検出された。

主軸方位 N18° Wである。確認面からの深さは 60 clllである。周溝は確認されなかった。

遺物が出土していないが、カマ ドが付設されることから古代の遺構と推測される。

47号住居跡 (第 112・ 113図 )

本遺構は C3-25、 D321グ リッドにおいて検出された。2号掘立柱建物跡、24号住居跡に切られ、33号住居跡をtfmる 。

平面形は長方形で長軸 4.62m、 短軸 3,72m、 主軸方位 N80° Eである。確認面において、既に床面が検出されていた。

カマ ドは検出されていない。24号住居跡との重複部分を除き検出された。

遺物は弥生土器・土師器片が出土した。遺構は古代と推測される。

雪IC「

1宝

L=46 800m

第 113図 24。 46・ 47号住居跡 (2)

表 56 24号住居跡遺物観察表
告

号

敬

番

/1面  25Y5/3芸 1多い。河ヽ～大
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25・ 26・ 27・ 28'41・ 43号住居跡
γ
◎

F
日 洵 嚇

CUT5 27号 住居 土層説明
粘性中
しまり蜂多

強

硼土粒．ブ唖的蜘睡屹

焼
　
　
焼
炭

”

量
量
　
　
１

耐醜雌砂鰺灼

”　
”　
”　
”　
”　
ロ

１
１
１
１
１
ブ

粒
粒
粒
粒
粒
粒

ム
ム
ム
ム
ム
ム

一　
一　
一　
一　
一　
一

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

土
土
土
土
上
土

色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐
褐

暗
暗
暗
暗
暗
暗

勲
Й
開
開
開
靱

ＯＹ

ＯＹ

ＯＹ

ＯＹ

ＯＹ

ＯＹ

第 115図 25・ 26・ 27・ 28・ 41・ 43号住居跡 (1)

43号住居

密    
°・
ぇ

27号住居跡   Pl(9

27号住居跡

二
団 鰤
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A 25号住居跡
L望 7301m

B
L=47 300m

G

L=47 200m

G
28号住居跡

‖
L=47 550n

」

L=47 000m

孟嶽瞥
附
安定契岳舟】辻2稀慾七笠窃霧∵絶″騨難ゆ

1～ 3

争11善有∵フ最ミと場亀澤宅権:で話族響癌蛙サ夢ロケナ
専m桜轡R3安麟浄∴輪讃托まち継

5鶴
絶中焼土粒ゅ

1～ 4

饗%島
4聾

辞満
1ぜ端壇冑錫島 1監む結秩全

～

L然�鞠縛 堀■蹴m磨艦 空
短∫撃!ぱ踏 みィ腸ご浄撫ξ蕊藝ゆご野詔

硼
絶″ど畿
土

t∫野%i〕‖評毛まり:悪注等φ
l～ 5m多 ロームブロック

CUT5 26号 住居  土層説明
1 10YR3/4暗 IPj色土 ローム粒ol～ 3 mm中  ロームブロック
誌み
～
ど習ち犠最魁絶キ粒φ

l～ 3 nll微量 炭化物粒ゅ1～ 10

絶灘 だ記昆岳言tittφごぎち絵
nm尾′麟難ゆ

1～ 4

話械瞥
R3突
簾争∴ど$托まち岳4盤程中焼土粒ゅJ～ 2

4Ш微量
3tゴ
編塩 ず

~ム粒ゅ1～ 3硼少 炭化粒φl～ 2

CUT5 28号 住居  土層説明

地∫イ壁?麟鈴与ヒだ『 ,ど4・i診
:ツどぎヂ憲

1鮒
生省焼
土

身ギ必晩峰厖帰雛ま号F稔催
1廃抱盤奪l Lτ ttτ口雄空

とゴ舟端樫燃焼
土妃T今覧ζf310謎絶『了全丁温単

ク

観∵彎?綾窃だ『 鐸∫諺
ンとゴげ勇語腔翠
少焼上

羅∫∵壁?f誠
色
健F「恙
ブロツク。1～ 15m中 焼土

牝避桜撃
4伊
野舟挽だ
=ム

粒・ブロックゅ1～ lo m1/J/・量炭

CUT5 28号 住居 Pl～ P4 土層説明

lm嶽瞥
R2安
心品滸札 !韻 七摯汗 嶋盈中

焼土粒φl～ 3

2 10YR3/4暗褐色土 ローム粒ゅ1～ 5 oHn多  ロームブロック
φ6～ 20 mm少  しまり,粘性中

身 |ここと

'§

悟静
色
嘲 |サ Jチ痺 再唸極fとζ

5 10YR3/3暗褐色土 ローム粒φl～ 5 nul多  しまり,粘性中

Ｋ

一
５５０ｍ】

K'

L
L詔7300m

CUT5 41号 住居  上層説明
1 10YR3/4暗褐色土  ローム粒・
2 10YR3/3暗褐色土 ローム粒・
3 10YR3/4暗褐色土  ローム粒 ゅ

CUT5 43号 住居  土層説明

:朧劣悟彊魯:I会劉

裾ぞ独!識暉戦摺託繰 輸馨5這
り

ミ:韓密 :三会テ:才夕|:蒻緯最焼犠:撼 !;gう概瞥
量
炭痣薙サ†t憲乱堺

少
し娑ぢ?痣権常

中
′クゆ 1～ 10 mm少 炭化粒 ゅ 1～ 3 mm少  しま り・ 粘性 中

・粘性 中
しま り ,粘′性中
・粘性 中

第 116図 25。 26・ 27・ 28・ 41・ 43号住居跡 (2)

耕作土

28号住居跡
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才4喜急写ga::|%£安与:与子;:拿
lul少  しまり'粘性中
3 10YR3/3暗褐色土 ローム粒少 焼土粒 ol～ 3 nul少  炭化粒

な鞭稔薙争鐘飴 郡莫恥嶋堺
:ずき聯暫鑑挽『ド招ギ平腸修ギ綸 鴛
ブ ロック ゅ 1～ 10 mll少  しま り 。粘性中

鳥
粘
誌暴 6/3に ぶ い黄桂色 土 ローム粒少 炭化粒 φ l～ 2 Hull少
しま り ,粘性強 灰褐色粘土層
11 10YR3/3F音褐色土  ローム粒・ブロックゅ 1～ 20 11uI多  焼土
粒 ゅ 1～ 2 4Wl少  炭化粒 ol～ 4 mm少 灰褐色粘土粒少  しま り・
粘性強

娃∫イ壁?蘇編号歳筋丁お埓鍮雪聖賭ふ躍讐.甥討ノ♂1ど塩

〔0継戦花短予社魅誠黎替ヒ靖貼 i彎熟グLttZ?亀甚強
♀08渉W挨花紀9キ～ξ悪チ控培魯遣讐♂.妥識うFFご誌詭多

～
しまり,粘性強
化謬イ湊厖短

':t『

綾鞠舗堅協叱耕l稔臨
クゆ1～

b

b

耐　耐脚耐牌咸即耐　耐脚耐脚膨脚

将
仲

”２
強

”３
強

”２
強

”３
　
”３
多

”２
強

”４
多

醐如］ム粒ゅ‐］如動如］獅　獅『“脚獅『

２７

Ｒ３

・

Ｒ３

”

Ｒ３

”

Ｒ３

”

Ｒ３

　

Ｒ３

”

Ｒ３

”

Ｒ３

”

ＯＹ
粒
ＯＹ
ｌ
ＯＹ
ｌ
ＯＹ
ｌ
ＯＹ
強
ＯＹ
ｌ
ＯＹ
ｌ
ＯＹ
ｌ

Ｔ５
１
物
１
ゆ
１
０
１
０
１
り
１
ゆ
ｌ
φ
ｌ
０

ＣＵ
ｌ
化
２
粒
３
粒
４
粒
５
ま
６
粒
７
粒
８
粒

焼土粒 ゅ 1～ 2血n微量  炭

焼土粒 ゅ 1～ 3血n多  炭化

焼土粒 ゅ I～ 5 HIIl少  炭化

焼上粒 ゅ 1～ 2 mm中  炭化

炭化物粒・粘土粒微 量  し

焼土粒 ゅ 1～ 5 4un中  炭化
強 粘性 中
焼土粒 ゅ 1～ 2 1nll少  炭化

1～ 2 mn少  炭化

協暫
:屋
鋒争すデ言湯評寺登ィを献1ぱ 10繍査

ブ
登詣象竺薙挽ザ

盈禅再士脇 吉1馬絣ゆ豊名亀聖を。歩き物『 P路盈多
～

}竜洗畠/承瞥哲名土 ローム粒ゅ1～ 2 4un少 焼土粒・ブロックゅ1～

軒榊
3項
指簿宇■辮 蝠 馴 υ螢打些鵬

ツク。1～

的脚

５

３

尊
も

げ

一

げ
一

1/30

第 117図 25。 26・ 27・ 28・ 41・ 43号住居跡 (3)

26号住居跡

b

L=47 050m
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41号住居跡

m第
だ8図 巾 併 野・28・ 呻 3靴 居跡 ④

25号住居跡  (第 115。 116・ 117・ 119図,図版 50。 100)

本遺構は D316グ リンドにおいて検出された。27号住居跡・P297・ 298に切られ、26号住居跡を切る。平面形は

方形で長軸 4.68m、 短軸 4.50m、 主軸方位 N31° Wである。確認面からの深さは 60 cmで、覆土は 6層 に分層され、

自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは北壁に付設され、袖の基部が遺存 し、内部からは遺物が出土している。ピットは 5基検出されたが、径が

大きく浅いため柱穴とは考えにくい。周溝はカマ ドを除きほぼ全周する。

遺物は土師器甕、須恵器蓋・邪が出土した。遺物から遺構の時期は 9世紀前半と判断される。

0_________=し
4生_____―――と豊

Cm

第 119図 25号住居跡出土遺物

CUT5 41号住居カマ ド 土層説明
1 10YR3/4暗 褐色土  ロー ム粒 ol～ 3 aull少  焼土粒 ゅ 1～ 2 mm少  炭イヒ粒 ゅ 1～ 5
dul微量 壮土粒微量  しま り 。粘性 中

称 l野%が q身彦を『「
F錠慧がマ 聖増町 i二蘊 名ユゴ舟 監艦

焼土粒

3 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒φl～ 2 nll微量 焼土粒ゅ1～ 3m中  炭化粒 ol～ 2
nll少 粘土粒ゅ1～ 2 all少  しまり。粘性中
4 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒ゅ1～ 3 Hul中  焼土粒・ブロックol～ 20 oul多 炭化
粒ゅ1～ 4 al中 粘土粒 ol～ 5al中  しまり強 粘性中
5 10YR3/4暗 褐色土 ローム粒・ブロックゅ1～ lo Hul多 焼土粒ゅ1～ 2 alll少  炭化
粒 ol～ 2 nul少  粘土粒微量 しまり中 粘性強

鞠
3

表 57 25号住居跡遺物観察表
告

号

報

番
注記 種類 器rI II径 虞 盗 器 高 蜜ユ 器形の特徴 焼 威 色 調 胎 土 術 考

上師器

上位に持つもので張りは弱
い。日縁は短く「くJの宇に
外反 し口唇は綺み上げられ

る。 口縁は広さが有る。

底部は平床。体訂,は ln繰的に

部外面はベラクズヅ、内面は
ナデ輩形。底部木葉痕。

證

外面 5VR5/6明

1垂

各多a含 損 胴部
1/8久狼

須忘器 (135) (65)
は不明であるが、ナデ整形を

行つている。
還
良
部

不

― ブ

や
針

。

や
色

エ

子
白

微

粒
　
ｏ
質

色

い
物

瓜”　
４
稼
ツ
ロ
部

須恵器 イ 開 切り後周縁ナデ整形。 遅

良

部

不

須恵器
台

盤

いた後屈曲し口縁に至る。口

唇直下に沈練状の寄みが観察
遅

良

蔀

不

黄

外面 5Y5/1灰
分の噴出し少

鼠。

部1/4

Ｌ

″
須恵器 蓋

大形のとである。裾部は体か

に外反 し瑞部は短く属41す

る。返しは無い。

タロ整形。天丼に日かに回
ヽラケズ )が確認 され る。

面 7
一帥　帥

小～中礫 鉄
分の噴出し微

畳。

纏～端部
1/2'P3
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26号住居跡  (第 115。 116。 117・ 120図 ,図版 50'51'100)

本遺構は D316グ リッドにおいて検出された。25号住居跡に切 られ、42号住居跡を切る。西半が 25号住居跡 と重

複するため、全容は不明だが、平面形は方形と見られ、長軸 3.36m、 短軸 (2.16)m、 主軸方位 N13° Wで ある。確

認面からの深 さは 30 cmで、覆土は 4層に分層され、自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは北壁に付設され、右袖が確認された。ピントは検出されず、周溝は南東隅に検出された。硬化面が東部に

分布する。

遺物は土師器奎を掲載 した。遺構は重複する 25号住居跡の 9世紀前半の時期を下限とする古代である。

l

第 120図 26号住居跡出土遺物
表 58 26号住居跡遺物観察表
告

号

報

番
注 .・L 器 rt II径 庶 径 器ィ苅 器形の特徴 整形の特徴 焼成 色調   1  胎 上

土師器 班

把蟄写舜農t:響伝結以音伊

|は

明隙。

部内外面ナデ整形. 期鶉胸な罐患
Wに「
級° 稼

レ

27号住居跡  (第 115。 116・ 117・ 121図 ,図版 51・ 100)

本遺構は D316グ リッドにおいて検出された。25号住居跡を切る。平面形は方形で長軸 2.82m、 短軸 2.94m、 主軸

方位 N10° Wである。確認面からの深さは 27 cmで、覆土は 5層 に分層され、自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは北壁に付設されている。ピットは 4基確認された。周溝は北壁を除きほぼ全周する。硬化面は確認 されな

かった。

遺物は土師器密・甑・郵、須恵器仏鉢が出土した。遺物から 9世紀後半の遺構と判断される。

平鍮

3

0  1/4禦 Cm

第 121図  27号住居跡出土遺物

表 59 27号住居跡遺物観察表
」［
一

報

エ
江記 種類 器 純 整形の特徴 能成 色III f.土 残rF 備 考

土師器 斑

「CJの年に外反し山麻の前み
上tザは明瞭。

部外面はヘラケズリ 内面は
ナデ整形。         1 良好

|

10VR6/6明

，
子
　
。

也
粒

旦

口
色

少
茎寄1雛愕:川

|

土 |1器 縣

バケツ形を阜する。体部は使
かに内おするもののttt線的に

回転台使用ヵ.Л回部内面に輪

寂痕、下端にヘラクズリが観

察される. Ю

掲黄

面

い

色粒 子 雲母
少足。白色割

状物質微工。

覆と 土師器 (110) (62)
る。 lfN部は緩やかに内お し口

僚に至る。

こぷい女笹

Ｆ
母
　
　
。

�
雲

ア
ニ

色

。
ツ

微

＊
曇

コ
‘

須志器 ,I

臆部久損。胴部は緩やかに内

湾し口縁で内lylす る。深身の

,本である.

．形

ズ一抑吟
,外 面 Ira部 下端画

ブ

面

一
面

内

ツ

外
分の噴出し少
Pt。

剖

'1/5

火グスキ有 り

28号住居跡  (第 115。 116。 117・ 122図 ,図版 52・ 101)

本遺構は D316。 17グ リッドにおいて検出された。 41・ 43号住居跡に切 られ、42号住居跡を切る。北部が調査区

外となるが、平面形は方形と見られ、長軸 432m、 短軸 438m、 主軸方位 N39.5° Wである。確認面からの深 さは 60
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cmで、覆土は 6層 に分層され、自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは北壁に付設され、袖はややハの字状に開く。柱穴は 4基あり、対称に配される。周溝はカマ ドや遺構の重

複部分を除き全周する。硬化面は確認されなかった。

遺物は土師器甕、須恵器密・壺・蓋・ lTX類が出土 した。内面黒色処理の高台付皿は 9世紀後半、須恵器蓋 (H)は

7世紀末～ 8世紀初めと考えられ、遺構外の遺物である。遺物から8世紀後半の遺構と判断される。

9

啜ヾ爵鬱プ

|  1 姥

0

― 一｀L ll

第 122図 28号住居跡出土遺物
号住屋跡遺物観察表

告

，

報

番
注記 l fr頚 器形の特徴    1    1窪 形の特徴

∞8艦縮 拝
t:跡綴 解

1縮
瑠鍔 妨伊

ナテ加

1良好

1漱翫騒二願 謗 縮騨 鋼
２５　　　一　　　⇔　　　一　　　め

1 
良灯

1野 .雲
Fr書

1損    |

|

|
|
7)|

恋髯R計
であa潮 叫 り

除 F脚
ま 肺 当て具

班土 1狽志器

|

須恵器
|

1外面 75Y6/2灰

而]軍乙涵 4弔司

…

~~

弁17録1階 B毎言忌耳
|

至駆翻謂梨画
g・ g

|ぞ湾免履素皇災建弯F端
部付

19 1N。 1 1 土製
`培
 1 文脚 |た さ1371 幅 tOS I厚 さ661 14286

R好

限噺 屑寸
~~

_に ,市 if l菱
|(220)
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41号住居跡  (第 115。 116・ 118・ 123図 ,図版 58・ 59。 103)

本遺構は D3-16・ 17グ リンドにおいて検出された。28号住居跡を切る。大半が調査区外となるが、残存長軸 (0.42)m、

短軸 3.42m、 主軸方位 N25° Wである。確認面からの深さは 54 cmで 、覆土は 3層に分層され、自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは北壁に付設され、両袖が遺存する。

遺物は土師器甕 1点を掲載 した。重複する遺構の時期から 8世紀後半を上限とする遺構と推測される。

Cm

41号住居跡出土遺物
表 61 41号住居跡遺物観察表
報

番 種 類 器子二 口径 虞 径 器 高 重玉 鹿波 色調 胎 土

土師器 理 (206)
外反し口rIの IFD Lげは強 謝

`内

外面ナデ整形。
良好

赤欄

に本い褐

金芸母多い。

43号住居跡  (第 115。 116図 ,図版 60)

本遺構は D316グ リンドにおいて検出された。 28・ 42号住居跡を切る。北半が調査区外となるが、残存長軸 (1,92)

m、 短軸 (1.92)m、 確認面からの深さは 24 cmで、覆土は 3層 に分層され、自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは検出されていない。

遺物は弥生土器・土師器・須恵器の小片で時期を特定出来ないが、重複する遺構の時期から8世紀後半を上限とす

る遺構 造推測される。

30号住居跡
A

1/60

ξ
３

写
也

∞

∬

一

２ｍ

ゴ

が

一

婢離房悟層雹≧
ド
Eと曇融摯旱～管蒜髯

。
雄建撃?～琴絲歩

ゆ湊花易蹴 1比章も‰力Ⅲ岨 り.粘陛中
第 124図  29。 30。 44号住居跡

第 123図

29・ 30・ 44号住居跡
44号住居跡

3号掘立柱建物跡

ウ蚕
］
世
中

導

為
礎
Ｊ
中

８

苔
噸
世
中

Ｒ
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29号住居跡  (第 124・ 125図 ,図版 53・ 101)

本遺構は C315グ リンドにおいて検出された。59号土坑、30。 44

面形が隅丸方形になると推測される。長軸 2.76m、 短軸 (2.22)m、

覆土は 3層 に分層され、自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは東壁に設けられる。

遺物は土師器秦・邦類、須恵器高邦が出土した。内面黒色処理不 (2)|よ 9世紀後半の特徴を有するため、遺構外

遺物と推測される。重複する遺構の時期の 9世紀前半を下限とする古代の遺構と推測される。

号住居跡に切 られる。検出された範囲からは平

主軸方位 N85° E確認面からの深 さは 24 cmで、

＼   ~

簸
3 ■

Ц

―
―

コ
ーーー

Ｈ
ＩＩ

Ｉ

Ｉ

ィ

ア

／

第 125図 29号住居跡出土遺物
表 62 29号住居跡遺物観察表
報告

番号
虞 径 器形の特徴 lFL成 也・F 胎 ■ 残冷 備考

憂 土 上師器 菱 (143)

|

年に外反 じ口rfは 綺み Lげ ら
禄 !よ内外uR共 にIItナデ、胴

謝
`内

外面ナデ整形。
二次焼

成ア)

内面 5Y2/2オ
ツーブ黒

外面 75Y5/1に
ぷい褐

雲H「「
…働触咀
P聰

覆 土 土師器

体部は振やかに内おした後外
反肥厚する。

半

ズ

ロ

ヘ
ガ

、内面は ,要 なミ
内面 75V2/1!R
外面 [OヽR6/4に

ぶい黄橙 B:!:十

姿監概
1掃

¢「体
|

３　　　一　　　４　　　一　‐押【

覆上

挺土

土 A中器

上1市 器

須志器

|

高台111    1

幸|ヨ
トー
|__

物引
呵里
９．‐‐

解
は年司研R鰍のV~]

孫騒二尋
『
〒あЧコ勺湾し〔¬台引

は大きく,Hく 。口像 社付部
分久損。

脚柱 t主外反欠味に開く,

ロクロ催形。庶
=L内
面はミガ

キ 外面は団ほ糸tllり 。

ロクロk形。

ロクロ ttr形 . 4方透か し́

叶
一．
ョ

良好‐
「
的

探面25Y4/21音 |

籟√雨謁
に本い黄t】   |

IB争訴4黄|

再そ単歩よデr部
″8-
|   |

預下rご面輸磁‖
F少■サ   1口 線 占 |

F帥 |

ヱ手l承::ド
帥
¬

内面ユ4処 理

30号住居跡 (第 124・ 126図 ,図版 53・ 101)

本遺構は C315グ リンドにおいて検出された。29号住居跡を切り、P252・ 254・ 301,44号住居跡に切られる。北

部は調査区外となるが、平面形は方形となると推測される。残存長軸 (4.20)m、 短軸 (3.60)m主軸方位 N7° Wで

ある。確認面からの深さは 48 cmで 、覆土は 4層に分層され、自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは検出されていない。ピットは 3基検出されたが、柱穴となるかは不明である。周溝は南西隅を除き調査区

内では全周する。硬化面は検出されていない。

遺物は土師器邦、須恵器邦、鉄製品が出土した。遺物から遺構は 9世紀前半と判断される。

1

Cm

l・ 2

防
吻
ッ
Ｖ

　

３

~昭 ~

色6 4

m

3・ 4

第 126図 30 号住居跡出土遺物

表 63 30号住居跡遺物観察表

瓶 貢 瓢 繭 される飾万顧 蔽 環 爾 扇 顧 面
~~~十

一 ―

雄 朗
|い 1 

伽〉
l 
⑫  lЫ 9!勘

鬼  ~F麟 ケ航
……

1財 И
gi柱売1音 にテ♂

r埜

-92-



44号住居跡  (第 124図 ,図版 53)

本遺構は C315グ リンドにおいて検出された。 29。 30号住居跡を切 り、3号掘立柱建物跡・75号土坑に切られる。

大半が調査区外となるが、平面形は方形となると推測される。残存長軸 (330)m、 短軸 (0,78)m、 主軸方位不明で

ある。確認面からの深さは 48 cmで 、覆土は 3層 に分層され、自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは検出されていない。ピットは検出されなかつた。周溝・硬化面は検出されていない。

遺物は出土していないが、重複する遺構の時期から上限は 9世紀前半と判断される。

32・ 45号住居跡 ンヤ !§

b

ュ  L=47100m

A'

S145

b'

L=46 200m

;誓リジを峠 縫蝶 :冊絵量 綴 詰
粒
じ

夢竹許R3打嶋括色土 ローム粒φl～ 3 Шn多 焼土粒ゅ1～ 3

ぎ1神協兄暗褐色土 ローム粒ゅ1～ 2 mШ少 焼土粒ゅ1～ 2
叫管訥3比藉絶遭聖1号亀」爾。1～ 2 aln少 焼上粒ゆI～ 3
評省0龍九倦響 と性収発.ブロック。1～ 10 mm多 焼土
粒01～ 2m少 しまり・粘性強

Bべ

濠

     
『

CピT5 32・ 45号住居  土層説明
1 10YR3/4暗褐色 土 ローム粒 φ
2 10YR3/4暗 褐色土  ローム粒 φ
3 10YR3/4暗 褐色土  ローム粒 φ
4 10YR3/4暗褐色土 ローム粒 ゅ
5 10YR3/4暗褐色土  ローム粒 ゅ
6 10YR3/4暗 褐色土  ローム粒 ゅ

:器 配独 離 雹圭 E三食繕 B

第 127図 32・ 45号住居跡

32号住居跡  (第 127・ 128図 ,図版 54・ 55。 101)

本遺構は C324グ リッドにおいて検出された。45号住居跡を切る。平面形はやや菱形となる方形で長軸 3.12m、 短

軸 3.42m、 主軸方位 N20° Wである。確認面からの深さは 36 cmで、覆土は 6層に分層され、自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは北壁中央に付設されるが、右袖が僅かに残るのみである。ピットは検出されず、周溝は西半にしか確認 さ

れなかつた。硬化面は住居中央に広く分布する。

遺物は土師器甕・不、須恵器甕・蓋・郵類
。鉄製品が出土した。45号住居との重複のため、遺物を一括掲載 した。

このうち掘方より出土した土師器甕 (1・ 5)、 須恵器杯 (19)、
/1B土出土の土師器邪 (6)イこついては 45号住居跡の遺

物で、9世紀前半の特徴を有する。その他の遺物は 9世紀中～後半の時期と考えられ、遺構の時期も同様 と判断される。
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45号住居跡  (第 127・ 128図 ,図版 54・ 55。 101)

本遺構はC324グ リッドにおいて検出された。32号住居跡に切られる。平面形は東壁が膨らむ不整方形で長軸 3.36m、

短軸 3,78m、 主軸方位 N5° Wである。確認面からの深さは 36 cmで、覆土は 2層に分層される。

カマ ドは検出されておらず、32号住居跡のカマ ドにより削平された可能性も考えられる。ピット・周溝・硬化面

は検出されなかった。

遺物は土師器甕・都、須恵器イが出上 した。32号住居との重複のため、遺物を一括掲載 した。このうち掘方より

出土した土師器甕 (1・ 5)、 須恵器郭 (19)、 覆土出土の土師器イ (6)イこついては 45号住居跡の遺物である。遺物か

ら 9世紀前半の遺構乙判断される。

_(〔

:!::::ど
)_

v   21

第 128図  32・ 45号住居跡出土遺物
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表 64 32・ 45号住居跡遺物観察表
報

番 注 記 種預 器種 口径 重 ユ 器形の特徴 整形の特徴 焼戒 色 調 ,台土 備 考

上師器

の年に外反じ口唇は摘み上げ
らオしる。

町縁は内外面共に標ナデ。
"H割,内外面ナデ整形。 に塔い欄

外面  5YR4/4に
ぶい黄褐

多い。蜜母

肇色粒子少

は。白色雀1状

物質微工。

”
蔵
小
貯

土師器 斑 (207)

「くJの年に外反し口唇は務
み上げられる。

邪内外面ナデ強形。 朗魏脚

面

　

面

褐

内

協

外

黄

孝やや多い。
白色針状物賓

tt且。

肩部 1/4

土師器

「CJの字に外反し口唇は摘み
上げらオLる。 “

内外面ナデ整形。 がい黄橙

外面 7 5YR5/4
にがい褐

自色粒了 雲
母やや多い。

黒色粒子 ス
コリア少ユ。

土師器 霊

口都はやや張る。口稼は
「くJの字に外反 し口唇は縮
}Lげ られる。 “

内面ヘラナデ、外面ナデ整
レ。

良好
二次焼
成ア,

ボい黄橙

外面 7 5YR6/6
橙

母少 n。 白色

針状物質微

工。

苦総型翌

士師器 斑

「C」 の宇に外反じ口唇は柄み
iげ られる。 財魏脚

がい黄褐

外面 ?5YR6/6
橙

母少盈。スコ

リア微壁。

覆■ (86) 内湾し口縁は僅かに外反す

ロクロ整形。体部下端～原謝

は回転ヘラケズリ。内面はミ
褐

画

面

い

内
外

ボ

7 5Y5/41こ ユ 白色針状
防質少互。

覆土 ■1市器

内湾し口縁に至る。 リーブ黒
ホ面 10YR6/4に
ぶい黄橙

ぺV/」質 白色
立子やや多

牧■。

封
'1/2 FA蔀3/4

体部外面髪書

覆 土 土師器

底部は平底。体部は緩やア

内湾した後直線的に開く。

整形。体部下端～底部

外面 二OYR4/3に
ぶい黄福

白色粒子 雲
母少量。白色

針状物質微

工。

部1/4 底
剖
'1/2

土師器

一帥や力、ィこ
内湾する.

口

切 内面は ミガキ
`

良好

外面 2 5YG/4に
がい黄

康咸 白色針
太物Frt 白色
立子やや多

改二。

嵐部完形

覆 ■

部

か

底

や
平底。体部下半はは緩

内VLし 口縁に至る。

クロ整形。体部下端～底部

回転ヘラクズリ。内面はミは

ガ 財魏脚

内面 25Y3/2黒
協

外面 25Y4/21音
仄黄

雲母 白色拿ヤ
状物質やや参
い。スコツア

微R。

肝1/3 慮
‖完形

覆土 土師器 肝
解膀摯

|二

怠i美
γケ後ヂF背岳信鷲 外面 10YR6/41こ

ボい黄橙

母 白色針状
物質少量。

口縁1/16
体～底部

覆上 土師器
f_台 付

れ

部

さ

体

。

付
　
ヽ
る

に

で
す

年

二
湾

の
平

内

Ｊ
は

に

ハ
み

か

ｆ

込

や

は

見
緩

４口
　
。
は

高

る

端

体部下端は回転ヘラケ

内面はミガキ。
良好

中勘　　　一

状物質 白色
粒子やや多

少里。

/2土 須な器 斑

1含

なとそ車警奪主

'悪

蓬水を回転台使用。胴部下半ベラケズリ後僅かに平行「Fき が観察

される。内面当て具痕。 透元不

良

～中礫やや多
い。金套母

白色粒子少

R。

須恵器

料。口唇は折り返した後摘み
上げられる。折り返した端部
は突繰状にシャープに尖る。

舛面 5Y7/2灰 白

須恵器 ツマミ4≧2

ヤ端部欠授。ツマミはやや扁
Fな擬宝珠状を皇する。

ベラケズリが廼る。
避元不

良

1才

`拿

З

'阜

井

記

天

ラ

覆 土 須意器 イ (133) (65)
為治した後直線的に開く。 月。

良好

外面 75Y6/2灰
オリーブ

泥入。 部慮”　
１０

覆上 須恵器 (95)

は部はやや Lげ底気味の平底

で僅かに突出している。体部

は緩やか1こ内湾した後口縁て

短く外反する。小振 りなイで

ある。

臣履子発
醐却囁

良好

1内

外

多く混入。白

色粒子少量。

台色針状物質

微凪。

“

1/3

覆土 須志器

黄部は平底。体部は緩やかに

湾ヽ した後直線的に開く。 多い。小～中

映少量。蜜母

微量。

φ
蠅
蕗
Ｖ
口
都

須恵器

開いた後緩やかに外反する。

ロクロ整形。底部は回転ヘラ

切り後ナデ。
良 好

仄黄 英やや多い。

小～中礫少

工。

部1/4

覆上 須恵器

底部は平慮。体部は緩やかに

内湾した後上半で器態になり

直線的に聞く。

ロクロ雄形。底部は回転ヘラ

切り。

黄

面

　

面

い

璧母少景。鉄

)の噴出し微

砥。

部1/3

部にリベット状の日釘が続

上師器 (130)

.・ 台は「ハ」の年に付され

る。見込みは平坦で体部は直

練的に大きく開く。E付部分
に亥‖みを有す。

ベラクズリ、底部は回転ヘラ

t■lり が施されている。 М 艶
損
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第 2項 掘立柱建物跡  (第 129図 ,図版 61・ 62・ 63)

1号掘立柱黛物跡

本遺構は C48グ リッドにおいて検出された。主軸方位 N6.5° Wである。南北棟の 3× 2の側柱建物で、桁行の柱

間は 1.38～ 1.68m、 梁行の柱間は 1.68～ 1,98mで ある。柱穴の平面形は円形または精円形で、規模は長径 27～ 54 clll、

深さ 18～ 48 cmで ある。Pl'6は柱痕が確認された。

遺物は土師器・須恵器・弥生土器の小片が出土した。

一測

〓

ｒｋ
０
８
ｇ

W0099,=司

ヨ

摯
四
呵

ヨ

一
・
０
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卜

Ｆ
ｓ
劃

忍

都

Ｈ
」

　

「

<| Ｅ
０
０
め
０
寺
＝
コ

＜

ぼ

一
　

　

　

　

　

ｙ

一

榊
り。粘性中

・粘性中
榊

り・粘性中
獅

］区脚］区炉

WOOC 9ン =¬      _
0              `ヨ

CUT5 1号掘立 上層説明
1 10YR3/3暗褐色土 ローム粒・
2 10YR3/3暗褐色土 ローム粒・
3 10YR3/3暗褐色土 ローム粒・
4 10YR3/3暗褐色土 ローム粒・
5 10YR3/3暗褐色土 ローム粒・
6 10YR3/3暗褐色土 ローム粒・

:::ヨ :才夕li::事

`9

ロームブロックゅ1～ 5 nll極 多

第 129図  1

m

しま り・粘性 中

号掘立柱建物跡
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2号掘立柱建物跡  (第 130図 ,図版 63・ 64)

本遺構は C320。 25、 D321グ リッドにおいて検出された。主軸方位 N9.5° Wである。南北棟の 3× 2の側柱建物で、

桁行の柱間は 2.28～ 2.52m、 梁行の柱間は 2.52～ 2.70mで ある。柱入の平面形は円形または楕円形で、規模は長径

48～ 60 cm、 深さ 12～ 108 cllで ある。柱痕は確認 されなかつた。

遺物は土師器・須恵器・弥生土器などの小片が出土した。

U100Cとレ=1
G

kl

n  圧

B'

CUT5 2号掘立 上層説明
～ 31111中  しまり。粘性中
～ 2 4ull極微 しまり・粘性中
～5Hl微  しまり・粘性中
～ 3 Hul多  しまり。粘性中
～ 1 0 alm極 多 しまり・粘性中
～ 30 Ella極 多 しまり・粘性中
～ 3 dun極多 ゅ3～ 511n多  しまり・粘性中
5 nln多  しまり,粘性中
第 130図 2号掘立柱建物跡
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褐
褐
褐
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褐
褐
褐
色

黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
褐

ローム粒・ ロームブロックφ
ローム粒・ ロームブロックφ
ローム粒 。ロームブロックゅ
ローム粒・ ロームブロックゅ
ローム粒・ ロームブロックゅ
ローム粒・ ロームブロックφ
―ム粒・ロームブロックol～
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3号掘立柱建物跡  (第 131図 ,図版 65。 67)

本遺構は C3-15グ リッドにおいて検出された。主軸方位 N65° Eである。 30・ 44号住居跡を切る。東西棟の 3間以

上×2の側柱建物で、桁行の柱間は 1.62～ 1.80m、 梁行の柱間は 1.92mである。柱穴の平面形は円形または隅丸方形で、

規模は長径 54～ 96 cm、 深さ 6～ 54 clllである。P4～ 7に柱痕が確認 された。

遺物は土師器・弥生土器などの小片が出土した。

A

m

第 131図  3号掘立柱建物跡
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4・ 5・ 6・ 7・ 8・ 9号掘立柱建物跡

SB06P10

SB08Pl
SB09Pl

、/   SB04P5

第 132図 4・ 5。 6・ 7・ 8・ 9号掘立柱建物跡 (1)

SB05P3
SB04P3

1/60

、/ SB06P6く

SB05

SB05P6
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B'     c~    L=46 3001n

A
L=45 900m

B

L=463面  sSB800鶏

D

LJ6 300m sB07P2
P226    SB06P2  SB08P3

σ
一

F

L=46 300m    sB06PI

G

L=46 300m

1

L=46 300m

J¬
【 ゴ
戸 ヒ 」

「

~~{」

/【 __ォ
ノ aLノ

J,  K
L=46 300m L=46 300m

y   E
L=46 300m

P130

K'

P122   SB05Pl

L

L=46 300m

0_________――――一二L4塾生_____―――――――-4m

第 133図 4・ 5。 6・ 7・ 8・ 9号掘立柱建物跡 (2)

4号掘立柱建物跡 (第 132・ 133図 ,図版 65)

本遺構は C410、 D4-6グ リンドにおいて検出された。主軸方位 N15° Wである。2× 2の側柱建物で、柱間は 1.92

～ 2.10mである。柱穴の平面形は円形または不整楕円形で、規模は長径 66～ 90 cm、 深さ30～ 54 cmで ある。柱痕は

確認されなかった。遺物は出土しなかった。

5号掘立柱建物跡 (第 132・ 133図,図版 65)

本遺構は C4-10、 D46グ リンドにおいて検出された。主軸方位 Nll° Wである。2× 2の側柱建物で、柱間は 1,92

～ 2.10mである。柱穴の平面形は円形または不整楕円形で、規模は長径 66～ 90 cm、 深さ30～ 54 cmで ある。柱痕は

確認されなかった。遺物は出土しなかった。

6号掘立柱建物跡 (第 132・ 133図,図版 66)

本遺構は C410、 D4-6グ リンドにおいて検出された。主軸方位 N7° Wである。南北棟の 3× 2の側柱建物で、柱

間は 1.62～ 1.92mである。柱穴の平面形は円形または精円形で、規模は長径 30～ 78 cm、 深さ 12～ 60 cmで ある。
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柱痕は確認されなかつた。遺物は出土しなかつた。

7号掘立柱建物跡  (第 132・ 133図 ,図版 66)

本遺構は C4-10、 D4-6グ リッドにおいて検出された。主軸方位 Nll° Wである。東西棟で 2間以上×2の側柱建物で、

柱間は 1.62～ 2.40mで ある。柱穴の平面形は円形または不整円形で、規模は長径 36～ 90 cm、 深さ 18～ 60 cIIlである。

柱痕は確認されなかつた。遺物は出土しなかつた。

8号掘立柱建物跡 (第 132・ 133図 ,図版 66)

本遺構は C410、 D46グ リッドにおいて検出された。主軸方位 N18° Wである。東西棟で 2間以上×2の側柱建物で、

柱間は 1.92～ 2.10mである。柱穴の平面形は円形または不整円形で、規模は長径 48～ 90 clll、 深さ48～ 102 cmで あ

る。柱痕は確認されなかつた。遺物は出土しなかつた。

9号掘立柱建物跡 (第 132・ 183図,図版 66)

本遺構は C410、 D46グ リッドにおいて検出された。主軸方位 N23° Wである。東西棟で 2間以上×2の側柱建物で、

柱間は 1.80～ 2.40mである。柱穴の平面形は円形または不整楕円形で、規模は長径 48～ 90 cm、 深さ36～ 102 cmで

ある。柱痕は確認されなかつた。遺物は出土しなかつた。

第 3項 土坑 (第 134・ 135。 136図 ,図版 67・ 68・ 69。 103)

SK01・ 02は D411グ リッドに位置し、重複しているが新旧関係は不明である。SK09は C319グ リッド、SK19は

C3-25に位置する。

遺物はいずれも奈良・平安時代に属する。

斡
Cm

第 134図  1・ 2号土坑出土遺物
表 65 1・ 2号土坑遺物観察表

Cm

第 135図  9号土坑出土遺物

告

号

報

番
注 記 種類 器 種 嵐径 器高 蕉ユ 整形の44徴 焼成 色 調 残rF 備 考

須恵紹

|

の

1飩

1属 罰
'は
半鳳 。 体 酎 ド半 fよ E渫

枷ド
醐∝
|

コ リ

遼え不

良

黄

外面 iOYRS/4に
ボい黄侶 辞縁|
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表 66 9号土坑遺物観察表
報

訴 獅 1唯 庶 径 ,祥ドi iL( 器,レワ,4,イ敦 整形の竹 .・ 焼波 色前

Ji'市 器

1範

92)1 75

|

Ｌ瓜

。

半

く

れ

に

氏

的
下半タト面は ミガキ

部

ナ

加

は
‘
面 静信烏部与辮を1争逮,

胴下半

底訂,

カマ1砂付着
‖総型斑

＼
1

0_1/4 10Cm

第 136図 19号土坑出土遺物
表 67 19号土坑遺物観察表

第 4頂  ピント (第 137図,図版 69'70。 71・ 103)

P04・ 85・ 112。 222・ 300か らは遺物が出土した。詳細は観察表に記した。

I   P85

_     
卿

|

300

0

L===三         1/2
10o“

P222     Pl12 ・ P85'P222

第 137図 ピント出土遺物

第 5項 遺構外出土遺物 (第 138図,図版 103)

遺構外の遺物は須恵器甕・高台付郭を掲載した。8世紀後半～ 9世紀前半の時期のものと見られる。

千短巨≡互Ξ戸頭軍Ξ≡ΞttΣ イ
Pl12０

一一
惨

一

9二                9

第 138図  遺構外出土遺物
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表 68 ピット遺物観察表
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表 69 CUT5遺構外遺物観察表
報

慈 注 記 lk類 器 種 器 高 器形のIIf徴 整形の特徴 焼戒 色調 胎 土 宏存

須恵器 it

はやや強く、口縁は「くJの
●に屈曲し折り返した後柄み
上げられる。折り返した端部
は突線状にシャープに尖る。

良好

外面 5Y7/1灰 白 F単路彦よF
隧
Ｖ

須恵器
高台付
14N

反気味に開 く。

ロクロ整形。体部下端は回lrh

良
y/1

面

面
黄

内

外

灰

5Y4/1灰

2 5Y5/21音 俯沖
帥
糾
勁

礫

石

。
五

出

中

長

い
少
噴

一
　

多

子

の

。

小

英

や

粒

分

ユ

縁

Ｖ

～底書

`

覆士 土師器 イ

底部は平底で僅かに突出す

る。体部下端は緩やかに内湾

する。体部を打ち大き擬曰緑

とし 灯明皿として転用。
良好

１０

勇憚☆

白

い

外

ぶ

雲
状針

。

十
色

量

Ｖ
百

微

色
　

質

則
転

第 3章 まとめ
本区に於いて縄文時代の遺構は検出されていないが、土器・石器が出土している。本調査区での弥生時代後期の遺

構は 42号住居跡であるが、遺構の重複が激しく、全容を捉えることが出来なかつた。古墳時代に入ると、十王台式

直後の 4世紀後半の 18。 21号住居跡が検出された。ついで 5世紀になると33号住居跡、5世紀前～中葉の 36号住

居跡が現れる。奈良・平安時代になつて、8世紀中葉から住居は急増し、8世紀後半～ 9世紀後半が集落のピークと

見られる。この調査区での最大の特徴は住居の建替えや拡張の例が 9例にも及ぶことである。継続的に集落が営まれ

たと推測される。
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表 70 CUT5土坑・ピット計測表

遺構名 位 置

規   模

備  考 遺梅名 位 置

規  模
備  考 遺構名 位 置

規  模
備  考長 径 X短径 ×深 さ

(cm)

長径 X短径 ×深 さ
(ol)

長 径 X短径 ×深 さ
(cm)

SK01 )4-J 120X100× 40 〉S136
'3-25

458× 447× 24 ε4-15 433× 382X24
SK02 )4-1] 140× (40)X34 P33

'4-5
315× 258× 51 P275 ε4-15 413× 365× 22

)4-6 80X(40)× 38 P34
'4-5

961× 885× 47 ,4-15 282× 220X18
SK06 ,4-14 714X609× 41 〉S109 P35 494× 398× 51 P277 ε4-15 321× 318X21
SK07 ,4-14 589× 480× 13 〉S109 P36 )4-5 591× 553× 49 P278 ,4-15 282× 273× 21

SK08 14-19 840× 781× 21 〉S103 ,3-20 377× 377× 32 〕4-15 947× 338× 17

SK09 03-19 H86× 1132× 29 P49 〕4-5 476× 418× 51 P281
'4-13

393× 393X15
SK10 C8-24 1033X900× 30 P51 1108× 659× 44 P282 3352× 301× 49

SKll C3-20 1070× 1011× 20 P54 C4-14 731× 331× 30 P233 587× 528× 38

SK12 C3-20 576× 435× 24 P55 C4-14 865× (507)× 64 14-8 (389)X431X43
SK15 C3-20 H64× 1141× 21 P63 C4-10 】97× 240× 29 P285

'4-8

621× 741× 15

SK18 D3-16 H20× 1049× 32 P64 1268× 705× 14 34-8 324X303× 22
SK19 C3-25 H47× 1047× 14 P65 10 477× 307× 24 P287 C4-8 17× 494× 57

D3-16 1094× (388)× 23 C4-10 261× 235× 33 P288 C4-8 170× 348× 43

S(21 C4-10 H41X1002× 86 P67 C4-10 )60× 243× 60 C4-9 157× 416× H
C3-15 74 1× 68 2× IO P69 C4-10 ,86× 550× 34 C4-9 127× 400× 23

C3-20 790× 626× 10 P70 C4-10 ,56× 383× 33 C4-9 233× 232X23
SK27 C3-20 588× 552X14 P73 C4-10 570× 455X13 C4-9 1× 232× 12
C3-19 1164× 1117× 10 P74 ε4-10 465× 353× 15 34-9 294× 292× 40

C3-19 023× 999× H P79
'4-10

487× 266× 18 34-8 364× 353X19
SK34 C4-9 H58× 1152× 21 P83 ,4-15 427× 401× 29 P295 278× 247× 30

SK35 C4-9 782× (492)× 38 34-15 532× 445× 28 ε4-3 362X324X15
SK39 C4-15 692× 655X23 P89 ε4-15 449× 437× 17 P297 D3-16 453× 421X38 〉S125

C4 922X723× 20 ε4-15 392× 31 18 くP91 )3-16 547× 365× 40 〉S125

C4-14 318× 678× 55 ,4-15 508× 487× 21 588X352× 13 〉S130

SK43 C4-15 1127× 939× 44 823× 728× 21 P307 )3-16 392× 377× 28

SK44 C4-15 344× (618)× 30
'4-10

367× 263× 17 P308 )3-16 375× 375× 17

SK45 C4-15 14× 111× 34
'4-15

319× 301× 22 )3-16 329× 306× 16

SK52 D4-11 10X(642)× 26 P99 4-15 428× 381× 68 P310 )3-16 17× 305X12
５９

一
６‐

C3-15 ,39× 621× 25 〉S129 P 14-10 549× 505× 17 P311 IC4-4 〕78× 377× 20

C4-15 862× (558)× 23 (SK45,P265 P
'4-15

363× 318× 40 P318 ,3-20 ,89× 334× 20 〉S121

1006× 691× 20 P
'4-15

344× 317× 10 ,3-20 190× 458× 30 〉S121

4-8 583X482× 43 P104 ,4-15 406× 293× 24 P315 ,36X398× 30
SK65 725× 623× 35 P l14

'4-15
781× 560× 82 P316 4-4 ,33× 553× 22

D4-11 734× 615X21 (P265 P 8 14-15 383× 357× 29 P320 38-14 」59× 259× 28

SK67 】44× 625X40 P 14-15 23× 388× 25 P322 C4-5 ,81× 527× 63

〕86× 630× 52 P 761× 614× 15 C4-5
'06×
368× 61

ε4-3 691× 573× 21 P 0 4-15 374× ,8 C4-5 )07× 410X34
ε4-3 757× 606× 23 P 4 4-15 よ95× 230× 47 P325 ε4-5 167× 458× 40

SK72
'4-3

907× 835× 26 P 4-15 72× 355× 43 P326 ε3-25 509× 484× 39 〉S121

SK73 1027× 1003X26 94-14 179X375× 22 P327 ,3-25 636X449× 46 〉S121

4-3 31 5Xl16 4× 14 P154 C4-15 291× 232× 15 P329
'3-25

469× 441X17
〕8-15 41× (458)× 16 P155 C4-15 264× 255× 18 3-20 331× 321× 35 〉S121

)3-21 700× (526)X15 〉S P156 C4-15 572× 530× 19 P332 ,3-20 336× 327× 22 〉S121

SK78 ,4-4 111× 643× 35 〉S P157 C4-15 491X391× 57
'3-25

と0× 306× 25

SK79 ,4-14 309× 685× 54 P158 ε4-15 575× 418× 38 )3-16 482× 458× 35

,3-14 034X776× 31 P159 C4-15 389× 345× 18 P335 )3-21 332X310× 43
13-25 15X(507)X14 〉S121 P173 D4-11 348× 385× 20 P336 ,3-25 163× 45 SX31

SK82 )3-16 1046× (556)X21 >S122 P174
'4-15

467× 432× 52 P340 C4-9 382× 308× 36

SK83 13-19 475× 876× 606 〉S118 P205 )4-11 45× 485× 65 C4-13 191× 176X16
655× 536× P206 )4- 45× 435× 28 P351 4-13 310× 241× 28

13-25 921× 836× 31 P207 696X433× 29 P353 4-12 381X865× 41
)3-16 16X736× 41 639× 358× 28 P354 C4-8 381× 322X25

'3-19
364× 364× 28 P211 256× 252× 29

,3-20 450× 434× 32 P212 )4-6 432× 432X24
P10 ε3-25 773X443× 46 P215 D4-11 393× 488× 67 〉S111

C8-19 493× 493X25 P216 D4-11 40× 582× 6〕

C3-20 600× 574× 13 P248 C4-15 376× 262X46
C3-20 466× 424× 50 C3-20 365× 296× 20

C3-20 )47× 627X18 P251 C3-20 Ю 5× 389× 34

P15 33-25 574× 463× 45 P252 C3-15 254× 212× 10 〉S130

38-25 ,83× 349× 21 P254 C3-15 306× 294× 12 〉S130

P17 ε3-25 721× 695× 29 P261 C4-10 476× 389× 23

ε3-25 ,18× 486× 30 P265 D4-11 333× 273× 33

P20 ε3-25 ,05× 457× 20 P266 34-20 328× 273× 13

P21 ε3-25 11× 376× 19 P269
'4-15

867× 340× 38

P22 ε3-24 〕94× 353X22 P272
'4-15

465× 418× 25

P23
'3-24

,91× 357× 20 P273 14-15 502X433× 17
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テストピット

第 139図  CUT6 全体図

V CUT6

第 1章 遺跡の概要
本調査区は CUT5区の北東、D3グ リンドに位置する。調査区の標高は中央付近で 47.5mを 測 り、北西から南東に向かつ

て緩やかに傾斜 している。舌状台地の尾根部に当たる。検出された遺構は掘立柱建物跡 1棟、竪穴住居跡 4軒、土坑

7基、ピット12基である。

第 2章 検出された遺構・遺物
第 1節 奈良 。平安時代の遺構と遺物
第 1項 住居跡

1号住居跡 (第 140・ 141図 ,図版 74・ 104)

本遺構は D3-2・ 3グ リッドに於いて検出された。規模は長軸 3.42m、 短軸 3.35m、 主軸方位はN20.8° Wを指す。

確認面からの深さは 37 cmを測る。掘り込みが深く遺存状況は良好である。覆土は 20層 に分層される。

カマ ドは北壁中央に設置され、袖がやや内湾するように残存し、煙道も検出された。袖の端部には 17 cm前後の大

きさの礫が基礎にされている。柱穴は検出されなかつた。床面は平坦で硬化面が全体に広がつている。

遺物は土師器甕、須恵器秦・高台付杯が出土した。遺物から9世紀前半に属する遺構と判断される。
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表 71 1号住屋跡遺物観察表

第 140図 1号住居跡

l

第 141図 1号住居跡出土遺物
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珊霊 ― (118〉 4362

1    1

1 1

"画

部はややよ る`口 縁は IC]
の,:に 緩やかに外反 じロトは

柄み Lげ られ る。

口縁は内外面り(に 積ナデ。胴
部内外面ナデ整形。

跡魏脚

内面 7 5YR5/4
にぶいIB

外面 10YR5/41
ぷい黄褐

雲駐多い。

イf F英 )
白色針状物

質 白ヒ粒 イ

小～中際 (長

部 1/2

凹線～肩
部1/4

常総型斑

2日棚聾

l担:上
こ後術み にげられる

一噸
ｎの,に屈測1し 口には折り
口霰は内外面央|こ titナデ。胴

部外面は平行
',き
、内面には

当て具痕がiH察 される。

3憂 上 1頻な器
台

イ

“

ml四 る 体 HIは 見込みで用 Hlし l■
幣形

`

R/J

内面  5V6/1灰
外面75V6/1灰 著絲諾糖熱碑
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2号住居跡 (第 142・ 143。 144図 ,図版 74・ 75。 76。 104)

本遺構は D36・ 7グ リッドに於いて検出された。

カマ ドの一部が 4号住居跡に切 られる。規模は長軸 370m、 短軸 3.69m、 主軸方位は N24.3° Wを指す。確認面から

の深さは 30 cmを測る。掘 り込みが深く遺存状況は良好である。覆土は 6層 に分層され、自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは北壁中央部分に設置されるが、袖は僅かしか残存 しない。柱穴は検出されなかった。床面は平坦で硬化面

が全体に広がっている。周溝はカマ ドの部分を除きほぼ全周する。

遺物は土師器甕・郭、須恵器餐・蓋・郭類、石製紡錘草が出土した。遺物から9世紀前半に属すると判断される。
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ト
CUT6 2号住居 土層説明
1 10YR3/4暗掲色土 ローム粒ゅ1～ 5 mm微量 しまり強
粘性中
2 10YR3/4暗褐色土 ローム粒ol～ 3 HIn多  黄褐土粒ol
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第 142図 2号住居跡
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第 143図  2号住居跡出土遺物 (1)
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屈:巳 13
第 144図 2号住居跡出土遺物 (2)

表 72 2号住居跡遺物観察表
種類 器種 1径  1 虞径 器 高 拒 ft 器形の特徴 常形の特徴 税成 1   色調 胎土 残存 備考

一　
詞
‐
剰
‐
‐

９‐

一　

　

　

Ю

　

　

　

一

「
引
剖
一

十写甍薯
~~「 ~

|うとlξを急|
,と
を
|◆

:床
部

3号住居跡  (第 145。 146図 ,図版 76・ 104)

本遺構はD37グ リンドに於いて検出された。大半が調査区外となり、カマ ドの付設された北壁のみの検出となった。

PHを切つている。規模は残存長軸 (102)m、 短軸 3.78m、 主軸方位は N81.1° Wを指す。確認面からの深 さは 50

clllを測 り、掘り込みが深い。覆土は 5層に分層され、自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは北壁中央部分に設置されるが、袖は僅かしか残存しない。柱穴・周溝・硬化面は検出されなかつた。

遺物は土師器甕、内面黒色処理の邦が出土した。墨書土器 2ッ点が出土したが、釈読出来なかった。遺物から 9世紀

後半に属すると判断される。
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L=47750m

第 145図 3号住居跡

Cm

146図  3号住居跡出土遺物
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4号住居跡  (第 147・ 148・ 149図 ,図版 76・ 77・ 104)

本遺構は D31,2・ 6・ 7グ リッドに於いて検出された。南接する 2号住居跡のカマ ドを切つている。

平面形は主軸方位の長い長方形で、規模は長軸 4.15m、 短軸 3.35m、 主軸方位は N90° Eを指す。確認面からの深さ

は 17.2 cmを 測 り、掘 り込みはやや浅い。覆土は 9層に分層され、自然堆積の様相を呈する。

カマ ドは東壁中央部分に設置され、右袖が僅かに残存する。火床面も検出された。柱穴・周溝は検出されなかった

が、南西隅に貯蔵穴と見られる Plが確認され、長径 74.6 clll、 短径 66.7 cm、 深さ 19,4 cmで ある。

遺物は土師器甕・郭類・石製支脚が出土した。遺物から 9世紀後半に属すると判断される。
笛 |                                      ヽ 1     1      馬

|

A
L=47750m

B                               B'
L=47750m

C

L=47750m

”弾呻弾弾弾 第 147図  4号住居跡

第 148図  4号住居跡出土遺物 (1)
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第 2項 掘立柱建物跡

1号掘立柱建物跡 (第 150図 ,図版 77)

本遺構は D3=2・ 7グ リンドにおいて検出された。

mである。柱穴の平面形は円形または隅丸方形で、

確認されなかつた。

遺物が出土していないため、時期が不明である。

第 149図 4号住居跡出土遺物 (2)

主軸方位は N29.1° Wで ある。2× 2の側柱建物で、1.52～ 1.73

規模は長径 57.9～ 78.4 cm、 深さ 22.6～ 41.5 cmである。柱痕は
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第 3章 まとめ
1・ 2号住居跡は 9世紀前半、3・ 4号住居跡は 9世紀後半の遺構である。1

平安時代の集落の本体と推測されるCUT5に近接する調査区であるため、

焼土粒φl～ 2 mm微量 しまり・

しまり・粘性中
1～ 10m多 しまり。粘性中
1～ 20剋m多  しまり強 粘性中
1～ 30 aull多  しまり・粘性中

号掘立柱建物跡は時期が不明である。奈良・

集落の続きと考えられる。

v鞄鮎:6茎薙鞠
5 10YR3/3暗 褐色土 ローム粒 ,ブロックゅ

第 150図  1号掘立柱建物跡

表 75 CUT6土坑・ ピット計測表

違構名 位置
規 模

備考 遺格名 位置
規模

備考
長径 ×短径 ×深さ(cm) 長径 ×短径 ×深 さ (cm)

SK01 D3-02 122× 1182× 30 D3-07 318× 284× 15

SK02 D3-07 1282× H94× 50 D3-07 40× 389X50

SK03 D3-07 1246× 1224× 22 D3-07 426× 409× 52

D3-07 1072× 85× 16 425× 333X30

SK05 1271× H4× 12 449× 425× 32

H48× (811)× 42 P09 633× 453× 50

D3-07 1058× 729× 29 D3-06 407X39× 40 tSK05

627× 413× 54 Pll D3-12 (275)X(141)× 52

D3-02 305× 253× 54 454× 437× 72 3B01P9か ら変願

欠番 D3-02 553× 389× 30 SB01P7か ら変ラ

-112-



第 151図

Ⅵ CUT8

第 1章 遺跡の概要
本調査区は CUT2の 北西に位置し、概ね南東方向に長三角形状の調査範囲である。調査区の標高は中央付近で

47.00mを測り、西から南東に向かつて緩やかに傾斜している。舌状台地の尾根部に当たる。検出された遺構は古墳 1

基、土坑 11基、火葬墓 1基、ピント2基である。

第 2章 検出された遺構・遺物
第 1節 古墳時代の遺構と遺物
第 1項 古墳

1号古墳 (第 152図 ,図版 81)

調査区北隅に周溝のみ検出された。墳丘が調査区外に存在する喜平塚古墳の一部と見られる。古墳の墳丘部は現況

で標高約 50.6mを測る円墳である。
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L=47800m

第 152図  1号古墳

第 2節 奈良 。平安時代の遺構と遺物

9号土坑 (窮 153・ 154図 ,図版 83・ 84・ 105)

と‐4″ 400fI ___¬
《
ミミζ:::〕 [:t¨ _____中ν′

‐‐‐‐…
   IL______― ――――――――一二L4⊇Iと_________― ―――――当

m

第 153図  9号土坑

長径 105 clll、 短径 72 6 cmで南北に長い楕円形である。深 さは

19 cmで あるが、骨蔵器が土坑上端よりも高いため本来の土坑は

深いとみられる。土坑の北隅に倒位で骨蔵器を埋納 している。内

部からは人骨が発見された。火葬骨のため性別 。年齢等は不明で

ある。骨蔵器は東海系の灰釉陶器重で、口縁部を意図的に打ち掻

いている。蓋は新治産の甕底部を転用したものである。いずれも

9世紀前半≧見られる。

吉沢悟氏によれば、茨城県は全国的にも骨蔵器の出土例が多く、

約 200点 となっている。主な骨蔵器として高級な銅製容器・奈良

三彩・灰釉陶器 。須恵器の壺があり、日用品として土師器・須恵

器の甕が利用される。骨蔵器の外容器としては石櫃・木櫃が見ら

れる。骨蔵器の埋納方法は土浦市・石岡市を中心とする霞ヶ浦沿

岸では正位、国府が所在 した水戸市を中心とした那珂川流域は倒

位が多く見られる。火葬墓の立地については単独・墓群のどちら

もあるが、卓越 した古墳群や官衛 。寺院の近隣など地域の拠点的

立地が選択される傾向が顕著である (吉沢悟 1995)。

本遺跡周辺には古墳群が多く、調査区にかかる喜平塚古墳との

関連の可能性も考えられる。火葬の受容については全国的に見て

畿内 。九州・関東が抜きんでており、関東では千葉県を筆頭 とし

て茨城県・群馬県・神奈川県が積極的であると見られる。火葬に

CUT8 1号墳周溝  上層説 明
1 10YR2/3黒 掲色土  ロー ム粒 ゅ 1～ 51111中
しま り 。粘′性中
2 10YR2/3黒 褐色 土  ロー ム粒 ol～ 5 dul中
暗褐色土ブ ロンク ゆ 5～ 50 ma中  しま り ,粘性
中

捨培笹堅歩 5捗 庁 1ぜ 訂 命修
ゆ
と要 ,V絶 性

中
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限らず、寺院や仏教系遺物の出土が非常に多く、仏教の受容に積極的であつたとも言える。受容層としては寺院建立

などを積極的に行つていた郡司や在地有力者層を想定できる。

9号土坑遺物観察表

第 3節 その他の遺構
第 1項 土坑

12号土坑 (第 155図 ,図版 85)

本遺構は E211グ リンドにおいて検出した。調査区南端にあり、

殆どが調査区外であるが、深さは 144 cmあ り、上端の幅が 150 cmな

のに姑し、下端が 50 cmと 窄まる形態を採る。縄文時代の陥し穴の

可能性が考えられる。

上
くさくyノ
止

L=469蒜         止
CUT8 12号 土坑 上層説明
1 10YR2/3黒褐色上 ローム粒 ol～ 5 un多
しまり・粘性中
2 10YR3/8暗褐色土 ローム粒ゅ1～ 5D44多

3上高焔ん協 土 ローム粒ol～ 311n多
ロームブロックゅ 50～ 100 ml中  しま り・

妙特許 R3/3暗掲色土 ローム粒 ゅ 1～ 5 nuD多
ロームブ ロック o10～ 50111t中  しま り・
北性 中

表 77 CUT8土坑・ピット計測表

遺梢名 位 置

規模

備 考
長径 ×短径 X深 さ (cm)

113 5Xn3 1× 31

SK02 欠番

D2-09 1537× (1277)× 36

SK04 D2-05 1056X747X12

D2-09 875× 807× 10 >P10

E2-01 (477)× (162)× 29 >S(07

SK07 E2-01 (942)X(313)× 22 <SK06

S(08 欠番

SK09 D2-09 1104× 686× 31 火葬塞

1687× 585× 23

1576× 526× 3

SK12 E2-11 1364× (554)× 112

D2-05 476× 434× 50

E2-06 1032X935× 36

欠番

欠番

n

i5図  12号土坑

第 3章 まとめ
喜平塚古墳に関しては周溝のみの調査に留まったため、詳細は不明である。しかし火葬墓 (9号土坑)に関して、

他の火葬墓の埋葬傾向から考えて、集落の外れの、喜平塚古墳が近接する立地を意識して選択している可能性が高い。

9世紀後半と見られる CUT5の 27号住居跡からは仏鉢が出土しており、この集落が仏教の受容に積極的であつたこと

を示唆するもの≧考えられる。縄文時代の陥し穴については、本調査区では縄文土器は出土していないが、他の調査

区で出土していることから、当該期の遺構が存在したことは十分に想定される。

第 155
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第 156図 CUT9 全体図

Ⅶ CUT9

第 1章 遺跡の概要
本調査区は CUT10Bの南に位置 し、概ね南西方向に長三角形状の調査範囲である。調査区の標高は中央付近で

45.00mを測り、東から北西に向かつて緩やかに傾斜 している。舌状台地の端部に当たる。検出された遺構は竪穴住

居跡 1軒、土坑 3基である。

第 2章 検出された遺構 。遺物
第 1節 住居跡
A        調 査 区 外

1号住居跡  (第 157図 )

調査区中央調査区壁に一部がかかる状態で検出された。残存長軸

(2.70)m、 短軸 (0.96)m、 主軸方位 N28.5°  W、 確認面からの

深さは 66 cmで ある。カマ ド・周溝・硬化面は検出されなかった。

遺物は出土していない。

m

第 157図 1号住居跡

CUT9 1号住居跡 土層説明
Ib 表上 耕作土
1 10YR4/3にぶい黄褐色土。10YR6/4にぶい黄橙色土混入 ローム上少 焼土粒子微量
衡昔離托宏折

ぶい黄褐色上・10YR6/4にぶい黄橙色土混人 ローム土中 鹿沼土ブロック中 人為堆夜
3 25Y7/4浅黄色土 ローム土含む 庭沼土粒・ブロックφ5～ 30 nn多  人為堆積
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第 2節 その他の遺構と遺物
1号土坑 (第 158図 ,図版 87)

本遺構は B314グ リンド、調査区東壁にかかる形で検出した。残存長径 140 cm、 短径 (100)clllで長方形と推測される。

深さは 8.5 cmと 浅く、性格は不明である。遺物は出土していない。

2号土坑  (第 158図 ,図版 87)

本遺構は B319グ リンドにおいて検出した。長径 160 clll、 短径 80 clllで、深さは 7.3 cmと 浅い楕円形であるが、性

格は不明である。遺物は出土していない。

3号土坑  (第 158図 )

本遺構は B3-19グ リッドにおいて検出した。径 80 cmで 、深 さは 9.9 cmと 浅い円形 となるが、性格は不明である。

遺物は出土していない。

上
L=45200m

:UT♀ OY｀急善恐ド輩謁翌監 鹿沼土粒・ブロック
ず稀静ЧttA罐土鹿沼土粒・ブロック
ゆ2～ 1 2 nlll多  人為堆積

A                 A'
L=45300m

CUT9 2号土坑  土層説明
1 10YR4/2灰黄褐色土 鹿沼上粒 ゅ 2～ 5 mm少
炭化物微量 人為堆積

CUT9 3号土坑 土層説明
1 10YR5/4にぶい黄褐色土 鹿沼土粒ゅ2～ 5 Hull
微量 人為堆積

第 158図  1・ 2・ 3号土坑

第 3節  遺 構 外 出 土 遺 物 (第 159図 )

表土中からは遺物が出土した。詳細は観察表に記した。

61 0 __1/4烈

CUT9出土遺物第 159図

表 78 CUT9遺構外遺物観察表
告

号

数

を
種 類 器 種 虞径 器ド

`

伍 琶 需形の特徴 也 JH 胎 ■ 宏rT 備考

魔状。

第 3章 まとめ
調査区の地形と隣接する調査区の遺構密度などを鑑みるに、本調査区は集落の外れか、空閑地に当ると考えられる。

本調査区の調査によつて集落の範囲を確認することが出来た。

-117-



壽
―
崇
嗚

揺

―

稔

第 160図 CUT10A 全体図

VⅢ  CUT10A

第 1章 遺跡の概要
本調査区は遺跡の西端にあり、調査区の北端の標高は 52,00mを 測り、南端では 47.50mと なる傾斜のある地区である。

検出された遺構は堅穴住居跡 1軒、地下式坑 2基、溝 3条、土坑 H基である。
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第 2章 検出された遺構・遺物
第 1節 奈良 。平安時代の遺構と遺物
第 1項 住居跡

1号住居跡

〇

Ｔ
８

８
ヨ〕

Ｆ
＝
伽
〇
〇
〇
〇
ヨ

|マ       IQ
E              g

脚 �   ―
卜ど託200m

iUT;!5Y)'箕尾色翌罠謝碧シルト)ローム粒φ2卍m少 炭
歩埠離先留営と∵協齢ミト)口 _ム粒・ブロックゅ
:ШγLiR‰ F鈷塾講 ,レ占ま色戦脇 2 1ualZ
}寿そ憮》挙翻暗褐色上(砂質土)灰色砂粒ゅ2～ 5 mm主体
5辱錐揺う為難 土汚普凱レ側

士弓己―ム粒o2m主体
鮮そ礁〃Ⅲ議g格色上の質シル閂ロームブロックゅЮ～30 alL多 しまり強 粘性中

fUT:♀ 43/き忌集罷ヱ長腱星計牝上粒・炭化粒ゅ2m1/1/N

廉 そ憮抄鵠 象 褐色土 (シル ト)焼 土粒 ゅ 2血血主体 しま り
強 雅性 中

卜)ロ ーム粒・ ブロック

ローム粒・ブ ロック ゅ 2

ローム粒・ ブ ロックゆ

ブロック鞭ブロック躙施

”翔土粒。まり．的

層
し
層
し
炭

閂耐Ｄ膨”］中く砂質シ′レ”̈中弾̈弾̈申

り

ＹＲ
２０
ＹＲ
２０
ぉ

疎
２５
２”３５
２”
４７

ＣＵＴ‐ＯＡ

呻

ゆ ２ ”

坤

『

坤

２ ” ２０

閉
◎
14  19

1@
B土坑

b

L=50000m
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1号住居跡 (第 161。 162・ 163図 ,図版 88・ 105。 106)

本遺構は A23グ リンドに於いて検出された。規模は長軸 525m、 短軸 5.02m、 主軸方位はN22° Wを指す。確認

面からの深さは 48 cmを 測る。掘り込みが深く遺存状況は良好である。覆土は 5層 に分層され、自然堆積の様相を呈

する。

カマ ドは北壁中央に付設され、右袖が内湾するように残存し、柱穴は 4基が対称に配される。硬化面は住居中央に

部分的に検出された。周溝はカマ ドを除いてほぼ全周する。周溝には30 cm前後の径のピットが東壁に4基、西壁に2基、

南壁に 1基確認された。

遺物は土師器甕とともに、須恵器甕・甑・高台付盤・蓋・不など須恵器の占める率が比較的高い。遺物から9世紀

前半に属する遺構と判断される。墨書土器では「片山」が 3点出土した。いずれも須恵器杯林部外面に正位に塁書し

ており、字形には共通性があるため、同時に墨書された可能性も考えられる。

野撃髪学移ち
憾

期 え
/618

尊

録ゝ
髄   23

Cm

第 162図  1号住居跡出土遺物 (1)
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|

Ξ       7
1         21

Cm

22

0 1/2                   10Cm

(生こ::::::こュ)  22

19～ 21

第 163図 1号住居跡出土遺物 (2) 吻

移

1号住居跡遺物観察表

2嶋
ヵl土
師器

覆上  須恵器 1 蕊  |(238)

ゃ力Hと 内湾 じ田縁で
pO>1巧 451と

乱 吊晟

こ屈曲し口唇の綺

の張 りはやや強い。

郎外面はナデ、下半はミガ
キ。内面はナデ整形。

褐

にな い欄

赤褐

多い。  ,日部 1/4

麓ビ宮夕‖税D06ィ梶顧馬暴渉島HCの
摘上

二次焼
成ア〕

転替な軍チ盤
Ю781堤賊

1釧
鮒辱輔

LF。

貶 9酌
離 雛 那

=貯 牌 献
半ほ素嗚乱

面

褐

面

は平虞で体部 Iよ直線的に

く。深身である。

1妹吾ちッ啄

笹い
面

ボ

外

俺

市 |    ~1

|こ F下

房 輸 脈 JI岡
甲 =下

F

粒色。

一

」

い

少

(160)

大きく開き、口散は屈曲した

一　

‐‐

|

鬱62+る。lAVである。
は部ヘラi

底称ヘラ記号

1色 rr子やや多 1体～床部
い。果色 I・/ 11/2
子 白色針状
少 LI.

妹面贈琢オ 1會雹稚↑な

「片山 J

患覇距
る。返しは4Lぃ。

|か
しは0方 。
        |

魏 げ聖ブ
W

リーブ
1量
。

赤
色粒 F少量。

戒7)1外面 5Y5/1灰  1黒色粒子 白
色0「状物質微
a。

蜘掲悟争;与患子|

|帥″
ド覆栃

たヽ後口線でにかに外反す 1切 り後ナデ。

645ち°

64 1<185>1 538

⇔
1務
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表 80 1号住居跡遺物観察表 (2)
告

ヶ 種類 器狂 嵐 従 器 |ヽ iエ PI形のIII微 整形の特徴 焼成 1   色胡 備 考

不り1須忠器

|

世 二1_二

料肱
  1則ド
獅蜘

|  | 糊
一

口

色

黒

砥

一

一

釣

一

２‐

一
２２

一

　

２３

　

一

　

２４

雄
1棚 1郭「
事
~

銚身分存兵<31> 911 tt lF<29>捷 破20
箆被ni10 9 、51 茎h104 4■ 112

1残存k<77> 厚さOS 幅035 0牡

的形をミじ、1け袂がやや張る.茎割∫との間には四部がある。
る。ほぼ完形である.

嗚部分にFj,かつて研ぎ減らされて IIく なる。十部llは人損 モており間部の造りは確認

!ユ‡拿i;'静 :床
■す
 |

小～中礫 白 1口 傲～民

負Ⅲ談雰房監Pψ
弱

出し ,「状物 |

質少

「

。   |

断面形は鏃」y部 (レ ンズ

体部タト面に位
_r`「 片山J

笈志器 i短取■

|

|

(115)| ―

|
|

翔
 購牌yオ li:二 19‖拶:病質少二。   I

自然狛

'が

被 4jl

した池してい

第 2節 中近世の遺構と遺物
第 1項 地下式坑

1号地下式坑 (第 164・ 165図 ,図版 88。 106)

本遺構はA23グ リッド、調査区南壁際において検出された。1号溝との新旧関係は不明である。長径 2.55m、 短径

2.22m、  深さ 1.24mである。一部調査区外になるため、地下式坑としての構造が不明である。遺物は鉄滓 1点である

ため、時期は不明であるが、中近世に属すると考えられる。

m

1号地下式坑出土遺物
表 81 1号地下式坑遺物観察表

攣毎||・LI鱗 器II I 口径 1 庶従 1 器Ih 重 よ 器形の特徴     1    整形の特徴     l ltL成 1   色調   1  胎土  1 残存 備 考

2号地下式坑 (第 166図 ,図版 88)

本遺構は A2-4グ リッド、調査区東壁際において検出された。3号溝との新旧関係は不明である。長径 2.71m、 短径

(2.52)m、  深さ 1.79mである。南東に一部調査区外になるため、地下式坑としての構造が不明である。遺物は出土

しておらず、詳細な時期は不明であるが、中近世に属すると考えられる。

狡

働
柳

第 164図  1号地下式坑
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B

L=50300m

B'

B'

性__翠 生_呵m L=503蒜

/幾能,扇彗誓習也ピれ糞峯方鳶
ツ各生虫ぎ囃ッ堀袈饂串長尼鰯 2穂幣

中しま
ま諄 5権姥箕褐色土 (砂質シル ト)ロ ーム粒・ブロックゅ2～ 10 mm少 炭化粒ゅ2 Hul少  しまり

♂ 7柁憮多8極暗褐色土 (砂質シル ト)ロ ーム粒・ブロックo2～ 10 mm中  鹿沼上粒・プロックゅ

i7:脇纏1難鵜 メ
功鑑 ?渉譜クτしをЪ鰺 歳潔ゅ

・
紺 しま

軸僻緻 fttυ剥,鞠睦浮燃
′猛なし

9強 粘性 中
9強 粘性 中

:ム稔酢羊長ゴ紳劣喘諺弦Tゆ加m中 しまり強樅中
搬:ざl淫帥苺ツま

・
サ誉乳性なし

0～ 50 mm主 体  しま り強  粘性 な し

第 166図  2号地下式坑

第 2項 その他の遺構と遺物  (第 167・ 168・ 169・ 170。 171・ 172図 ,図版 106)

その他の遺構としては土坑が 12基、溝が 3条検出された。1号土坑からは鉄釉の土瓶、9号土坑からは肥前系の白

磁の輪花皿、1号溝からは肥前系の染付の小杯が出土した。また須恵器蓋が出土しているが、時期は明確ではない。

陶磁器はいずれも近世の遺物と考えられる。5号土坑からは須恵器甕・郭が出土してお り、 8世紀の遺物と見られる。

l                            Cm

第 167図  1号土坑出土遺物
表 82 1号土坑遺物観察表
報告

祈号
注 記 器rt 器形の竹微    1    整形のPI徴 焼成 卸  1 胎

・

|  |

1覆
上

1 

胸器 土瓶
 十  ~

苺!標寄雫,甘を轡贔綺ぞ孟 |ほ台温美y歩榛税
ド端～螂 1朗

く。       |         |
|

リーブ    1生 ll r微 と。

ぶい費ItA    I

第 168図  5号土坑出土遺物
表 83 5号土坑遺物観察表
告

号 注 卍
」f類 器 獅 口径  1 床径 器形の竹微 牲形の Pf微 焼城 鮒  |,台 と

笈意器

―

―
―
Ｉ
Ｌ

(283)

1含 4【孫准tl晉腰科事サ軽
鰤

蜘 射 嚇 。

跨Ψ帥
瞬駆
P碓

|

須忘器

床

く

体部下端十よ亡lAx的に開
器Vは厚い。

ちベラクズ

'。

庶部は回転ヘ

ラ切り後ナデ4t形 。

オワーブ    1色 粒 子 欽分
|の噴出し '針

1状
物質少 J(。

IL________―と4生_____――一二qcm

第 169図  9号土坑出土遺物
84  9

種 類 器II 床 奮 器占 上 よ 器形の特徴 整形の件徴 Л台士 宏存 tl考

I S 白絋 |硫′とla

|

|

1末を成す。         う.

氏狩
 |;:::ほ /1明縦灰
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表 85 12号土坑遺物観察表

表 87 遺構外遺物観察表

訓
日
日
日
‐―
日
日
日
日
日
用

咽第 1

41導   
帥

く〔〔ti::)1
第 172図

1

12号土坑出土遺物

♀_________――――――とイ皇―_____―――――――聖ヨCm

遺構外出土遺物

れ
山
■

報

語 江 .L 種類 器紅 1 口密 庫 径 器崩 鷺壁 器形の特徴 整形の特徴 焼茂 色副 Л合土 残存 備考

焼締陶器 斑 |_
う。抑印見られない。 ボい黄橙

外 面  7 5YR6/4
にぶい掩

第 171図 1号溝出土遺物
1号溝遺物観察表

行

号

報

番

l SI鎌 器
舵月侯
ス
膠徐P県漢|

翔 ・ I S7 こ脚 7-

注
告

，

報

番 種類  1 器種 口径 器 高 負二 十    器形のTI微    1    整形の特徴    l l■ 戒 1   色調   1  胎土  1 残7J

第 3章 まとめ
本調査区においては、平安時代の住居跡から墨書土器 「片山」が 3点出土

したこ≧が特徴として拳げられる。3点は墨書内パ・位置、字形に共通性が

あり、同時使用の可能性が考えられる。

遺跡内の集落の広がりから、本調査区は古代の集落の端部か空閑地である可

能性が高い。

中近世には地下式坑が 2基掘削されたが、その他に遺物として中世後期の

常滑甕や近世後期の肥前系磁器が出土している。よって土坑・溝などについ

て時期は不明ながら、中近世の遺構の可能性が想定される。

表 88 CUT10A土 坑・溝計測表

遺構名 位 置
長径 X短径 X深 さ (cm)

(1519)X960X43

(1390)X805X40
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第 173図  CUT10B

-125-



Ⅸ   CUT10B

第 1章 遺跡の概要
本調査区は CUT10Aの南東 CUT9の北西に位置する。北西から南東に細長い調査区で、北東から南西にかけて傾斜す

る台地端部である。検出された遺構は性格不明遺構 4基、土坑 19基である。

第 2章 検出された遺構 。遺物
第 1節 検出された遺構
各遺構の詳細については、表 90に示した。性格不明遺構については平面が方形であるという共通性があるという

点が指摘される。 13・ 30。 35・ 41号土坑については内耳鍋・かわらけが出土しており、中世後期の遺構 と考えられる。

その他の遺構については遺物が出土していないが、遺構外遺物も中世後期であることから、中世後期以降に属する可

能性が高い。

第 2節 遺構外出土遺物 (第 174図 ,図版 106)
土師質の内耳鍋片、土師質のかわらけ、常滑甕片、鉄製品、鉄滓が出土している。土器類についてはいずれも中世

後期の時期に属しており、本調査区の遺構が中世後期以降に属する可能性を示すものと推測される。

SK30-1

M0

第 174図 遺構外出土遺物

10

Cm

外 1

0        cm

SK30-4・ タト4

Cm

SK13-1 。SK30～ SK30-3
。SK35-1 ・ SK35-2・

SK41-1′～ SK41-8・

表採 1～表採 10

表採 6
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表 89 CUT10B遺 構外遺物観察表
ｍ
鵜
側
近

告

号 注 記 髄類 器紅 口径 底 径 器 商 重狙 器形の特徴 整形の狩微 焼減 色 調 胎 土 残存
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第 3章 まとめ
台地傾斜部分≧いう立地からか、中世以前の遺構

は検出されなかった。遺物の時期から遺構は中世後

期以降に属すると推測される。

表 90 CUT10B土 坑・不明遺構計測表

遺構名 位  置 遺樺名 位  置
規  4R

長径 ×短径 X深 さ (cm) 長径 ×短径 ×探 さ (c正

B2-16 1650× (1337)× 42 SK09 B2-22 1113× 859× 56

B2-16 2250× 1893× 22 B2-22 1376× 778× 21

2336X1748× 25 B2-22 924× 583X50
SX04 B3-2・ 3 1955× 1587× 38 82-23 1341X1024X23
82-16 1046× 913× 13 B3-3 792× 69 4Xl12

SK02 82-17 721× 589× 13 B3-3・ 4 1097× 691× 19

SK03 82-21 1037× 345X15 B3-8 323× 776X105

B2-21 1461× 793× 36 B8-3 1057× 101 l X 186

82-22 599× 518× 76 SK17 B3-9 2307× 1669× 41

SK06 32-22 1082× 808X18 83-9 141 9× 90 7× 41

SK07 〕2-22 769X715× 16 B3-9 1465× (611)X13

SK08 〕2-22 1617× 1323× 33

X 考察

第 1章 長峰西遺跡の石器
1   整理の方法

(ア ) 石器の選択≧実測図の有無

予め選択された石器について全点観察表を作成 し、実測図に必要な石器とそ うでない石器を選択した。実測図のな

い石器は CUT6の剥片で、これはメノウの小剥片である。全体が水による摩耗を受けてお り、剥離面観察が難 しいため、

図にすることを控えた。残 りの石器は全点図化 した。

(イ )観 察表

観察表は、器種 。石材・法量の他に、石器の観察面見を文章で、成形加工・刃部属性などを記号で表現した。

①   器種

器種は慣習にもとづいた石器の名称である。製作者の意図を有る程度反映するが、同じ器種の中には複数の「石器

の種類」 (製作者が作り分けた石器)が含まれる場合がある。

ナイフ形石器 :旧石器時代の示準石器。本遺跡のナイフ形石器は石刃素材の杉久保系のナイフ形石器。

尖頭器 :平坦剥離で形態形成され、先端を加工で尖らせる石器。本遺跡の尖頭器は縄文時代のものと考えられる。

掻器 :剥片の先端に急角度の剥離で刃部を形成した石器。本遺跡の掻器は、剥片の縁辺を利用した掻器で、刃部は加

工でなく、刃こばれ痕である。

石鏃 :押圧剥離で形成された脚部をもつ三角形の石器。本遺跡では凹基鏃が主体である。凹基鏃の未製品は、一対

の脚部を形成するために、基部が直線状となる三角形鏃となる。本遺跡にはこれらの凹基鏃未製品も出土している。

局部磨製石鏃は、石鏃の基部を研磨したもので、縄文早期から晩期にわたる広い時期にみられる。ひとつの遺跡に数

点程度が出土する。

石錐 :剥片の縁辺に急角度の押圧剥離で尖った刃部を形成する石器である。

楔形石器 :挟み撃ちされた石器の総称。前期旧石器から弥生時代まで、いずれの石器文化にも存在する。石器文化

の個性によつて楔形石器の役割は決まる。本遺跡の楔形石器は、石鏃のブランク(予め加工された素材)≧ 考えられる。

敲石と叩石 :敲石は円礫に小さな敲打痕の集合で窪みが形成される石器。通常は 2箇所の窪みが形成される。叩石

はハンマーストーンのこと。棒状礫が多く、先端もしくは側面の一端に敲打痕が残される。

磨製石斧 :本遺跡の磨製石斧は基部断片であるが、凍切技法がみられるのが特徴である。擦切技法は縄文早期から

前期にかけて東北・北海道に分布が濃い。

剥片と石核 :母岩 (石核)から打ち割られた石片が剥片。打面形態と剥離の開始部によって打撃の種類が有る程度

判別できる。使用痕乗1片は、剥片にマイクロフレイキングが付いているもの。二次加工剥片は、刃部が不明もしくは
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未力日工で、加工の役割 (形態形成であるのか、刃部形成なのか)が不明なものに用いる器種名称。

土器磨石 :ほぼ全面摩耗の円礫が通常である。本遺跡の石器は、棒状の礫を両端からお りとつて、その折れ面に摩

耗面が残るものである。

スタンプ形石器・三角錐形石器 :縄文早期中葉から末にかけて主に南関東で出土する石器。円礫を叩折で半裁 して、

その叩折面を機能部とする。北関東では円礫の側辺に急角度の加工で成形し、三角錐形石器と呼称される。

②    打面の形態

打面は自然面打面、平坦打面、切子打面、調整打面、小打面の 5種類ある。小打面は、石核の縁をこするようにし

て生ずる剥片の打面で、線状 。点状・無打面の 3種類がある。これは剥離技術と関連する。一方、自然面打面、平坦

打面、切子打面、調整打面は、剥離技術≧ともに剥片剥離技法≧も強い関連をもつ。

本遺跡の縄文時代の剥片の打面は、線状打面や平坦打面が多く、石核を調整しないでそのままハンマーを振り下ろ

す直接打撃が主体を占める。切子打面の場合は、打面に複数の剥離面があり、その稜線上を加撃するが、本遺跡の場

合は稜線が潰れていないのでソフトハンマーの可能性が高い。

③   成形加工・刃部属性

HD:ハー ドハンマーの直接打撃。一般的な剥離技術。

S'D:圧縮力の高いソフトハンマーの直接打撃。一般的な剥離技術。

HVD:ハー ドハンマーの垂直打撃。一般的な剥離技術。

S'P:圧縮力の高いソフトハンマーの押圧剥離。主に縄文時代以降の石鏃の押圧隷1離にみられる。

HP/刃潰し :ハー ドハンマーの押圧剥離の刃潰し。主に旧石器時代のナイフ形石器の成形加工にみられる。

MF:マイクロフレイキング。いわゆる刃こばれ痕である。使用痕歌1片の刃部縁辺にみられる不整剥離の総称。刃部

に損傷ない部分≧マイクロフレイキングの付いている部分がある場合は「素刃・MF」 と記載してある。

研磨痕・敲打痕・磨痕 :研磨痕は石材を磨いた痕跡で、本遺跡では局部磨製石鏃と磨製石斧にみられる。敲打痕は垂

直打撃などによつて石器の表面に形成された「潰れた割れ円錐の集合」である。これらは敲石の刃部に生ずる使用痕

である。磨痕は磨りによつて生じた摩耗痕もしくは研磨痕であり、その判別が難しいが、磨つている属性のことであ

る。明らかに摩耗している場合は、「摩耗」と表記した。

穿孔 :ド リルで開けた穿孔痕のことである。本遺跡では砂岩製の 2点の石器に回転穿孔痕が観察される。

叩折と折れ :叩折は、石器を持つてハンマーの代わりになる台石などに叩きつける場合、ハンマーの垂直打撃によつ

て切り立った剥離面が生ずる場合を言う。いずれも剥離の開始部にコーンが生ずる。折れは引つ張り応力によつて
「曲

げタイプの剥離の開始部」が生じ、コーンのない剥離面である。

④    剥離の開夕台部

諸1離の開始部はコーン型、曲げ型、くさび型の 3種類ある。本遺跡は平坦打面、切子打面にコーン型がみられる。

曲げ型の剥片は切子打面のチャー トの小形剥片にもみられる。これは打面を立てて、ハンマーを寝かせる状態で剥離

しているからである。剥離の開始部からは、本遺跡について数種類の剥離技術がみられる。

2   出土石器の特徴

(ラπ)  CUT10A

旧石器時代のナイフ形石器 と打面の折れた剥片が出土 している。すイフ形石器の先端は加工で切 り取 られるよ うに

成形 されてお り、先端は折れてはいない。
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その他に縄文時代の叩石が 1点出土している。

(イ ) CUTl

石鏃・剥片・石核・石鏃は規則正しい丁寧な凹基鏃で完形品。剥片は石核調整の痕跡が左側辺にあるやや中形の剥片。

石核は節理面が多く、硬いめのうの石核。剥片剥離はほとんど行われていない。叩石は、側辺と末端に敲打痕が残る。

(ウ ) CUT2

敲石の出土である。表裏に敲打痕が残る。

(こ二)  CUT5

本遺跡の中で最も出土量が多い地点である。小形の剥片類・石鏃・局部磨製石鏃・石錐・掻器はチャー トを主体と

する。石鏃は小形で、剥片類も石鏃の素材剥離の残 りであるうと推定される。従つてこの地点では石鏃の製作が行わ

れていたのであろう。石錐は無打面の剥片の側辺裏面に押圧剥離で刃部を形成 している。8の掻器は縦折の剥片が素

材。打面近辺に一枚のノッチがあり、左側辺は叩き折られている加工である。刃部は末端辺の蝶番剥離を利用し、そ

こにマイクロフレイキングが付いている。素刃の掻器 とでもいえようか。

7の尖頭器はめのう製で半両面加工。

11は削器。刃部は左側辺で素刃。マイクロフレイキングがついている。加工は右側辺向こう。表裏にハー ドハンマー

で縁辺をおしつけて不規則剥離となつている。

12は珪質頁岩の使用痕剥片。刃部は正面左側辺手前。右側辺は縦折。

30は磨製石斧。右側辺に擦切技法の痕跡が残っている。

33と 34は不明石製品。柔らかい砂岩 (も しくは凝灰岩)の礫に回転穿孔痕が付いている石製品である。詳細は不

明である。

(オ )CUT5の 弥生時代の石器

25号住居址と 32号住居址から礫端片 (円礫から最初に剥離される剥片)の断片が出土した。弥生時代の大型直縁

刃石器との可能性があったので、高倍率の顕微鏡を用いて縁辺を精査 した。結果は使用痕なしであったので、器種を

剥片とした。

(力 )CUT5グ リッド・確認面 。表採の石器

40は 中形のガラス質安山岩の剥片。41は土器磨石とした。通常は円礫であるが、この石器は棒状礫を叩折 り、そ

の折れ面に摩耗がある。折れ面は上下とも摩耗が観察される。摩耗面以外の側辺は細かい敲打痕が観察される。詳細

は不明である。

46は表採確認面出土の石器である。スタンプ型石器の北関東型式である三角錐型石器であろう。この石器は縄文

早期中葉から末までの示準石器である。

3   石器群のまとめ

本遺跡の石器群は地点ごとに旧石器時代、縄文時代、縄文・弥生時代 ≧わかれる。旧石器時代のナイフ形石器は、

姶良丹沢火山灰降灰以後の時期であろう。珪質頁岩を用いている点や杉久保系の形態などは、東北 日本との関連を伺

わせる興味深い資料である。

縄文時代については、CUTlについては時期的な様相など、ほとんどわからない。有茎鏃がないので、後期中葉以

前の石器であろう≧推定される。

CUT5の縄文時代は、石鏃の製作、尖頭器の伴出、三角錐型石器の出土などから、主に縄文早期末から前期の初頭

までの石器群と推定される。
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CUT 注記

型
区

別

Ｍ

図

番

号

H寺期 器 種 石 初 成形加工
刃部属性 (石

核作業面)
所 見

法  量 (ω・ g)
備考

縦 槙 ナ享さ 重見

,UT10A 1 1 旧石器
ナ

器

ク形石
鮭質買岩 HP/刃 l_■ し 素 刃

石刃素材の杉久保系のナイフ形石

器 。

7

,UT10A 旧石器 剥片 珪質頁岩 な し な し
打面の折れた剥片。末端辺は階段

状末端。
3

〕UT10A SK5  W 1 3 縄文 敲箔 妊福岩 な し 敲打痕

表裏 と側辺に敲打痕のある敲石。

右側辺の敲打痕は斜めになつてお

り、石器製作のハンマー とされた

可能性がある。

,19 δ62 」727

2 縄 文 石鏃 チャート S'P P
基部を薄くつくりだす、脚部形成

直前の石鏃。
232 47 31 2

〕UT l 15 2 蛯文 剥 片 珪質頁岩 な し な し
左側辺は旧打面と旧作業面が残

る。打面転位をしたときの剥片。
12 20 7

IUT l 3 縄文 石核 メノウ な し

[角礫を素材にした石核。剥離面
よ小さく、剥離途上で放棄 されて

′ヽる石核。

62 3 514 162 6 メノウ

,111

,マド
縄 文 口「石 砂岩 な し 護打痕

奉状礫素初の敲石。先端 と裏面向

とうに敲打痕が残る。被熱資料。
356 24 3 砂岩

隠文 敲 石 チャート な し 敲打痕
円礫素材で、表裏に敲打痕が一対
ずつ残されている。

125 8 91 9 54 3 109 3

縄 文 石 錐 チャート な し
,P 無打面の横長剥片素材。主要剥離

1面に押圧泉1離で刃部を形成。
36 49 95

縄文 石鏃 チャート
,P

P 謄辞λ零躾F尭亀戻檀:脚
部形成

15 1 54 07

,UT 5 縄 文 石鏃 チャート P
,P

先端都欠損。 139 8 ヤ
~|

)UT 5 縄 文 石 鏃 チャート P S'P 岬部未形成。未製品か。 16 7 18

'UT 5
縄 文 石鏃未製品 チャート P 刃菩Б未力日正

隋 烈

辺劉 却 卵 圧剥離が入 46 1 1

,UT 5
S118

アク土
趙 文

局部磨製石

鏃
チャート P,研磨 S'P

小形の局都磨製石鏃。正面と裏両

に部分的な研磨痕がみられる。
72 53 27

'UT 5

3 縄 文 尖頭器 めのう D S'D
めの うの剥片素材。 ソフ トハン

マーの直接打撃で作られている。
65 4 14 122 革倉∬期

,UT 5 3 8 盈文 蚤器 チャート P 素刃 MF
正面右端に一枚の押圧烹1離痕。刃

部は掻器状。素材は平坦打面、
ハー ドハンマーの直接打撃。

87 7 19 153 20 2 チャート

3 縄文 契形石器 チャート な し な し
小形剥片を両極打撃。石鏃ブラン

クの作成の楔形石器か。
117 17 8 73 2 テャート

IUT 5 S118 10 亀文 渓形石器 チャート IVD な し
石鏃製作のための楔形石器。石鏃

兼材ブランク。
16 」15 46 22

IUT 5 11 篭文 卜 黒色頁岩

自然面打面、剥離角110度の剥

片。剰離の開始部はコーン型。
ハー ドハンマーの直接打撃。

3 1 134 57

〕UT 5 12 健文 吏用痕剥片 珪質頁岩 な し
平坦打面、打面厚 2 6nu。 正面左

側辺手前に微細剥離痕。
26 6 4 87 珪質頁岩

〕UT 5 S103 13 亀文 剥片 チャート な し な し
剥離の開始部は曲げ型に近い。打

面は切子打面。
47 3

,UT 5 蠅文 剥片 チャート な し な し
剥離の開始部は曲げ型に近い。打

面は切子打面。
47
1309
107 チャート

15 健文 剥 片 チャート な し な し
剥離の開始部は曲げ型。打面は平

坦打面。
152 」47 56 イート

縄文 剥 片 チャート な し な し 「面折れ。 36 ヤ~ト

εUT 5 17 縄文 剥 片 チャート な し な し

剥HILの開始都はヨーン型。平坦打

面。打面厚 lFdH。 ソフ トハンマー

の間接打撃。

71 34 ヤ~ト

S113 隠文 剥 片 チャート な し な し
剥離の開始部はコーン型。平坦打

面。ハンマーはS'。
23 7 」2 1 75

1縄
文 剤 片

ガラス質安山

岩
な し な し

平坦打面、打面厚 32111。 ソフ ト
ハンマーの直接打撃。

25 7
ドラス質安

1岩

120

|
剥 片

ガラス質安山
な し な し

1弩
翁打F。

石核縁辺を擦って生 じ
88 4

がラス質安

山培

S107 3 1 縄 文 剥 片 疑灰岩 な し な し
打面欠損。風化が強く剥離面は不

明瞭。
77 トロトコ石

3 J2 健文 剥 片 疑灰岩 な し 蛮し
打面欠損。風化が強く剥離面は不

明瞭。
39 5 20 62 卜,トコ石

'UT 5

3 123 縄 文 剥 片 疑灰岩 な し な し
平坦打面、打面厚 5 7nlln。 ソフ ト
ハンマーの直接打準。被熟資料。

38 107
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CUT 注 記
区

別

図

番

号
時期 器 種 石期 成形加工

刃部属性 (石

核作業面)
所 見

法  量 (cm・ g)
備考

縦 横 厚 さ 重 量

〕T5 3 剰 片 チャート な し な し
切子打面、ハー ドハンマーの直接
打撃。

45 3 4 (17 チャート

3 縄 文 剥片 チャート な し な し
無打面。両面加工体製作のときに
でる剥片。

27 1 5 チャート

臣 3 縄 文 剥片 チャート な し な し
平坦打面。打面厚0 4mn。 両面加
工体製作のときにでる剥片。

22 7 266 15 チャート

3 縄文 烈1丼 チャート な し な し
節理面打面。打面厚 2al。 ンフ ト
ハンマーの間接打撃。

213 11 6 5 チャート

εじT5 組文 歌1片 チャート な し な し

切子打面、ハー ドハンマーの直接
打撃。裏面末端辺に急角度剥離が
1枚あるが事故剥離であろ う。

46 2
'22
J22

εUT 5 SK83 8 縄 文 剥 片
ガラス質安山

岩
な し な し

平坦打面、打面厚6 5oul。 ハー ド
ハンマーの直接打撃。

30 132

,UT 5 縄 文 磨製石斧 凝灰岩 研 磨 欠損
擦切技法の磨製石斧。右側辺に擦
り切 り痕が顕著に観察される。

218 11 5 14 1 擦切磨製

石斧

I 叩石・磨石 安山岩 な し 讃打痕・磨痕
下面に磨面と敲打痕、上面に敲打
痕。

270 1

叩石・磨石 安山岩 な し 讃打痕・磨痕
右側辺上面に磨痕。左側辺に敲打
痕。

123 2 101 2 13 1

S124

No 2瑠 1縄
文 不 明 疑灰溝 穿孔痕 な し

柔らかい疑灰岩に回転穿孔痕が付

く加工礫。
1508 〕45 8 Hl1 6

医 _

不 明 凝灰岩 穿孔痕 な し
柔らかい凝灰岩に回転穿孔痕が付
く加工礫。

103 6 〕03 )62 4

εUT 5 剥オ 硬砂岩 な し な し 礫端片の断片。 191 15

εじT5 S132
45

1弥生 素1片 硬砂岩 な し な し 礫端片の断片。 34

3UT 5 37 石鏃 頁岩 S'P S'P 先端部欠損。脚都未形成。 146 183 )9

,UT 5 文 剥片 チャート な し な し
無打面。両面加工体製作のときに
でる剥片。

232 13 39

縄文 剥 片 チャート な し な し
平坦打面、打面厚2 6aI。 ツフ ト
ハンマーの直接打撃。

32 4

縄 文 剥 片
ガラス質安山

な し な し
平坦打面、打面厚8 7mm。 ソフ ト
ハンマーの直接打撃。

46 8 】17 '3

'UT 5
C4  10 縄文 土器磨石 安山岩 甲折 ? 摩 耗

俸状礫を叩き折って、その折れ面
を使用 したと推定される。全面に

敲打痕もみられる。

298 306 〕62

〕UT 5 縄 文 Π口石・磨石 閃緑碧 な し 敲打痕・磨痕

上面は磨 り面。下面は柔らかい対

象物を敲打した敲打痕。側辺にも

敲打痕が付く。

100 1 47 9 425 5

'UT 5
タニン 剥 片 チャート な し な し

石核の縁辺を擦ったときに生じた

剥片。
」7 12 9 12

石核 珪質頁岩 な し 剥片素材の残核。 )74 522 187 」53

'UT 5
縄 文 剥片 凝灰岩 な し な し

切子打面、ソフ トハンマーの直接

打撃。風化が強く剥離面不明瞭。
417 133

とョウサイ
カ1/ニン

3 縄文
スタンプ形

石器
閃緑岩 叩折両 三角錐形石器 とも呼称。 〕76 112 1

3UT 6 縄 文 素1片 めのう な し な し 水摩耗剥片・実測不要 13
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長峰西遺跡の石器の使用痕分析

はじめに

長峰西遺跡の石器から、ナイフ形石器、弥生時代の剥片 2点、礫石器類 4点を分析 した。

観察方法

キーエンス社のデジタル HDマ イクロスコープ (VH-7000)イ こよる高倍率ズームレンズ (Ⅶ Z450)を 用いて使用痕

観察をおこなった。観察倍率は、200倍～ 450倍である。観察面は、適宜アルコールを浸 したキムワイプで軽く拭き

取 り、脂分などを取 り除いた。観察範囲は、石器表面全体を詳細に観察し、使用痕光沢および線状痕の認定をおこなつ

た。使用痕分類は東北大学使用痕研究チームにより設定された分類基準などによつている (阿子島 1981,1989、 阿子島
・

梶原 1984、 梶原・阿子島 1981、 芹沢ほか 1982)。 礫石器の使用痕基準については、池谷の一連の実験などを参照と

した (池谷 2003abな ど )。

石器刃部にみられる摩滅 。剥離面などの特徴を観察するため、低倍率ズームレンズ (10～ 40倍)を併用した。

観察結果

ナイフ形石器 (顕微鏡図版 1)

ナイフ形石器は石刃素材の杉久保系のナイフ形石器。

ナイフ形石器の先端側は 80前後の急角度に左側面にのみ二次加工がみられる (写真 1)。 先端の右辺側には微小剥

離痕がみられる。ハー ドハンマーの押圧剥離による刃つぶし加工≧思われる。先端は折れてはいない。

素材末端側を基部≧し、基部側は両側辺に 80前後の急角度に二次加工がみられる (写真 2、 3)。

高信率顕微鏡で検鏡 したところ、石器表面に鈍い光沢が全面に確認できた (写真 8、 9)。 この光沢は石器縁辺にま

でひろがる (写真 4から 7)ので、いわゆる使用痕光沢の検出はできなかつた。また線状痕など他の種類の使用痕も

確認できなかつたので、具体的な用途は不明である。

弥生時代の剥片 (頭微鏡図版 -2)

25号住居址 と 32号住居址から礫端片が出土した。弥生時代の大型直縁刃石器 との可能性があつたので、高倍率の

頭微鏡を用いて縁辺を観察したが、使用痕光沢は確認できなかった (写真 1)。 なお、写真中央で白く輝いているの

は岩石内部の鉱物であり、使用痕光沢ではない。

不明石製品 (顕微鏡図版 2)

柔 らかい砂岩 (も しくは疑灰岩)の礫に回転穿孔痕が付いている石製品である。直径 7か ら 8mmで あり、深 さ

10Hlm強の円筒形の孔であり、底は丸みを帯びている (写真 2)。

表面がボロボロの石材であり、かりに対になる石錐などがあれば、その石器の縁辺には強度の摩滅が形成されると

推定される。 しかし、この遺跡の資料を観察する限り、そのような石器は確認されていない。

土器磨石 (顕微鏡図版 2)

図面表裏に摩滅がある (写真 4)。 摩滅以外の側辺は細かい敲打痕が観禁される (写真 3)。 詳細は不明である

敲石と叩石 (顕微鏡図版 3、 4)

敲石は円礫に小さな敲打痕の集合で窪みが形成される石器。通常は 2箇所の窪みが形成される。棒状礫が多く、先

端もしくは側面の一端に敲打痕が残される。
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顕微鏡図版 -3の方の資料は、上面に磨面、下面に敲打面、両側面に敲打がみられる。両側面の敲打は小さい孔の

集合で形成 (写真 3)さ れている。上面の磨面は平滑な面が形成され (写真 1)、 下面は中央はザラザラしており (写

真 2)、 周辺ほど敲打痕が顕著になる (写真 2の拡大 )。 なお石器の大きさのため高倍率では検鏡できなかった。

微鏡図版 -4の方の資料は、上面は敲打によるもので (写真 1)、 小さな孔の集合であり、高信率顕微鏡では凹凸が

激しく、ピントの合う範囲が狭く、ぼけた写真になった (写真 2)。 下面は黒ずんでおり、かつ平滑面が形成されて

いる (写真 4)。 肉眼でも光沢がみられる。高信率で検鏡した所、光沢が確認できた (写真 5)。 粗く鈍い光沢であり、

類似光沢は下宅部遺跡で確認されている (池谷 2006)。

そのため上下面≧は明らかに異なる要因で形成されたのであろう。
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写真1の拡大
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第 2章 縄文土器 (第 175図,図版 112)

検出された縄文土器は長峰西遺跡全体で 420.4gで極めて少量である。CUT別 にみれば CUTlで 99.lg、 CUT5で

321.3gで他の地域からの出土は無い。掲載した縄文土器は出土資料のほぼ全量である。

第 1群土器

1～ 6は丸棒状の口縁で無文。胎土中に石英や長石の白色粒子を多量に混入するものである。その特徴から、縄文早

期無文系の土器群と判断される。

7は 1～ 6同様の胎土焼成で、1条の原体圧痕が横走する。1～ 6と ほぼ並行の上器と判断した。

第 2群土器

8～ 16は胎土中に繊維を混入する一群である。単節縄文を施文するもので、11・ 14に は末端ループ紋が見られる。

第 3群土器

17は胴部下半に磨消懸垂文が観察される。縄文は単節 RL。

第 4群土器 第 1類土器

18は沈線による幾何学文様が描かれる。

第 2類土器

19は内面が磨かれる浅鉢の口縁都破片である。20は同様の胴都破片である。

第 1群は縄文早期平坂段階と考えている。撚糸文土器の末期に位置するものであろう。7の土器は稲荷原段階の可

能性も想定される。第 2群は縄文前期中葉の土器群と判断した。細片の為に明瞭ではないが、ループ紋が施文される

点などから、関山式の可能性が高い。第 3群土器は中期後半力日曽利 E式土器である。懸垂文の幅がやや広くなること

からE3段階遺構と判断される。第 4群土器は縄文後期をまとめた。第 1類は幾何学的な文様が描かれるもので、堀

之内 2段階と判断した。第 2類は内面に磨きが施される縄文後期中葉段階加曽利 B式土器と判断した。
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第 3章 十王台式土器と古墳時代前期古式土師器の共伴について

第 1節 十三台式期の住居
本遺跡における弥生時代の遺構と判断されたものは、CUTlでは 2号住居跡及び 5号・10。 13号の 4軒である。また、

CUT2では 2・ 3号住居跡、CUT5では 42号住居跡が検出されており、遺跡全体では 7軒を数える。これらの住居跡か

ら出土した弥生式土器は十王台式の範疇に含まれるもので、弥生時代後期の集落であることが判明している。近接す

る長峰東遺跡では大規模な弥生時代の集落が検出されており、その報告がまたれるところである。

ここでは、本遺跡で出土した十王台式土器について、若千の考察を加えるものである。

十三台式土器は茨城県北部の十三町出土の土器を標識にするものであるが、山内清男『先史土器図譜』への掲載以

来早くからその存在については知られていたものの、その細分について管見に触れたものでは、平成 5年茨城県教育

財団の『研究ノー ト』3号に「茨城県後期弥生式土器編年の検討 (Ⅲ)十王台式土器について」で試みられている。

第 176図 によれば、1・ 2式の 2段階に大分され、さらに 1式は古段階≧新段階の 2段階に分類されている。

この分類に沿つて本遺跡 CUTlの 5号住居跡、CUT2の 3号住居跡、CUT5の 42号住居跡の十工台式土器を分類すると、

第 1図 に示すように 1式新段階の遺物を主体にすることがわかる。東中根段階の遺物または上稲吉段階の遺物の混在

は見られない。

第 2節 十王台式土器と五領式土器を共伴する住居 (第 177図 )
一方で第 2図 に示した資料は、工領式土器と十王台式土器が共伴 した資料を提示 したものである。CUTlの 10号住

居跡出土資料は、十王台式土器と工領式土器のセットが明瞭に捉えられたものである。

CUTlの 10号住居跡出土遺物の 6はほぼ完形の土器である。全体に器高に対して胴部の径が広くなり、ずんぐりした

形状となる。また文様の構成は胴部の中央よりも下位にまで櫛描文が描かれる。櫛歯の単位は施文が不鮮明であるが

3～ 5本を教える。また、7～ 9に示 した重形土器の口縁部は、指頭により押 し潰 した隆帯状の貼 り付け文の上位に

付加条第 1種の縄文が細かに施文される。CUTlの 5号住居跡出土遺物は十工台 1式 としたものであるが、これらの

遺物の口縁部には頸部微隆帯の上位にまで櫛描文が描かれるものの、2式 とした CUTlの 10号住居跡では口縁部の櫛

描が消失する傾向がみられる。

共伴する五領式土器は複合口縁の重 1、 頸部が広く開く対形土器 (2)、 折 り返 し部分に縦方向のハケ整形を行 う鉢

(3)、 及び台付菱 (4)、底部に穿孔のある小型の壺 (甑ヵ)(5)な どの土器があり、遺物の総量では 19,147gの 弥生土器、

17,866gの 土師器が出土しており、重量的にもほぼ同量である。

『研究ノー ト』第 3号では工領式土器との共伴関係について日立市久慈吹上遺跡第 2・ 3号住居跡出土遺物、東海村

石橋向 B遺跡第 1号住居跡出土遺物、ひたちなか市部田野山崎遺跡第 3・ 6・ 8・ 18号住居跡出土遺物、鷹巣遺跡 5。

7号住居跡、水戸市大塚新地遺跡、大鋸町遺跡第 36号住居跡出土遺物、ひたちなか市武田遺跡 18号住居跡の類例が

提示されている。同書においてはこれだけの資料を提示しながらも、十三台式土器を主体に出土する住居跡から、客

体的に古式土師器の出土する例がなく、逆に古式土師器の住居跡に客体的に十王台式土器が混在するとされ、十王台

式と古式土師器の共存関係は明確ではないとしている。

確かに十三台式土器に比較 して五領式土器は小形の器形が多く、遺物量的に判断すれば個体数が少ない十三台式土

器の量が目立つ傾向にあるが、水戸市大鋸町遺跡で井上義安氏がハケロを有する十三台の文様構成をモチーフ≧する

土器について、折哀様式として大鋸式を提唱している、このサ点からも、五領式土器と十王台式土器の併存は明確であ

り、時間差は考えられない。武田遺跡、石橋向 B遺跡の類例は主体または客体かの問題として捉えられているが、考

古学的な手法から共存する土器 (セ ット)と して捉えるならば、十三台式土器は工領式土器に共伴するとするのが順
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当であろう。

では十三台式土器のどの段階が五領式土器と共伴するのか、前述の『研究ノー ト』3号では新しい時期のものであ

ろうと推測するに≧どまっており、実際に各遺物の内容にまで論及をしていない。十三台式土器の細分論に戻らなけ

ればならないが、石橋向B遺跡 1号住居跡 17の遺物はスリット状区画の下端に弧状の文様を施文するもので、1式

の特徴とされる。また同じく14の遺物は胴都文様帯の幅から見ても2式に含まれるものである。このようなことから、

共伴する工領式土器の型式をもつて十三台式後半の編年の再検討を行う必要があるのではなかろうか。

第 3節 五領式土器を出土する住居跡 (第 178図 )
五領式土器は複合口縁を出土したCUTl 10号 住居跡 1、 及び 13号住居跡Ⅲ2で 4世紀前半～中葉に想定される。また、

CUTl 10号住居跡 2、 CUT5-18号住居跡 2、 同 21号住居跡 3の対形土器は比較的安定した平底で、胴部がやや扁平で、

頸部が広く口縁部が大きくラッパ状に開くものである。同様の器形の遺物を出土する住居跡でありながら、十王台式

土器を共伴した前者 3軒 と、共伴が見られない後者 2軒が検出されている。このことから、工領式の土器を細分する

ならば十三台式を共伴する段階と、共伴しない段階で時期差が想定される。

本遺跡では明確にできなかつたが、高不にその分類の鍵があるように思われる。CUTl 13号住居跡 6の高郭は裾部

に向かい緩やかに開くタイプで、CUT5 18号住居跡 3の遺物は脚部が柱状またはエンタシス状になるものと予想され

る。

また一方では古式土師器の編年については「茨城の S字状台付甕について」(1～ 3)が『研究ノー ト』3号から7

号で発表されている。工領式上器の地域性について比較検討の指標として、S字状台付養が注目されている。S宇台

付養の中心的な地域である関東地方北部、特に群馬県においてその細分が示されている。本遺跡でも、CUTl 10号住

居跡 4、 CUT2 2号住居跡 4に台付甕でハケ整形を行う遺物の出土が見られたが、口縁部の存在を確認できず、S字状

台付甕≧判断できるものは無かつた。これらが S宇 口縁であるならば、S字状台付甕の出現期には十三台 2段階の遺

物が共伴することが推察できる。

尚、CUT5 36号住居跡では、ハケ甕 (1・ 3)イこ伴 うlt(4)は頸部が細く胴部が球形となるもので、時期的には 5

世紀代和泉期に近い遺物と判断される。
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「茨城県後期弥生式土器編年の検討 (Ⅲ )十工台式土器について」『研究ノー ト』第 3号より引用
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第 177図 十三台式土器編年 (2)
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第 4章 長峯西遺跡で検出された初源期カマ ドについて

関東でカマ ドが出現するのは、古墳時代中期溢されている。初源期カマ ドの様相は、次のような点があげられる。

第 1に カマ ドは、煙道のために壁を切 りこまず、袖構材の切 り込みに対する侵入の割合は 10%未満 となる。第 2

に煙道部での上昇角度は、下部で 60° ～ 90° 、上部で 80° ～ 90° となる。第 3に火床の位置は、切 り込みが設けら

れる以前に本来壁があったと推定される線から、カマ ド全長の 80%離れたあたりにある。第 4にカマ ドの長い両袖

部の平面形状は、平行もしくは「ハ」の字に開いている。第 5に土製支脚ではなく「転用支脚」が用いられ、主≧し

て倒立させた甕が用いられる。以上の 5項 目が特徴である。 (※ 1)

CUTlには、古墳時代中期で、初源期のカマ ドが付設 された竪穴住居跡である S104と S108の 2軒が存在 している。

2軒を前述 5項 目と照合 したい。

S104はプラン検出時の状態は悪く南壁は消失していたものの、4基の主柱穴≧南西コーナーに貯蔵穴、北西壁中央

にカマ ドが付設されている。またプラン中央部からやや北壁に寄った位置に地床炉が存在する点が特徴的である。

カマ ドの様相は全長 97 cm、 巾は奥で 102 cm、 手前で 125 cmと なる。第 1に壁の切 り込みはなく、壁の手前で袖部

を構築している。第 2に下部から上部にかけての立ち上がりは 50° である。第 3に火床の位置は全長 97 cmに対 して

壁から 35 cm離れた存在する 34%の位置に存在する。第 4に両袖部の平面形状はわずかに手前で開くがほぼ平行 とな

る。第 5に土製支脚が出土している。

S104地床炉の存在は、カマ ドを増設 した可能性と過渡的な様相を示してはいるのだが、第 3・ 第 4の項 目とは合致

しない。

遺物は、土師器杯 と須恵器高不が出土した。須恵器高不脚裾部は 1段の透かしを有 し、端部が折 り返す もので、

TK208段階と判断される。

つぎに S108で ある。S108は ローム層を掘 り込んで構築された竪穴式住居跡で、覆土上面にローム、下層にいくに

したがっておびただしい焼土・炭化物が検出されてお り、焼失家屋と推定される。周溝を巡らした方形プランの四隅

を結んだ姑角線上に柱穴四本を配 し、南西角に平面長方形をした蓋の痕跡と考えられる浅い掘 りこみを有 し、その中

央に平面円形をした深い貯蔵穴が穿たれている、カマ ドはその北西壁中央に寄つて構築されている。

カマ ドは、全長 117 cm。 袖部の巾は、壁に近い奥で 81 cm、 支脚のあたりで 92 cmと なつている。ロームに多量の砂

を混入させた両袖部は、火災のためか異様なまでに全体が被熱 していた。第 1に壁の切 り込みがなく、袖の構材は壁

の手前に付設 している。第 2に下部から上部にかけて 60° で立ち上がる。第 3に火床の位置は全長 ■7 cmに 対 して

96 cm離れた、壁から80%弱 の位置に存在する。第 4に両袖部の平面形状は手前でわずかに開くが外観ほぼ平行をな

している。第 5に出土した 「転用支脚」は伏位倒立した土師器lHである。

5項 目のうち第 5に示 した点以外は、差異はない≧いうこ≧がわかる。

遺物は、土師器甕・対・郷、須恵器イ、砥石、鉄製鍬が出土している。須恵器不口縁部は端部がシャープで扁平に

なる。TK208前後の時期が想定できる。

以上のことからS104と S108と を比較したとき、両者の形態は、カマ ドの様相を除いて一致してお り、出土遺物も

古墳時代中期の様相を呈している。出上した須恵器は、5世紀中葉から後半の所産とされる TK208出土須恵器であり、

当該地域における初源期のカマ ドとして貴重な資料となつた。

※ 1 第 1～ 4項 目は、下記の (谷旬 1982年)か らの引用、第 5項 目は (佐藤克己 1974年)か らの引用である。

第 5章 長峰西遺跡出土の墨書土器について (図版 113・ 114)

墨書土器は CUT5の 7・ 10。 13・ 14。 16・ 19・ 22・ 32号住居跡、CUT6の 3号住居跡 CUT10Aの 1号住居跡か ら合計
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16点が出土した。 10。 14号住居跡は 8世紀後半であるが、その他は 9世紀後半を中心とした 9世紀前半～ 10世紀前

半の遺構である。小片での出土がほとんどのため、墨書内容が不明のものが多いが、ここでは釈読できた資料につい

て述べる。

「万」 CUT5 22号住居跡。9世紀後半の住居から出土。人名 とすれば「万呂」とい う人名 と解釈できる。もしくは

集団の標章として選択された可能性も考えられる。出土状況などからは祭祀的様相は窺えないため、吉祥句として解

釈することは難しい。従つて日常的な使用に供されたものと考えられる。

「大伴」CUT5 14号住居跡。8世紀後半の住居から出土した。氏族名であり、全国で出土例が多く、関東では千葉県

人千代市権現後遺跡で 「大伴回 (部 )」 、東京都北区御殿前遺跡で 「大伴」の墨書土器が出土している。

「片山J CUT10A l号住居跡。遺跡内で最も標高が高い位置になるが、周辺が後世削平されていることから、遺構の

東側、台地上にも本来集落が展開していたと推測される。よって他の墨書土器 と同じ集落で使用されたものと考えら

れる。「片山」は 3点出土したが、塁書位置や宇形に共通性が見られ、3点が同時期に使用された可能性が高い。出

土状況に特殊性はなく、日常什器 として使用されたと推測される。文字内容は集団の標章かあるいは人名と考えられ

るが、管見の限り他での出土例が見られないため現段階では可能性を指摘するに留めたい。

第 6章 遺跡全体の総括

本遺跡においては、弥生時代後期の十王台式の良好な資料群が出土し、特に終末期の五領式土器 との共伴関係が確

認されたことが重要である。また初期カマ ドの形態や炉とカマ ドの関係についても様々な画見を得られたと考える。

長峰西遺跡は舌状台地上に展開された遺跡だが、時期によって集落の位置は異なつている≧考えられる。すなわち

弥生時代後期～古墳時代中期にかけての集落は CUTl・ 2で検出されることから、台地の低位に展開していると想定さ

れる。

一方、奈良・平安時代の集落はそれよりやや高い位置である CUT5で密度が濃く、後世の削平を受けた台地中央に

かけて集落が展開していたと考えられる。また、おそらく遺物のみ出土した縄文時代の遺構も存在 したと推測される。

遺跡周辺には古墳群が密集 してお り、古くからの集落が営まれていた立地と想定され、本遺跡も建替えを行 う住居跡

が多く見られることから、古代において 8世紀後半～ 10世紀前半までの長期的な拠点集落と評価することができる。

また遺跡には 6世紀～ 8世紀中葉の空白期があるが、隣接する台地に展開する長峰東遺跡など、周辺の遺跡 との関連

の中で考えていく必要があろう。

中近世の遺物・遺構については不明な点が多いが、今後の周辺の調査に期待 したい。

引用 。参考文献

茨城県立歴史館 1991『茨城県史料考古資料編 弥生時代』
茨城県立歴史館 1994『東国の古代仏教―寺≧仏の世界 』特別展図録
上高津貝塚ふるさ≧歴史の広場 2006『火葬と古代の社会―死をめぐる文化の受容 』第 11回特別展
栃木県立博物館 1995『東国火葬事始―古代人の生と死 』第53回企画展図録
谷旬 1982年 「古代東国のカマド」『研究紀要 7』 (財団法人千葉県文化財センター)
佐藤克己 1974年『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書 I 小室』 (房総考古資料刊行会)第 3章第 2節
鈴木道之助 1974年 (前掲書)第 3節
大賀健 2008年 『千葉県柏市呼塚遺跡 8次調査報告書』 (有限会社 勾玉工房 Mogi)第 4章第 2節
白石太一郎他 2006年 『年代のものさし陶邑の須恵器』 (大阪府立近つ飛鳥博物館)
(財 )茨城県教育財団 1994年 『研究ノート』3号～ 7号
吉澤悟 1995年 「茨城県における古代火葬墓地域性」『土浦市立博物館紀要』第 6号
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド 北緯 東経

調査期間
調査面積 調査

原因市町村 遺跡番号

長峰西遺跡
茨城県笠間市小原 359

番地ほか
08321

20081215

ぞ

20090331

5,815ポ
d地帯総浴

整備事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

長峰西遺跡 集落跡

旧石器時代

縄文時代

(早期～後期 )

弥生時代 (後期 )

古墳時代 (前～中期 )

奈良・平安時代

中近世

竪穴住居跡

古墳・竪穴住居跡

竪穴住居跡・掘立柱建物跡

・火葬墓

地下式坑・土坑・溝・ ビット

ナイフ形石器

土器・石鏃・石錐・掻器・削器・敲石・

石核 尿1片・スタンプ型石器

弥生土器 (十三台式上器・工領式上器

ミニチュア土器 )・ 土製紡錘車・鉄製品 (鏃 )

上師器・須恵器・鉄製品 (鏃 )・ 砥石

土師器・須恵器・灰釉陶器・墨書土器・

石製紡錘車・砥石・鉄製品 (鏃・鎌・鋤・

穂摘具・刀子釘)・ 蔵骨器

土師質土器 (かわらけ・内耳鍋 )・ 陶磁器・茶臼

要 約

遺跡は舌状台地上に位置し、旧石器時代のナイフ形石器が出土し、縄文時代早期～後期の土器・石器が出上してい

るが、遺構は検出されなかつた。

弥生時代後期には集落が形成され、弥生後期の十王台式上器が出上し、2式期には五領式上器が共伴する。

古墳時代には隣接する喜平塚古墳の周溝が検出された。集落は弥生時代から継続する古墳時代前期～中期まで確認

され、炉と併設する初源期のカマドが検出された。

奈良。平安時代の集落は 8世紀後半～ 10世紀前半まで継続し、長期的な拠点集落と見られる。

中近世の遺構は台地上の端部に検出されているが、地下式坑以外は性格不明遺構・溝・土坑・ピットなど性格が明

確ではない。



長 峰 西 遺 跡
平成 22年 3月 15日 発行

編 集 有限会社 勾玉工房 Mogi
〒2860203 千葉県富里市久能 238100

TEL  0476(92)0658

発  行  笠間市教育委員会
〒3091698 茨城県笠間市石井717

TEL  0296(72)1111

印 昂J 株式会社 エイティー
〒2891115 千葉県八街市ノ(街ほ 211

TEL  043(444)2024




